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　そこに〝それ〟があるからだ。


――ジョージ・ハーバート・リー・マロリー









序章ツヅキ







　ピーピーピー、と電子音が車内に響ひびいた。

　月つく詠よみレイカは突とつ然ぜんの呼び出しに、小さく「チッ」と舌打ちした。呼び出だすなら、何であと三分早く呼び出さないのか。

　レイカは車外を厳しく睨にらんだ。

　彼かの女じよの車は現在、東とう京きよう湾わんに掛かけられた大橋の上を走行中だった。行く手には夕暮れで赤く染まった東京の摩ま天てん楼ろうが、抜ぬけきらぬ真夏の熱気で蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらめいていた。

　東京二十四区大鳥区。海洋資源開発を見み越こした試験用メガフロートとして建造された、東京湾上に浮うかぶ人工島。その大鳥区と湾わん岸がん地区を繋つなぐ長大な連れん絡らく橋きようは、当然ながら簡単に車線変へん更こうできるようにはなっていない。

　レイカはもう一度舌打ちし、中間地点のジャンクションへと急ぐべく車のアクセルを踏ふみ込んだ。




　大鳥区中央には、試験用メガフロートの管理とデータ収集を行う中央管理施し設せつがある。

　中央施設のゲートキーパー職員は、今さっき出て行ったばかりの職員の車が戻もどってくるのを見て首をひねった。

「どうしました、博士？　何か忘れ物でもっ!?」

「……さっさと開けて」

　窓を開けてＩＤを示す月詠レイカ主任研究員に促うながされ、ゲートキーパーは慌あわてて彼女の車を通した。

　奥おくへ去って行く車を眺ながめ、ゲートキーパーの男は大きく息を吐はいた。

「……美女の怒おこり顔がおほど恐おそろしいものはないな……」

　月詠レイカは、十人の人間が十人とも美女と頷うなずく美び貌ぼうの持ち主だ。ただし、美女の上に『近寄りがたい』といった単語がくっ付く類たぐいの。

　シャープな顎あごのラインに、キレの良い鼻び梁りよう。切れ長の眼めは無感動な冷やかさで、長い黒くろ髪かみをなびかせ歩く姿はそれだけで女王然とした威い風ふうに溢あふれている。そんな彼女が怒いかりに眉まゆを顰ひそめていると、何も悪くもないのに土下座して謝あやまりたくなる。

「しかもあの外見で高校生の子持ちだって言うんだから……」

　二十代と言われてもなんら不思議ではない瑞みず々みずしいバラ――それもとびきり鋭するどい刺とげを生やした大輪の花のごとき美貌のあの女性も、娘むすめの前では笑え顔がおを見せるのだろうか。

　その光景がまったく想像できず、ゲートキーパーの男は肩かたを竦すくめようとして首を竦めてしまった。

　一方、想像だけで男性職員を萎い縮しゆくさせたレイカは、駐ちゆう車しや場じように車を停とめ、不ふ機き嫌げんな顔を一いち分ぶも緩ゆるめることなくヒールを鳴らして歩き出した。

　野球場を思わせるドーム状の中央管理施設は、その敷しき地ち面積も実際の球場と同等かそれ以上だ。定型な喩たとえを使うなら、東京ドームの約一・五倍、だろうか。

　中央管理施設の出入口では、数人の白衣の職員たちがレイカを待ち構えており、主任の姿を見て慌てて駆かけ寄よってきて――上司の不機嫌な雰ふん囲い気きに一いつ斉せいに萎縮した。

「……いったい何事？　一ヶか月げつぶりの帰宅を押おし留とどめるほどの重大事なのでしょうね？」

　女王の一いち瞥べつですっかり萎縮した部下たちは、お前がやれとばかりに視線で声掛けを押し付つけ合ったが、やがて一番の新入りである女性にその任が押し付けられた。

「あの、その……か、かかっ、観測機器が重力異常を捉とらえまして……ひっ！」

　ずいっとレイカの長身が近付いて、女性職員は涙なみだ混じりの悲鳴を上げた。だが、レイカは部下の反応にさしたる興味を持たず静かに問とい質ただした。

「プラス値？　マイナス値？」

「プラス値です……しかし観測対象のポテンシャルエネルギーはマイナス値を示していて、まったく計算が……」

「そう――ようやく来たのね」

　レイカはその職員の持っていたクリップボードを取り上げると、つかつかと施し設せつ内ないへと向かった。部下たちもそれに続く。

「スペクトル解かい析せきは？」

「一八：○七時から八・五秒間、紫し外がい域から赤外域までの雑多な電磁波を観測しました。しかし目視では何の異常もありませんでした」

「機械は観測しても人間の視覚では観測されていないというわけね。やはり視みえないのは精神的な作用によるものか……視えてる者たちは何と？」

「雷かみなりに似た閃せん光こうを見たと言っていますが……」

「あとで個別に問もん診しんしましょう。まずは現場に」

　レイカは通路のど真ん中を進んでゆく。素っ気ない廊ろう下かは、やがて頑がん丈じような鋼鉄製のシャッターで遮さえぎられた。お決まりのＩＤカード認にん証しようにパスワード、指し紋もん、声紋、網もう膜まく、静じよう脈みやく、さらに簡易血液検査――厳重というよりは偏へん執しゆう的なセキュリティーをクリアしてシャッターが開くと、そこからはまったく様変わりしていた。

　公共施設らしく素っ気なくも壁かべ紙がみが張られていたそれまでの廊下と違ちがい、コンクリートや鋼材が剥むき出しの頑丈さが先行した――有あり体ていに言って『軍事施設』めいた雰囲気に様変わりしていた。

　やがて、彼女はドーム状の施設には相応ふさわしい、しかし管理施設には不ふ釣つり合あいな、観覧席のようなガラス張りの部屋に辿たどり着つく。各種機器の吐き出す情報に齧かじりついていた白衣の職員たちが、入ってきたレイカの姿を見て「主任！」と声を上げた。

「手を止めないで。分ぶん析せきを続けなさい」

　静かながら有う無むをいわさぬ命令に、職員たちは再び目の前の機械へ向き直る。レイカはぐるりと部屋を見回して部下たちの様子に満足すると、全面ガラス張りの窓へと歩み寄った。

　管理施設の中心、つまりギガフロートの中心を見下ろすその観覧席。眺めるその先には――何もなかった。

　ぽっかりと、野球場をつくってお釣つりがくる敷地には、何な故ぜか海面が顔を覗のぞかせていた。人工の陸地に囲まれたその水面は穏おだやかそのもので、何か特別なものがあるようには視えない。

「……視えない。視えないが、確かにある……あるんだ……！」

　レイカはガラス窓に両手を押し付け、なにもないはずの空間を凝ぎよう視しする。その眼には、先さき程ほどまでの冷やかな苛いら立だちも、冷静な研究者としての理性でもなく、ギラギラとした狂くるおしい熱が宿っていた。

　――と。

「月詠主任！」

　ドアを蹴けり開けるようにして、スーツ姿の男が飛び込んできた。髪かみをオールバックにしてふちなしフレームレスメガネをかけた、神経質そうな男だった。

「……なんですか、黒くろ石いし施し設せつ長ちよう？」

　振ふり返かえったレイカは、何もないガラスの向こうへ注いでいた時とは打って変わった、冷やかな視線を男へ返した。

　黒石施設長はレイカの視線に一いつ瞬しゆんたじろいだものの、しかつめらしく眉を吊つり上あげて歩み寄った。

「非視認観察対象に反応があったそうだな？」

「私もいま聞いたところです。おかげで一ヶ月ぶりの我わが家やでの休日は返上せざるを得ないでしょうね」

「残念だがそうなるだろうな。――それで？」

「それで、とは？」

「視えている者たちは『雷に似た閃光』を見たと言っている。これは『招かれざる客』がやってきたのではないかね？」

「おそらくそうでしょう。観測機器には、不自然な重力変動が検出されていますから」

「落着先――『招かれざる客』の出現先は？」

「それは何とも言えません」

　レイカの答えに、黒石は舌打ちした。

「……これだけの機器を揃そろえて、金を湯水のように使って、その体たらくとは」

「お言葉ですが、我々は視えない存在を観ているのです。我々の非視認観察対象――《塔とう》は、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで解析できるようなものではありません。だからこそ、我々『シーカー』が組織されたのですから」

「……分かっている」

「ついでに付け加えさせて頂ければ、我々が湯水のように金を使うのが事実でも、それを咎とがめるのはあなたの職権に含ふくまれていません。そもそもが公的には存在しない資金です」

「分かっている！」

　黒石は苛いら立だたしく言い返すと、荒あら々あらしく踵きびすを返した。

「私は私で『招かれざる客』の探たん索さくを開始する。何か情報があればすぐに上げてくれ！」

　そう言って、黒石は再びドアを叩たたき付けるようにして部屋を後にした。

　まるで表情を変えず見送ったレイカに、部下が近寄って疑問の声を掛けた。

「いったい、何をしに来たのでしょう？」

「放っておきなさい」

　レイカは何事もなかったように、ガラス窓の向こうへと視線を戻した。

「釘くぎを刺さしに来ただけのことよ。そんなことをせずとも、データはすべて共有するのにね」

「根絶派は、ほんとうに《塔とう》を……」

「破は壊かいする？　どうやって？　私たちはまだ見ることすらできていないのよ？」

　皮肉げな冷れい笑しようを浮かべ、レイカは窓ガラスに手を押し付けた。

「だからこそ、まずはデータの収集こそが最優先……視える者たちへの聞き取りをすぐに開始して。特に『能力者エスプレイダー』たちを優先しなさい。黒石施設長の事だから、すぐにでも彼かれらを戦力に加えようとするでしょうからね」

　言うことは言ったとして黙だまり込んだレイカだったが、部下がなかなか自分の近くから離れないので、「なに？」と軽く振り返って問い掛けた。

「あ、あの……」

「なに？　報告があるならはやく言いなさい」

「その……ご息女から連れん絡らくが入っていますが……どうしましょう……？」

　一瞬、流りゆう麗れいな眉をぴくりと震ふるわせたが、その僅わずかな反応は氷の美貌にさしたる変化も与あたえず、レイカはすいっと顔を戻した。

「忙いそがしいから帰宅はしばらく先になると返事をして」

　それだけ言って、レイカはガラスの向こうへ視線を注ぎ直した。そうしていればいつかは視えるかというように。







第三部　視えざる《塔とう》







第一章　月つく詠よみ家の招かれざる客
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「……はぁ」

　予想通りの返事を耳にして、月詠ナナミは溜ため息いき混じりに携けい帯たいの通話を打ち切った。

　それを見て取り、すぐさま声が掛かる。

「保護者の方に連絡は付いたかな？」

「あ、いえ……やっぱり、無理でした」

「そう。困ったねぇ」

　ナナミの答えに、中年の制服警官がボールペンでぽりぽりと鼻を掻かいた。

「まあ、いいや。保護者の方には後日警察署に来てもらうように言っておいて。さすがに『爆ばく発はつ事故』ともなると、それなりの体てい裁さいが必要だからね」

　中年警察官はそう言って頭を巡めぐらせた。

　ナナミもそちらを見て、何度目か分からない溜め息を漏もらした。

　照光機で照らされた、新しくも古くもない住宅街の、そこそこ広い一いつ軒けん家や。その裏手の壁かべにぽっかりと大穴が空いていた。穴の向こうは風ふ呂ろ場ばで、周辺には壁の建材と一いつ緒しよにタイルの欠かけ片らも散らばっていた。それを警察官たちがパシャパシャと写真に収めていく。

　すでに周囲のご近所様が「なんだなんだ」と野や次じ馬うまの群れを作っていた。

「しかし、今の御ご時じ世せいにガス爆発とは……いやはや、火事にならなくてよかった」

「はぁ……」

「しかも、怪け我が人にんが一人もいなかったとはね」

　中年警察官はそう言って、ナナミの方へ顔を向けた。正確には、ナナミの背後へと。

「…………」

　ナナミはまた出そうになる溜め息を堪こらえて、後ろへ振り返った。

　そこに立っていたのは、奇きみ妙ような姿の三人組だ。

　一人は男。ナナミと同年代かちょっと上の青年だ。けれど子供っぽいというか、悪戯いたずら小こ僧ぞうめいた笑えみを浮かべているので、そこそこ整った顔が妙みように幼おさなげに感じられる。少年と評した方がしっくり来そうだ。

　もう一人は少女で、こちらもナナミと同じか少し上のハイティーンと思われるが、凄すさまじい美人だった。栗くり色いろに近い金きん髪ぱつに青い瞳ひとみと人種が違うが、それにしたって大人びた美貌は、実じつ年ねん齢れいより幼く見られるナナミにはただただ羨うらやましい限りだった。

　そして最後の一人は、ナナミより幼い、おそらく十三か十四程てい度どの女の子だった。こちらはこちらで整った顔立ちだが、何より目立つのは髪の色と瞳の色だ。まるで快晴の青空のような蒼あおい髪に、澄すんだ深い海を思わせる紺こん碧ぺきの瞳をしている。

　と、面相だけでも目立つ三人であるが、極きわめつけがその格好だ。

　まるでファンタジー映画から抜け出でてきたような奇き天て烈れつな格好をしている。悪戯小僧めいた少年はマントを羽織った旅装姿で、大人びた美少女はあろうことか鎧よろいを着ている。蒼そう髪はつ碧へき眼がんの少女は、何やらファンタジーともＳＦともつかない光こう沢たくのある服を羽織っていた。

　中年警察官は、そんな奇妙な格好の三人組を見て、胡う散さん臭くさそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「あー……そっちの三人は……」

「わ、わたしの友人です！」

　ナナミは背中にびっしょりと汗あせを掻きながら言った。

「たまたま、居合わせて……」

「一体なんなんだね、その格好は？」

「それは……その……」

「察しが悪いですよ、先せん輩ぱい」

　ナナミが言い澱よどんでいると、横から若い警官がひょいと割り込んできた。

「こういうのをコスプレって言うんですよ」

「そういうのは……そうだ、コミマ！　コミマとかいう祭りでやるものなんだろう？」

「……合ってそうで合って無いですよ、先輩。こういうのは綿密な調整が必要なんです。なんせ祭りの本番まであと一ヶ月ちょいですからね」

　若い警官はうんうんと頷くと、改めて三人をしげしげと眺めまわした。

「しかし、なかなか凝こってるね？　けど何のキャラ？　生あい憎にくと知らないんだけど……」

　めんどうくさい、とナナミは胸中で嘆たん息そくした。

　この手のオタクは、知らないキャラが許せないので何としても思い出そうとする。だが、この三人の元となったキャラなんているわけがない。三人とも見たままなのだから。

「……ええと、実はオリジナルなんです。売り子をやってもらうことになってて」

「オリジナル！　ということは三日目かい？　その年でオリジナルに挑ちよう戦せんするなんて、なかなか根こん性じようあるね！」
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「はぁ……どうも……」

「良ければサークル名教えてくれない？　顔を出しに行くよ」

「あ、いや……それはちょっと……」

「……いい加減にしろ」

　放っておくと長くなりそうなのを察し、中年警官が若い警官の襟えりをぐいっと引っ張った。

「職務中だというのにまったく……それでは、お母様によろしく。あと、悪いけど現場はしばらくあのままにしておいてね。業者の人も来ると思うから」

「は、はい……お世話をお掛けしました」

　ずるずると部下を引きずってゆく中年警官に頭を下げるナナミ。現場検証をしていた者たちにもお礼を言い、野次馬に集まっていたご近所様にも詫わびを述べてまわる。

　ようやく人が去って静かになると、ナナミは一生分のお礼とお詫びを言った気分になって溜ため息いきを吐いた。

　いっそこのまま眠ねむりたいところだったが、生憎とそうはいかない。

　むしろ、本番はこれからなのだから。

「………………それじゃあ、聞かせてもらいましょうか」

　くるりと振り返り、これまで黙って成り行きを見守っていた三人に向き直る。

「……あんたたち、何者なの？」

「その前に、家の中に戻るべきじゃないか？」

　悪戯小僧めいた雰囲気の少年が言った。妙な声だった。日本語を喋しやべっていない筈はずなのに、ちゃんと意味がわかる。口の動きと理解できる言葉がいまひとつ噛かみ合わず、まるで出来の悪い吹ふき替かえを見ているようだった。

　とはいえ、彼の言うことは正しいので、ナナミは頷いて三人を自宅内へ入れた。リビングに押しやり、人数分の麦茶を用意し、ナナミはどさっとソファに腰こしを下ろした。

「……そういえば、ちゃんと礼を言っておくべきかしらね。一言もしゃべらないでいてくれて、一応感謝するわ」

「礼は結構だ」

　少年はそう言うと、勧めてもいないのにナナミの対面のソファに身を沈しずめた。

「『何も言わずに黙っていてくれたらしばらく面めん倒どうを見る』って交こう換かん条件にノッただけだ。面倒事はおれたちもゴメンだしな。……しかし、このソファ、ふかふかだな。教会騎き士し団だんのかったいベッドとはエラい違いだ。ほら、エリザとミュートも座すわれよ」

　少年はそう言ってソファの隣となりをばんばんと叩き、大人びた美少女と蒼髪碧眼の少女へ目を向ける。

「ん……」

「待て、ミュート。家主の許しもなく座るものではない」

　勢い良く飛び込もうとした蒼髪碧眼の少女を押し止とどめ、大人びた美少女がナナミに顔を向けた。

「……わたしたちも座っていいだろうか？」

「ええ、どうぞ」

　ナナミは微ほほ笑えんで頷いた。鎧なんて身に着けて異い彩さいを放っているが、どうやらこの中で一番の常識人らしい。

　――話をするなら、この人とかしら……？

　話をしやすそうな人物のようでほっとしていると、ソファに座った美少女が、

「――このロクデナシが」

　殴なぐった。

　勢いの乗った裏うら拳けんを、いきなり隣の少年へ叩き込んだ。

「……何すんだよ」

　からくも鼻先で裏拳を受け止めた少年が、笑みを崩くずさずに美少女を非難する。

「突とつ然ぜん殴なぐりかかるなんて、十二聖家の姫ひめ騎き士し、エリザ・ディアモンドらしくないぞ？」

「黙れ。エリザ・ディアモンドは死んだ。馬ば鹿かなロクデナシにありもしない優やさしさを期待した能天気な女は自分の愚おろかさに憤ふん死しした。ここにいるのはただのエリザだ」

　美少女は鼻を鳴らして拳こぶしを引ひき戻し、ナナミににこやかな笑みを向けた。

「すみません。このロクデナシにはあとでキツいお仕置きを与えておくので、非礼をどうか許して欲ほしい」

「……いえ、あまり気にしないで」

　淑しゆく女じよの見本みたいな笑みを向けてくる美少女に、ナナミはぎこちなく笑い返した。

　――……前言撤てつ回かい。このヒト、怖こわい！

　対応が厳しいのは隣でへらへらしている少年に限定みたいだが、マインスイーパーじみた会話なんてごめんである。危険なスイッチが何なのか判明するまで、下手に触ふれない方が良さそうだ。

　ナナミが密ひそかに戦せん慄りつしていると、袖そでがくいくいと引っ張られた。

　目を向ければ、蒼髪碧眼の少女が、テーブルの上にあったせんべいの袋ふくろを左手に持って、右手でナナミの袖を握にぎっている。

「…………」

　じぃぃぃぃい……と深い海のような紺碧の瞳がナナミを見み詰つめてくる。

「……どうぞ、召めし上がれ」

「んっ」

　ナナミの許しをもらうと、蒼髪碧眼の少女は袋を破いてぼりぼりとせんべいを頬ほお張ばった。一心不乱に集中して美味おいしそうに食べるので、何やら子こ猫ねこの食事風景を眺めているようでほんわかしてくる。

「……もっと食べる？」

　テーブルの上のせんべい盆を差し出すと、少女はぱっと顔を上げて瞳をキラキラさせた。にこりと笑ってしきりに頷く様など、あどけない子犬のようだ。

　尻尾しつぽがあったらご機き嫌げんに振っているだろう少女の様子を微笑みながら眺めていたナナミだが、すこししてハッと我に返った。

　――だめだめ！　愛らしい女の子を餌え付づけしてる場合じゃないわ！

　ナナミは咳せき払ばらいすると、ソファで堂々と寛くつろぐ少年へ顔を向けた。

　――結局、この男と話すしかないのね……

　頭痛を堪えながら、ナナミは覚かく悟ごを決めて口を開いた。

「……そういえば、慌ただしくて自じ己こ紹しよう介かいがまだだったわね。私の名前はナナミ……月詠ナナミよ」

　名乗ると、少年の人を食ったような笑みがピクリと反応した。興味深げにしげしげとナナミを見詰めてくる。

「な、なにか……」

　いやらしくはなかったが、やはり男性に凝視されると年とし頃ごろの乙おと女めとして落ち着かない。ナナミは居い心ごこ地ち悪く身を捩よじった。

「……ちょっと訊ききたいんだが、『この世界』じゃあんたの『月詠』って姓せいはよくあるのか？」

「は？　いえ……どうかしら。ちょっと珍めずらしいけど、それほど希少ってわけでもないと思うけど……」

「……ふぅん？」

　少年が面おも白しろそうに笑みを深める。

　ナナミはさらに居心地が悪くなった。

　彼の眼にも笑みにも、やはりいやらしい感じはない。だがいかにも『面白いものを見つけた』という好こう奇き心しんが爛らん々らんと灯ともっていた。好奇心以外は一いつ切さい混じり気のない、無む邪じや気きな子供そのものの眼だ。

　その好奇心が――怖い。

　その真まっ直すぐな視線に、自分の心まで覗き込まれそうで……

「いい加減にしろ」

　今度は容よう赦しや無ない肘ひじ打ちだった。大人びた美少女の一いち撃げきをしたたかに食くらって、少年がさすがに「うごっ」と呻うめいた。

「さっさと名乗れ。話が進まないだろうが」

「へぇへぇ……まったく乱暴になっちゃって。悲しいぜ」

「心配するな。乱暴にしても心の痛いたまないロクデナシ限定だからな」

　辛しん辣らつな美少女に肩をすくめ、少年はさっきまでの笑みを引っ込めてナナミに向き直った。

「――おれはヴィルだ。見ての通りの旅人だ」

　ふてぶてしい悪戯小僧めいた笑みが引っ込むと、彼――ヴィルはそこそこ整った顔をしていた。笑っていた時には隠かくれていた野性味も加わって――ナナミの趣しゆ味みではないが――ワイルドな男が好きな女性にけっこうモテそうだ。

　――が。

　ニヤリとした笑みが戻ってくると、精せい悍かんそうな雰囲気はあっさり霧む散さんしてしまう。

　見た目からして癖くせのある少年であった。

「わたしはエリザだ。故ゆえあって、このロクデナシを見張っている」

　次いで、大人びた少女が名乗る。

　さらにエリザは、せんべいを頬張る蒼髪碧眼の少女を見やって、

「彼女はミュート……と、わたしたちは呼んでいる。残念ながら喋れないのと記き憶おくがないのとで本名は定かでないが……彼女もミュートで納なつ得とくしているので、そう呼んでやって欲しい」

「……？」

　自分のことを話しているらしいと察し、蒼髪碧眼の少女が頬ほおを膨ふくらませながら首を傾かしげた。

「……あなたがミュート、ね？」

　ナナミが確かく認にんするように呼よび掛けると、ミュートはうんうんと頷く。

「……ミュート、エリザ、そしてヴィル――あなたたちは自分たちを『異世界人』だと言ったわね？」

「そうだ。おれたちはあれを――」

　ヴィルはそう言って、リビングの窓の外を指差した。彼が指し示す先には、東京の星なき夜空にあってなお黒い、漆しつ黒こくの《塔とう》が聳そびえ立たっている。

「――あの《塔》を使って『別の世界』から渡わたってきた。『前の世界』の物知りな婆ばあ様さまは、おれたちみたいな奴やつを〈移行者ウオーカー〉って呼んでたな」

「〈移行者ウオーカー〉……さしずめ『世界移行者ワールドウオーカー』ということかしらね」

　ナナミは髪の一ひと房ふさを人差し指に巻きながら呟つぶやく。

　彼女の淡たん々たんとした反応に、むしろヴィルが意外そうな声を出す。

「納得するのか？『そんな馬鹿な！』とか『頭を打ったんじゃないの？』みたいな反応を期待してたんだがな」

「……よりによって、あんたがそれを言うの？　ワケの分かんない、分析するのもバカバカしい変な光と一緒に落っこちてきて、ウチのバスルームを台無しにしたあんたが？」

「慌ててくれた方が、いろいろ面白そうだろ？」

　自じ称しよう異世界人はいけしゃあしゃあと言い放った。あまりに脳天気な物言いに、ナナミは思わず人差し指に巻き付けた髪を引き千切りそうになった。

「ナナミ殿どの、この男にあまり本気で対応しない方がいい」

　宥なだめるというより諭さとすように、エリザが冷たい目で横の男を示しながら言った。

「この男は基本的に自分勝手で自己本位で享きよう楽らく的てきなロクデナシです。ロクデナシは、ロクでもないことしか言いません」

「ロクデナシにも傷付く心くらいはあるんだけどなぁ」

「ほう？　それは初耳だ。ならもっと傷付いて泣いてみろ、ロクデナシ」

　二人のやりとりは妙に息が合っていて、貶けなしているというよりは単にじゃれあっているだけにも思えるから不思議だ。へらへら笑うヴィルを見るエリザは、素す晴ばらしい美貌に虫ケラへ向けるような表情を浮かべているのに、である。

　だが何にせよ、ヴィルが『ロクデナシ』なのは間ま違ちがいがなさそうだ。

　ナナミは心を落ち着け、話を元に戻した。

「……納得するというより、一ひと先まずあんたの言うことが正しいと仮定しなきゃ、話が先に進まないのよ」

「へえ？　見た目に似合わず思し慮りよ深ぶかいんだな」

「お褒ほめに与あずかり光栄だわ。それで？　あの《塔》は、一体何なの？」

「さあ？」

「……それはどういう意味の『さあ？』なのかしら？」

「おれにもよく分からない、って意味の『さあ？』だ。おれはあの《塔》に触れて、『システムを使用するかどうか』って訊かれたから『使う』って答えただけだ。後はあの《塔》が勝手におれを『異世界』に送り出した。それだって、『この世界』でまだ三度目だ。あの《塔》が何なのかなんて、おれの方が知りたいね」

「……つまり、あんたは役立たずってことね」

　ナナミは弄いじっていた髪を解き、深々と嘆息した。

　せっかく〝手て掛がかり〟を掴つかんだと思ったのに、まったく何も知らないと来た。そうと分かっていれば、さっさと警察に引き渡していたものを。

「ま、だからこそ俺おれの方が知りたいんだがな。『この世界』じゃ、あの《塔》はいったいどういう風に扱あつかわれてるんだ？」

　顔を上げると、ヴィルが脳天気な笑みを深め、じぃっとナナミを見詰めていた。

「さっきの官憲らしき奴らに、あんたはおれたちが《塔》が光って落ちてきた、と言いたくなかったらしい。それはどうしてか？」

　にやにや笑いながら、ヴィルはナナミによく見えるよう指を二本立てた。

「考えられる可能性は二つ。一つは、おれたちみたいな〈移行者ウオーカー〉が良くない存在だとされているから、関かかわっていると悟さとられたくなかった。けど、この考えはちょっと無理がある。《塔》が光ったのは分かってる筈だから、〈移行者ウオーカー〉が周知されていればもう少しおれたちを見る目が怪あやしくてもいいはずだ。だから、あんたがおれたちの事を誤ご魔ま化かしたのは、もうひとつの可能性が大きいとおれは睨んでる」

　まるっきり悪戯小僧じみた笑みで、異世界人の少年は指を振る。

「二つ目は、おれたちみたいな〈移行者ウオーカー〉は『この世界』じゃとびっきりのイレギュラー、って可能性だ。つまり、『《塔》から人間が落ちてきた』なんて言ったら、言った奴の正気が疑われる……だからあんたはおれたちを知り合いだと言って囲い込む事にした。おれたちと《塔》の正体を知り、リスク・コントロールをする為ためにな」

「……へえ？　見た目に似合わず思慮深いのね？」

「見たままに思慮深いんだよ」

　何も考えてなさそうな脳天気な笑みを浮かべ、ヴィルはひょいと肩を竦めた。

　ナナミは心の中で素す直なおに感心した。見た目の雰囲気とは裏腹に大した洞どう察さつ力りよくである。脳天気で無責任な言動は本人の気質もあるだろうが、それで相手を量ってもいるようだ。

　ヴィルの評価を上方修正し、ナナミは「その通りよ」と頷いた。

「警察に『異世界人が落ちてきてバスルームが壊こわれた』なんて言ったら、確実に可か哀わい想そうな目で見られるでしょうね。この世界では『異世界人』なんていうのはフィクションの存在だし……そもそも誰だれもあの《塔》が視えていないのだから」

「――視えてない？」

「そうよ。ほとんどの人間はあの《塔》が視えていない。そんなものが在るだなんて考えもしない」

「だが、あんたにははっきり視えてるんだろう？」

「そうよ。三ヶ月前から突とつ然ぜん見えるようになった。だから悩なやんでいたのよ。『私の目か脳が変になったのか？』ってね。だから《塔》が光ってあなたたちが落ちてきた時、ようやく原因が分かると思っていたのだけど……」

「良かったじゃないか？　少なくともあんたの目も脳も間違ってなかったようで」

「そうね……疑問も悩みも増えたけど、私の目と脳が正常だと分かってホッとしてるわ。ここにいるあなたたちは、少なくとも私の見てる幻まぼろしじゃなさそうだし」

　何しろ現実にバスルームに大穴が空いている。幻にそんな真ま似ねは不可能だ。

　ナナミは気分を入いれ替えるように首を振った。

「……ひとまず、しばらくはこの家に居てくれていいわ。ただしこの後も、私の質問にちゃんと答えてくれるのが条件だけど」

「おれも野宿が好きなワケじゃないからな。家主のご機嫌を取るくらいお安いもんだ」

　ヴィルは気軽に頷いた。

　一方、その隣のエリザは、少しばかり顔を曇くもらせてナナミに問い掛かけてくる。

「よろしいのだろうか？　我々のような得体の知れない者に宿を提供しては、ナナミ殿の家人が良い顔をしないのでは？」

「……心配しないでいいわ、エリザ……さん」

　エリザの気き遣づかいに、ナナミは苦くし笑ようして首を振った。

「この家に家人なんて上等なものはいないわ。ほとんど一人暮らしのようなものだし」

「そうなのですか？」

「一応母親と二人暮らしという事になってるけど……一月に一度帰って来るかどうかだし。今も忙しいみたいだから、向こう一週間は何の問題もないわ」

　一言すら電話を取り次がなかった母親を思おもい浮うかべてナナミは立ち上がった。

「部屋は余ってるから使ってもらって構わないわ。とりあえず客間に……？」

　部屋割りをどうしようかと異世界人たちを見回すと、これまで静かだったミュートがこくりこくりと舟を漕こいでいた。

「……しょうがないな」

　そう言って立ち上がったエリザが、眠たげなミュートをひょいと抱だき上げる。

「私はミュートと同じ部屋でいい。案内していただけるだろうか？」

「ええ。二階よ」

　ナナミはミュートを抱かかえたエリザを先導した。階段を上りながらちらりと振り返ると、人ひとりを抱き抱えながら、エリザの階段を上る足取りはまったく淀よどみがなかった。それほど筋肉があるようには見えない、むしろ細身と見えるのに、エリザもエリザでただ見た目が美しいだけの少女ではないようだ。身に着けている鎧も伊達だてではないらしい。

　すぐに使える二階の客間のドアを開けると、エリザは礼を言って部屋に入っていった。

「んで、おれは？」

　くっついて来たヴィルが、客間のドアを閉じたナナミに問とい掛ける。

　ナナミはちらりと振り返ると、二階の一番奥おくの部屋へ彼を案内した。

「あなたは、この部屋を使って」

「……部屋というか……ここ、物置じゃないか？」

　ダンボールと収納ボックスが積まれ、使わない健康器具が置かれたその部屋は、見まごうことなき物置部屋だった。

「いかにも、ここは物置よ。残念ながら客間の空きはひとつだけなの」

「なら一階のソファを使わせてくれ。あっちの方が床ゆかよりかはなんぼかマシだ」

「……しょうがないわね」

　ナナミは物置部屋のボックスの一つからタオルケットを取り出してヴィルに押おし付つけ、もう一度リビングに下りた。

「電気のスイッチはここ。他のスイッチは明日の朝まで触れないで。カーテンも勝手に開けないこと。キッチンにも入らないで」

「えらい警けい戒かいだな」

「私もそこそこ漫まん画がや小説を読んでるから、異世界人なんて人種がやる過あやまちはたいてい予想が付いてるの。好奇心で勝手されて、物を壊されたらたまらないわ」

「へぇ？　この世界は随ずい分ぶんと娯ご楽らくが進んでるんだな」

　ヴィルは楽しげに笑うと、教えられたばかりのスイッチを操作して明かりを落とした。

「なら、大人しく明日のお楽しみとしておくよ。おやすみ、ナナミ。あなたに《塔トウリス》を創つくり世界を創りし偉い大だいなる神アルケーのご加護があらんことを」

「？　なに、いまの？」

「おれのいた世界のありふれたオマジナイだ」

「いえ、そうじゃなくて……」

　さっきまでと全く違うイントネーションが混じったように思ったが――本人は意識していないのだろうか？

（テレパシーじみた能力でも持ってて、それで意思疎そ通つうをしてるのかと思ったけど……この〝翻ほん訳やく能力〟は本人の意志とは関係ないの？）

　問い質ただすべき項こう目もくに新たに付け足し、ナナミはヴィルに背を向けた。

「……質問の続きは明日にするわ。おやすみなさい」

　リビングのドアを閉め、ナナミは二階の自分の部屋へ引っ込んだ。ベッドには入らず、机に向かった。整せい理り整せい頓とんされた机の上に、ノートパソコンを開く。

「……『記録。西せい暦れき二〇一三年、七月二十一日。作成者、月詠ナナミ』……」




「…………ほんとに柔やわらかいな、このソファ」

　ナナミが立ち去った後、ヴィルは寝ね転ころがったソファの柔らかさを何度も確かめた。実に柔らかいが、さっき外を見たところこの家が飛とび抜ぬけて裕ゆう福ふくにも見えなかったから、おそらくは民生の普ふ及きゆう品ひんだ。

　さらに、天てん井じようや壁を見回す。家具や壁かべ紙がみ、自動的に点つけ消しできる人工の明かり。一見しただけでも『この世界』の技術はとても進んでいることが見て取れる。

「それにしても……ツクヨミ、ね」

　ヴィルは笑みを深めると、懐ふところのネックレスを引っ張りだした。ネックレスの鎖くさりに繋つながれているのは、金色の線が複雑に刻まれた黒い薄はく板ばんである。

「……これはあんたの導きかい？　お袋？」

　黒い薄板を眺ながめ、ヴィルはくくっと苦笑した。

「いくつも世界があるんならかなりの確率だと思うが……ま、じっくり探さぐりますかねぇ」

　ネックレスを服の下にしまい直し、ヴィルは寝ねそべっていた状態からソファに座り直した。そうしてソファにだらけるように首を反らし、背後のリビングのドアへ顔を向けた。

「ミュートは寝たか？」

「ああ。ぐっすりだ」

　いつの間にやら、月詠家の客間に引っ込んでいたはずのエリザが降りてきていた。鎧は脱ぬいだ軽装姿だ。

「ナナミ殿は、まだ起きて何かしているようだが」

　エリザはすぅ、と足音を立てず歩み寄ってきた。本職の暗殺者に及およばなくても、身体の扱い方かたに慣れていればどうということない芸当だ。これでナナミに気付かれることなく下りてきたらしい。

「ちんちくりんな見た目の割にしっかりしてるな、あの娘むすめ」

「……もう少し言葉を選んだらどうだ？　巻き込まれたようなものとはいえ、私たちを匿かくまってくれる恩人だぞ？」

「素直に感謝したいが、おれへの扱いがぞんざいだからな」

「何を言う。そんなものは当然だ」

「？　なんで？」

　ソファに座り直して向き合ったヴィルに、エリザは心底呆あきれたような目を向けた。

「忘れたのか？『この世界』に落ちてきた直後、お前が彼かの女じよに何をしたか」

「………………あ」

　ぽん、とヴィルは手を叩いた。

「あー、はいはいはい。そういやそうだったな」

　バスルームを突つき抜けたヴィルは、全ぜん裸らのナナミの上に伸のし掛かって彼女の胸を容よう赦しやなく手の平で押し潰つぶしたのだった。

「あんまりにも平べったかったから、すっかり忘れてた」

「いよいよロクデナシが深まってきたな……」

　エリザの声がどんどん低くなる。ヴィルを見る目もあっという間に氷点下だ。

「直後に頬を叩かれておいて、よくも忘れることが出来るな。そもそも女の裸はだかを見ておいてその事を忘れるなど、見た事以上に重罪だ」

「だってなぁ……エリザくらいならまだしも、お子様の裸なんぞ見ても印象薄うすいしなぁ」

「……ほぅ？　嬉うれしいことを言ってくれるな」

　ビクッ、とヴィルは背筋を震わせた。

　さっきまでの酷こく薄はくな態度はどこへやら。エリザは挑ちよう発はつするような笑いを浮かべ、ゆっくり、しっとりとした足取りで近付いて来る。

「つまり、私の身体カラダはお前好みというわけだな？」

　見せつけるように――魅みせつけるようにエリザが身体をくねらせた。

『元の世界』の標準装備であった教会騎き士しの鎧の下は、動きを妨さまたげないよう身体にフィットした服だ。そしてエリザのそれは支給品でなく特注で仕立てたものだから、余計に身体の線がはっきりしている。

　すらりと伸びやかな手足は女性としては長身であるのもあるが、鍛きたえているので余計な脂肪が付いていないからだろう。むしろ浮き上あがる引き締しまった筋肉が、肉体の美しさをさらに印象付けている。肩かたから二にの腕うでの流麗なライン、弾はじけそうな太ふと腿ももの躍やく動どう感は、実際に触さわって確かめずにはおられない。

　一方で、たわわに実った胸の膨らみや、まろみ豊かな尻しりの肉しし置おき。肉体を鍛えた女性には胸や尻にも脂し肪ぼうが付き難にくい事が多いが、食べ物が良かったのかそれともこの世ならざる神の心意気か、彼女が宿すのは女性らしい柔らかさの極きよく致ちというべき魅み惑わく的てきな肉感である。

　ありていに言って、世の男がクラクラして涎よだれを零こぼすような反則的姿態ボデイだ。

　おまけにそのカラダに乗っかっているのが、これまた妙たえなる彫ちよう像ぞうの如ごとく整った美び貌ぼうである。よくよく考えると、こんな美少女が曲がりなりにも『教会』という組織に所属していたのが、それだけで犯罪的というか背徳的な行こう為いではあるまいか。

　しかし、もはや『教会騎士』も『元の世界』もほっぽり出したエリザの美貌に浮かぶのは、聖職者がけっして浮かべることのない妖あやしい微び笑しようであった。その妖しい笑みが、彼女の魅み力りよくを否いや応おうもなく引き上げる。

「――どうする？　お子様ではない身体がどんなものか、確かめてみるか？」

　エリザが挑ちよう発はつ的てきな言葉を囁ささやきかける。

　ヴィルは再び背筋を震ふるわす。ただし、今度の震えは幾いく分ぶんか甘あまい予感を含ふくんでいた。

　――ヤバイ。めちゃくちゃムラムラしてきた……

　本音を言えば、今すぐエリザを押し倒たおしたい。押し倒して欲情とか劣れつ情じようとか下半身に溜まったアレやコレやを思う存分吐はき出だしたい――が、鼻息荒あらく暴れ出す本能を理性の綱つなで縛しばり付ける。

　――耐たえろ、おれ……あれは人間の姿をした底なし沼ぬまだ……！

　何しろエリザの目的は、自分をこっぴどく置き去りにしたヴィルへの仕返しだ。彼女の誘ゆう惑わくに一度でも屈くつしたらどうなるか……

「……あのー、エリザさん？　こんなところでオトナの運動したら、さすがに二階に響ひびくと思うんだけど？」
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　ソファに四よつん這ばいになって近付いて来るエリザに、背もたれの端はしに追おい詰つめられたヴィルが天井を指差した。

「いくら何でも、人目がある所でそういう事をヤっちゃうのは抵てい抗こうあるだろ？」

　両りよう腕うででこれ見よがしに柔らかい胸の谷間を作ってにじり寄っていたエリザだったが、さすがに「むっ」と悩む素そ振ぶりを見せる。

「……そうだな。いくら何でもそれはまだ早いな」

　――まだって、そのうちヤる気か？

　戦慄するヴィルの胸中を知ってか知らずか、エリザはあっさり身を引いて立ち上がった。

「まぁ、まだ『この世界』にやって来たばかりだ。今夜くらいは容赦してやろう」

「……そいつは助かるね」

　内心の冷や冷やはおくびにも出さず、ヴィルは剽ひよう軽きんに肩を竦すくめた。

「おやすみ、ヴィル。よい夢を」

　ひらりと髪かみを揺ゆらし、エリザはリビングを出て行った。

　彼女の気配が二階へ上のぼっていくのを確かめ、ヴィルは深々と嘆息した。

「……よい夢、ね。分かっててやってんなら意地が悪いが、無意識にやってんならマジで末すえ恐おそろしいな……」

　元気になって収まる気配のない下半身を見やり、ヴィルはさっきよりもさらに長い溜ため息いきを吐つくのだった。




２




　ふいに眩まぶしさを覚え、ナナミはがばっと起き上がった。

　いつの間にか、机に突っ伏ぷして寝ね入いっていたらしい。

　慌あわてて部屋の時計を確認すると、時刻はすでに午前九時を回っていた。

「ヤバッ――」

　ナナミは慌ただしく部屋を出て一階へ降りた。明るくなって、あの異世界人たちが何をし始めるのかまったく予想が付かない。

　だが彼女の危き惧ぐを裏切るかのように、リビングには件くだんの三人が行ぎよう儀ぎよくソファに腰こし掛かけていた。ナナミが起きるのを待っていたのか、一いつ斉せいに顔を向ける。

「よう。よく寝れたか？」

「さっそくで悪いのだが、ナナミ殿……何か食べるものはあるだろうか？」

　手を上げて挨あい拶さつするヴィルに続き、エリザが恐きよう縮しゆくした顔で問い掛けた。

「さすがに空腹で……このふたりが勝手をしないように見張るのもそろそろ限界です」

　そう言うと共に、盛大な腹の音が二つ響いた。

「見たところ、あのでっかい箱が食べ物の保存庫なんだろ？」

　一方のヴィルは、恥はじる様子も悪びれる様子もなく、キッチンの冷蔵庫を指差した。

「昨日、茶を用意してくれる時に開けてたろ？　あの茶も氷もないのによく冷えてたから、カラクリ式の氷室だってのは予想がつく。食うものが収まってるのは明白なのに、エリザは待てって言うしな」

「当然だろ。図ずう々ずうしいヤツめ」

「宿代代わりに朝食ぐらい用意しようと思ったんだけどな」

　ヴィルはそう言って肩を竦めた。よく目め端はしが利く男である。

　ただの変態ではないなとヴィルへの見方を新たにしていると、ナナミのパジャマの袖がくいっくいっと引っ張られた。目を向けると、ミュートがお腹なかを押さえていた。

「んぅ……」

　蒼そう髪はつ碧へき眼がんの少女がもじもじと上うわ目め遣づかいで空腹を訴うつたえる。ナナミは巣で待つ雛ひな鳥どりのために餌えさを運ぶツバメの親鳥の気持ちが分かった気がした。

「わ、分かったわ。すぐに用意する！」

　ナナミは急いでキッチンへ飛び込んだ。

　とはいえ、さほど大した朝食が用意できる訳ではない。人数分のパンをトースターに突っ込み、ありったけのハムと卵でハムエッグを量産する。野菜は適当にちぎってぶった切ってドレッシングを振ふり掛ける。

　ひとまず朝食っぽいものをでっちあげてリビングに運ぶと、異世界人たちはかるく驚おどろきの声を上げた。

「へぇ？　予想以上に進んでるんだな、この世界は！」

「こんなに簡単に手早くこれだけの料理を……あの火を出すカラクリのおかげか」

「…………！」

　ヴィルは面白そうに笑い、エリザはしきりに感心して頷うなずき、ミュートは目をキラキラさせる。

「……どうぞ」

『いただきます』

　異世界人たちはスプーンとフォークを掴んで食事をはじめた。しきりに美う味まい美味いと言って食べ物を頬張ってゆく。

「このパン、すごい柔らかいな。バターも味が薄いがモノ自体は悪くない」

「この燻くん製せい肉もだ。獣けもの臭ぐささがまったくしない。卵も新しん鮮せんだ」

「っ……っ……」

　食べるのに一いつ生しよう懸けん命めいなミュートはともかく、ヴィルとエリザは口に運ぶ度にうんうんと頷いていた。食事ひとつ取っても確認作業の一いつ環かんらしいのは、なるほど旅人という感じである。

（……異世界人……異世界人か……）

　ナナミは彼かれらを試ためそうとテレビのリモコンを手に取った。

（こういうの、マンガとかじゃ定番だけど……）

　テレビの電源を入れる。リビングの液えき晶しようテレビが、バラエティみたいなニュース番組を映し出す。

　朝食を頬張っていた異世界人たちが、咀そ嚼しやくを止めてテレビを見やる。

（さぁ、どんな反応をするの？）

　過去に読んだマンガやラノベのシーンを思い浮かべながら彼らの反応を覗うかがうナナミであったが、

「……ふぅん？」

「……ほぅ」

「……？」

　異世界人たちはそれぞれ軽く頷くと、再び食事に戻もどった。

「……って、それだけっ？」

　あまりに薄い反応に、ナナミは思わず突っ込んだ。

「もっと何かないの？」

「何かって、この絵と音を流す箱か？」

　ヴィルがフォークでテレビを指す。

「確かに大した紙かみ芝しば居いだが、いまは食事中だしな」

「ながら食べはあまり行儀が良くないと思うのだが、この世界は違ちがうのだろうか？」

「…………まさか、異世界人に常識を教わるとは……」

　言っていることはアタリマエだが、何か納得しかねるナナミであった。

　やがて朝食が終わると、ヴィルは部屋の隅すみに積んであった新聞を読み始めた。

「はぁん？　この国の政府は人気で人事が変わるのか？　これでちゃんとした政治が出来んのかねぇ？」

　足を組んで新聞を読む姿は、まるっきり日曜日のお父さんだ。

　一方、リモコンでテレビ番組を巡じゆん回かいしていたミュートは、料理番組を見つけるとそれに見入っていた。

「ん…………」

　よだれを垂らして齧かじり付いている。そのままほっといたら本当に齧りそうな勢いだ。

「……マイペースね……」

「すまない、ナナミ殿」

　ナナミの横で洗い物の手伝いをするエリザが言った。

「あのロクデナシは、あとできつく言っておく」

「いや……あなたもあなたでマイペースよね……」

「……？」

　エリザがかるく首を傾げた。栗くり色いろに近い金きん髪ぱつがさらりと揺れる。

　ナナミは水を止め、こっそりと嘆たん息そくした。慌てふためいてテレビを叩たたき壊すなんて展開はさすがにゴメンだが、こうも反応が薄くて落ち着いているのを見ると、下世話な期待をした自分の方が馬ば鹿かみたいだ。

　だいたいこの三人、泰たい然ぜん自じ若じやくとしすぎである。

　別の世界にやって来たばかりだというならもう少し動じてくれないと、張り合いがないというか、肩かた透すかしというか……。

　もどかしい気分を持て余していると、インターホンの呼び出し音が鳴った。

　異世界人たちにそのまま待っているように言い、ナナミは小走りに玄げん関かんへ向かった。

「お届け物です」

「おつかれさま」

　配達員にサインを返して小包を受け取る。振り返かえると、異世界人たちが何だ何だと廊ろう下かに顔を覗のぞかせていた。

「荷運びか？　金を渡してなかったみたいだが前金制なのか？　不用心だな。運び人がバックレたらどうするつもりなんだ？」

「職業意識が高いのだろう。ギルドの教育と管理が行き届いているようだ。あの黒くろ猫ねこのマーク、この世界の荷運び人足のギルドマークに違いあるまい」

「…………？」

　様子を覗う異世界人たちを蹴け散ちらしてリビングに戻ると、小包をさっそく開く。異世界人たちがやっぱり近くで様子を窺う。

「ん～、それは？　見たところ服っぽいが？」

「そうよ。あなたたちの服よ。お急ぎ便で取り寄せたの」

「おれたちの？」

「そんな格好じゃ、まともに外を出歩けないから」

　ナナミは昨晩スピード便で頼たのんでおいた服を小包から取り出した。男物と女物の違いはあるが、簡素なＴシャツとコットンパンツが三人分。

「ひとまず、これを着て。そうしたらもっとちゃんとした服を買いがてら、『この世界』を案内してあげる」




　奇くしくも夏休み初日。

　近くのショッピングモールにやってくると、異世界人たちは目を見開き驚いていた。ここに来るまでもバスやら建物やらに感心していたが、こんなにはっきり驚きを見せるのは初めてだ。

「……なんだ、この人の多さは？」

「目め眩まいがしそうだ……何かの祭りか？」

「………………」

　ヴィル、エリザ、ミュートが、それぞれ驚きを口にする。ようやく異世界人らしい（？）反応が見れて、ナナミはちょっとホッとした。

「……ひとまず、女性服からにしましょうか」

「すみません、ナナミ殿……服まで世話になってしまって」

「ええ、まぁ……気にしないでください。臨時収入もありましたし……」

　ナナミは曖あい昧まいに笑った。

　臨時収入とは、ヴィルからもたらされた宝石の事だった。彼はナナミの取り寄せた簡素な服を受け取ると、「タダってのは座すわりが悪いな」と言って、小さな袋ふくろから透とう明めい度どが高いダイヤモンドを取り出した。原石とはいえ質しち屋やに持っていけばかなりの値がつくだろう。

「しかし、よくあんな物を持っていたな？」

「こつこつと溜めといたんだよ。前の世界じゃ使いようもなかったけどな」

「準備万ばん端たんというわけか……私にはあんなに行き当たりばったりだったのに、自分のことだけは周しゆう到とうなヤツだな」

　ヴィルを睨にらみ、エリザは腹立たしそうに舌打ちした。

　この二人の関係を、ナナミはどうにも判断しかねている。どうみても恋こい人びと同士ではないが……いろいろ複雑なのだろう。

　女性服売り場に連れて行くと、エリザは人ひと混ごみを見た時よりもさらに驚いた顔をして売り物を見た。

「ふぅむ……とても良い織物だな。これが庶しよ民みん層の店でこんなに並んでいるとは……」

「庶民層だってどうして分かるんだ？」

「雰ふん囲い気きで分かる。高級店というのは、こんな風にずらっと吊つるしたりしないものだ」

「そんなもんかね？」

　ヴィルはいまひとつピンとこないようだった。

　何はともあれ、服だ。

　簡素極きわまり無ないＴシャツ姿のエリザが服を選んでいると、店員が寄ってきて弾はずんだ声を出した。張り切った店員は次々と服を選んで持ってきた。

　ナナミはそこまでファッションに詳くわしくないので正直助かったが、そんな彼女にもエリザが飾かざり立てるのに最上級の素材であるのはすぐに分かる。

　大人びた美貌に栗色に近い金髪もさることながら、女性としては高い背に、きゅっと引ひき締まった長い手足、そして豊かに張り出した胸と尻。ファッション雑誌の表紙を飾っていてもおかしくない素材である。

　店員たちもここまでレベルの高い客ははじめてのようで、なにやら業務抜きに様々な方向性の服を持ってきた。

「ふむ……ヴィル、どう思う？」

「おれに聞くのか？」

　ヴィルはあくび混じりに首をひねった。

「おれに聞いたって、あんまり当てにならないだろ？　てか、おれの選んだ服なんて着れないとか言いそうじゃないかよ？」

「そう言うな。いつかお前が脱がせるかもしれない服だぞ？」

　真ま面じ目めくさった顔のエリザから飛び出した台詞せりふに、ナナミたちはぎょっと固まった。

「そう考えれば、お前も当事者だろう？」

「……おれはそんな時が来ないよう、回かい避ひするだけだけどな」

「ほぅ？　私の裸を睨ねめ回まわして辱はずかしめるだけ辱めて知らんぷりとは、男の風上にも置けないやつだな、貴様は」

　エリザは自分の肩を抱いてヴィルを非難した。

　店員たちも「サイテー」だの「こんな綺き麗れいなカノジョの何が不満なんだか」だの「もしかして不能なんじゃない？」だの「カノジョがカワイソー」だのとひそひそ話をしながらヴィルへ白い目を向けていた。

　ヴィルはそっぽを向いたが、いたたまれない空気につぅっと冷ひや汗あせを流した。

「……ま、いじめるのはこれくらいにしてやろう」

　くすりと微笑わらったエリザが選んだのは、七しち分ぶ丈たけのジーンズに袖そでなしのサマーニットだった。他の数点も、概おおむね動きやすく身体にフィットしたものだ。

　一方のミュートだが、店員たちは彼女の蒼そう髪はつに初め面食くらったが、すぐに「可愛かわいい可愛い」といって涼すずし気げなワンピースを持ってきた。ミュートも嬉しげである。

「じゃあ、次はあんたの番ね」

　と、今度は男性服売り場に向かおうとしたのだが、いつの間にやらヴィルの姿がない。探してみると、アウトドア用品の売り場をうろうろしていた。

　おまけに売り場の店員と親しげに話し、ロープやバーナー等の売り物の説明を事細かに聞いていた。言葉の切きれ端を聞くに、初心者としていろいろ聞き出しているらしい。

「……見知らない場所での遠えん慮りよとか何とか、あの人にはないのかしら……」

「ないでしょうね」

　明け透けなヴィルの様子を見て眉まゆ根ねを寄せるナナミに、すっかり現代風の格好をしたエリザが肩を竦めて言った。

「むしろ、あいつは『知らない』とか『分からない』という環かん境きようの方が活いき活きする。興味と好こう奇き心しんに忠実なやつです」

「それは何となく分かりますけど……」

　ナナミは難しい顔をしてヴィルを睨んだ。

　ヴィルはアウトドア用品の物色を続けている。寄ってきたミュートと共に寝ね袋ぶくろに収まって「こりゃイイな」とはしゃいでいた。

　そんなヴィルを見て、ナナミは内心で苛いら立だちを覚えた。いい歳とし――というほどの歳ではないが、誰だれ憚はばかることなく趣しゆ味みに生きているようなその姿に、なんだかイライラしてくる。

「……エリザさん、あんなのの何ど処こが良いんですか？」

「ん？」

　ナナミが問うと、エリザはきょとんと首を傾かしげた。大人びた美貌の彼女であるが、そういう幼い仕草も不自然さはなく、むしろとても可愛らしい。

「エリザさんみたいな素す敵てきな女性が、あんな子供みたいな男にくっ付いて回るのは、何だか納なつ得とくいかないんですが？」

　さすがに怒おこるかな……とナナミは思ったが、エリザは腕を組んで深々と頷いた。

「そうですね。あいつは自分勝手のロクデナシで、『甲か斐い性しよう』なんて言葉とは到とう底てい縁えんのない腐くされ外げ道どうです。調子がいいので多くの人間が騙だまされるのですが、それを早くに看破するナナミ殿どのはさすがですね」

「え……ええ、どうも……」

　情け容赦のない物言いに、逆にナナミの方が気け圧おされる。

「腕っ節ぷしは強いので、コロッと騙される人間も多いですが」

「はぁ……それが、なんで？」

「そんな阿あ呆ほうで馬鹿なロクデナシをフるならまだしも、フられるなんていうのは我が慢まんがならないでしょう？」

「……そんなものですか？」

「そんなものです」

　そんなものらしい。

　異性と付き合ったことのないナナミには、文字通り異世界の話だった。




３




「いやー、いい所だな、この世界は」

　鼻はな唄うたでも歌い出しそうな上じよう機き嫌げんでヴィルが言った。

　買い物を終えた彼は、頑がん丈じようなブーツにカーゴパンツ、無地のＴシャツにポケットがいっぱいのベストという格好だった。見様によってはそのまま山にでも出かけそうな格好だが、意外に周囲に溶とけ込んでいる。

　現代風の格好となったヴィルの肩には、購こう入にゆうしたばかりのバックパックが背せ負おわれている。かなり本格的で頑丈な代しろ物もので、その中には一いつ緒しよに購入したアウトドア用品がひとそろい詰まっていた。

「これだけの製品が普ふ通つうに売られているってのは、この世界にゃさぞかし挑いどみがいのある場所がいっぱいあるんだろうな」

「ええ、それなりにね……」

　それなりの紙かみ袋ぶくろを提さげたナナミが答える。

　ちなみに少し後ろを歩くエリザとミュートも袋を提げているが、どでかいバックパックを背負うヴィルと比べるとずいぶん控ひかえめである。食べ物屋が出現する度にフラフラするミュートを、エリザが世話焼きの姉さながらに襟えり首くびを掴つかんでは引き戻している。

「……この世界で一番高いと言われている山は、八八〇〇メートル以上と言われてるわ」

「へぇ！　そりゃスゴイ。さぞかし大勢の奴やつらが挑んだんだろうな」

「帰らなかった人も、ね」

「そういう命知らずな連中の挑ちよう戦せんのおかげで良い道具が出来たんだろうから、感謝は尽つきないな」

「……『そこに山があるからだ』って？」

　ナナミが皮肉ると、ヴィルは「ん？」と片眉を跳はね上げた。

「なんだ、それ？」

「命知らずな連中の一人が、この世界で一番高い山に登る前に言ったセリフ」

　呑のん気きな笑いを浮かべるヴィルに、ナナミは皮肉るように笑って言った。

「他にも、『好奇心は猫ねこを殺す』って言葉もあるわ。好奇心なんてちっぽけな満足感の為ために命を懸かけるなんて、とんだ馬鹿よね」

「ふぅん……？」

「あんたはどう？　異世界くんだりまでやって来て、満足してる？」

　さぁ、なんと答えるだろうか？

　こういう事を言うと、たいていの人間は「好奇心は大切だ」なんてお為ごかしを言うが、こいつはどんな言葉で自分を正当化するだろうか。

　ナナミはちょっぴり意地悪な気分で異世界人の少年を眺めた。

「……お前、阿呆か？」

　と、深い考えのなさそうな異世界人は、よりによってそんな言葉を口にした。

「あ、あほ……？」

「そりゃそうだろ？　命知らずの馬鹿に満足したかどうかなんて、質問するだけ無む駄だだと思わないのか？」

「…………」

「馬鹿は満足した後のことなんて考えねぇよ。馬鹿だからな」

　けらけらと笑うヴィルに、ナナミはしばし唖あ然ぜんとした。

　よりにもよって馬鹿に阿呆呼ばわりされたのだ。唖然もすれば呆ぼう然ぜんともするし、あんぐり口を開けて阿呆そのものの顔をしてもしょうがない。

「ほれ、それよりも案内してくれよ」

「……ええ」

　なにやら負けたような気分になって、ナナミは足取りも荒く止めていた足を進ませた。

　りんかい線に乗り込み、おのぼりさんな反応をする異世界人たちをぴしゃりと座らせる。西側からお台場こと東京港埋うめ立たて十三号地へ渡わたると、約一ヶか月げつ後には大おお賑にぎわいになるであろう国際展示場で降りる。海へと向かって歩いてゆく。やがて東とう京きよう湾わんが視界に広がると、ふてぶてしいヴィルをはじめ、エリザとミュートもかるく息を呑のんで空を見上げた。

「やはり、《塔》だな」

「ああ、《塔》だ」

　東京湾のど真ん中から天空そらの涯はてまで、漆しつ黒こくの巨きよ大だいな円柱が聳そびえ立たっている。ヴィルたちをこの世界へ落っことした《塔》だ。

　頷き合う彼らを他所に、ナナミはきょろきょろと周囲を見回した。なんせあの《塔》はほとんどの人間には視えていないのだ。何もない空中を凝ぎよう視しする彼らは、端はたから見れば変人でしかない。

　だが幸いなことに、季節外れの国際展示場周辺にはこれという人ひと影かげはない。

「……それで？　何をどうすればあの《塔》を使って移動できるの？」

　ナナミは隣となりで《塔》を見上げるヴィルに問いかけた。

　彼らをここまで連れてきたのは、あの《塔》について問い質ただすためだ。昨日聞いただけではイマイチ判然としなかったが、問題の《塔》がほとんど目と鼻の先にあればより詳しく聞けると思ったのだ。

「どうすれば、って言ってもな」

《塔》から視線を剥はがし、ヴィルは肩を竦めて答えた。

「ただ、あの《塔》の壁へき面めんに触ふれるだけだぞ？　そうすれば〝声〟が頭ん中に響いてくる」

「……？　それだけ？」

「ああ。それだけだ。〝使うか〟それとも〝否いなか〟ってな」

「……その〝声〟の言っていた言葉、全部覚えてる？」

「んー……たしか『登録番号Ｃ・一〇五五七三一番を認にん識しきしました。意思確かく認にん。本システムを使用しますか？』って聞いてきて、肯こう定ていって答えたら『至高黒体制せい御ぎよシステム《ザ・ウォーカー》を起動します』って言ったな」

「……至高黒体？」

「その言葉の意味はおれもよく分からなかったな。『黒体』ってのは、あの《塔》の事なんだろうが……」

「……『黒体』、ってのは物理学の概がい念ねんよ」

「？　ぶつりがく？」

「なんとなく察していたけど、どうやら科学的知識はあまり発達していない世界から来たみたいね……『黒体』というのは、あらゆる波長の電磁波を吸収し、そのエネルギーを熱として放出する物体のことよ。もっとも、一〇〇パーセントの吸収も放出もほとんどありえないから『完全黒体』はあくまで架か空くうの物質だけど……至高黒体？　わざわざ『至高』なんて言葉を付けるくらいだからもっと何か……」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら思し索さくに耽ふけりかけたナナミがはっとすると、異世界人たちがまじまじとこちらを見み詰つめていた。無む邪じや気きなミュートですら、興きよう味み津しん々しんというように目を向けている。

「……正直、ナナミ殿がおっしゃられる言葉の意味を半分も分かりませんでしたが……随ずい分ぶんと博識なのですね」

「それもあるが……いやはや」

　感心したようなエリザに続いて、ヴィルがにんまりと表情を緩ゆるませた。

「仏ぶつ頂ちよう面づらだけかと思えば、なかなかイイ顔をするじゃないか」

　にまにま笑って品定めするような視線に、ナナミは内心「しまった！」と舌打ちした。

　好奇心なんてロクなもんじゃない。

　そんなこと、身を以もつて知っている筈はずだったのに。

「……他には？　その〝声〟は何か他に言ってなかった？」

　油断した自分を恥じるように、ナナミは咳せき払ばらいをして話の続きを促うながした。

　ヴィルはにやにやしつつ質問に答える。

「他には、『おかえりなさい。今回もどうぞよい旅を』って言われて、目の前が真っ白になったな」

「……それだけ？」

「それで気が付けば別の世界だ」

「……何も分かってないのと同じね……」

　ナナミとしては、何な故ぜ急にあんな《塔》が視えるようになったのか、その理由を知りたかったが、結局良くわからないままだ。

　ナナミは腕うで組ぐみをして嘆息する。

　すると、ナナミの後を引き継ついだわけでもあるまいが、今度はエリザがヴィルに質問した。

「ヴィル、今お前は『おかえりなさい』と言ったな？」

「ああ、言ったけど？」

「……私の時は、最初触れた時は『はじめまして』だった。『おかえりなさい』と言われたのは、前の世界から――『海の世界』から移動する時だ」

「ん？　ということは……」

「ヴィル……お前はもともと私のいた『始まりの世界』とは、さらに別の世界からやって来たのではないのか？」

「……記き憶おくにはないが、考えられなくもないな」

　ふむんと顎あごに手をやると、ヴィルはナナミへ目を向けた。さっきの品定めするような視線も居い心ごこ地ち悪かったが、今度の視線はそれ以上に居心地が悪い。何がどうとはいえないが、とにかく居心地が悪い。

「……なに？」

「いや、なんでもねぇよ。しかし、おれが言ったことなんて実際に触ればすぐに分かることじゃねぇか。お前、《塔》に触ったことないのか？」

「……それが出来てたら苦労はないわよ」

　ナナミはもうひとつおまけに舌打ちして、漆黒の《塔》の根本付近――《塔》と海上の間に挟はさまれたような島を指差した。

「問題の《塔》の根本には、『大鳥島』がある。あれ自体が試験用メガフロートの実験施し設せつだから、一いつ般ぱん人じんがひょいひょい立ち入れる場所じゃないのよ」

「メガフロート？　あれが全部、人工の浮うき島しまなのか？」

「ええ。だから今日はひとまず此こ処こまでよ。後日、あの《塔》のところに行く方法を考えましょう」

「……へぇ？」

「……なに？」

「いや、協力してくれるんだなぁ、と思ってな。情報を引き出したら、後は勝手にやってくれとか言われるもんかと思ったが」

「……あの《塔》が何か分からないと、安心できないでしょ。あんたたちが本当に《塔》を使って異世界からやって来た確証もないし」

「あんな落っこち方を見ても、まだ信じられないか？」

「実際に観測しないと、知ったことにはならない。どれだけ正直者の言葉であっても、伝聞情報は所しよ詮せんは〝感想〟でしかないわ」

「ああ、その意見には賛成だな」

「ましてや情報源がこんなロクデナシなら、ナナミ殿の疑念も当然だろうしな」

　エリザの辛しん辣らつな言葉に、ヴィルはさして痛つう痒ようもなさそうに肩かたを竦めた。




《塔》を視界に収めたナナミと異世界人一行は来た道を引き返した。

　当面の服を揃そろえて問題の《塔》を確認し、今日は素す直なおに帰ることにする。最も寄より駅に着く頃ころには、さすがに夏の太陽も疲つかれたような色になっていた。

　歩きながら夕ゆう御ご飯はんは何にしようかと冷蔵庫の中身を思い出す。するとちょうど卵が切れているのを思い出した。四人分の朝食で使いきってしまったのだ。

「……ちょっとコンビニに寄っていきますか」

　道すがらのコンビニに寄る。卵だけ買ってすぐに帰ろうと思っていたナナミであったが、異世界人たちは興味深げに雑誌コーナーで立ち読みに耽っていた。日本語が読めるのかと訝いぶかったが、例の奇き妙みような翻ほん訳やく能力のおかげで問題ないらしい。

「この絵物語……面おも白しろいな」

「この世界のデザインセンスは進んでいるのだな……勝負するなら赤、か……」

「っ……！」

　ヴィルは小学生から社会人まで大好きな週刊漫まん画が雑誌、エリザはファッション雑誌、ミュートは料理本をまじまじと覗きこんでいる。

　やれやれと思うものの、レジの店員はちらりと見ただけで眠ねむそうにあくびをしていた。褒ほめられた勤務態度ではないが、どうせだからとナナミも立ち読みの列に加わった。

　少しして、制服姿の少年たちがぞろぞろと入ってきた。ちらりと彼らを見たナナミは、「あんまりいい噂うわさのない学校の人達だ。やだなー」と立ち読みしている雑誌に視線を固定した。

　少年たちは適当に店内に散らばり、適当な買い物をして出て行く。

「――っと、ちょっと待て」

　かと思いきや、そんな彼らに待ったを掛ける声が上がった。

　ナナミが顔を上げると、ヴィルが少年の一人の、ポケットに突っ込んだ手首を掴んでいた。さっきまですぐ横にいたのに、瞬しゆん間かん移動したように動いていた。

「……なんだよ、てめぇ？」

「いかんなぁ。商品はちゃんと金を払はらわなきゃ」

「なに言ってててててててっ!?」

　そう言って笑ったヴィルが少年の手を捻ひねり上げると、ポケットからぼとぼとと商品が零こぼれ出た。

「物もの盗とりはだめだろ？」

「くっ……」

　手を振り解ほどき、少年たちはすぐさま逃にげていった。

　ハラハラしていた店員が、おずおずという効果音が付きそうな足取りでやってきてヴィルに頭を下げた。

「どうもすみません」

「見張りも仕事のウチだろ？　ちゃんと見張ってろよ」

「いま一人だけなんですよ……連中もそういう時間と場所を狙ねらってくるので、ほんとに困ってたんです。警察に言ってもおざなりで……でもいまの映像があればさすがに警察も目を光らせてくれるでしょう。ありがとうございます」

「ふーん？　ま、役に立てたんなら結構なことだ」

　そう言って、ヴィルは店員の肩をポンポンと叩いて出て行く。慌あわててお礼をするという店員に気にするなと手を振り去ってゆく彼の背に、いつの間にかエリザとミュートが続いてゆく。

　ナナミも手にした雑誌を戻し、慌てて彼らの後を追った。

「ちょっと！　目立つ真ま似ねをしてどうするのよ!?」

「目立ったら何か拙まずいのか？」

「大問題よ！　もしあれで喧けん嘩かにでもなって警察に連れてかれたら、あなたたちは身分証明なんて出来ないのよ!?　一発で不ふ審しん人物確定よ！」

「だったらさっきの盗ぬすみは見過ごす方が良かったってことか？」

「それは……」

「ちょっと見ただけでも、この世界はとても平和で富んでいる。さっきのガキどもも食うに困って盗んだって風に見えなかった。そんな馬鹿を見過ごしておけって？」

「――誰だれが馬鹿だって？」

　剣けん呑のんな声が進行方向から響ひびいた。

　住宅街の塀へいと塀に挟まれた道に、先ほどの少年たちが並んでいた。

　ナナミが慌てて後ろを振り向むけば、そちらにも明らかに少年たちの仲間が物もの陰かげからぞろぞろと姿を見せた。

　前後合わせて十一人。あの後仲間も呼んだらしい。

　明らかに報復目的の待まち伏ぶせに、ナナミは顔を青あお褪ざめさせた。

「テメェ……ふざけたマネしてくれたな。あぁ？」

　彼らのリーダー格らしい、サングラスを掛けた少年が低い声で凄すごむ。着き崩くずしたブレザーにサングラスなど笑ってしまう格好であるが、雰囲気がそれを許さない。言動から暴力の気配が滲にじみ出だしている。

「ふざけたマネ、ってのは、今お前らがしてることか？」

　喧嘩上等な連中に囲まれているのを察していないようにヴィルが言う。

　案の定、囲んでいる連中から明らかな怒ど気きが膨ふくれ上あがる。

「……どうやらお口の病気みたいだな、オマエ。病院でいっしょに治してもらえよ」

「ヴィ、ヴィル！　謝あやまりましょう！　謝って！」

　慌ててヴィルの襟えりを掴むナナミであったが、異世界人は脳天気に笑い返した。

「謝る必要があるのか？　ガキの悪戯いたずらに謝ってちゃ、世の中回って行かないだろうが」

　ケラケラ笑うヴィルをぶん殴なぐりたい衝しよう動どうに駆かられるナナミ。

　一方、少年たちは憐あわれむように嗤わらいはじめた。グラサンの少年がクイッと顎をしゃくる。

「来いよ。ちょっと行ったところにいい公園があるからよ」

「あいよ」

　飲みにでも誘さそわれたような返事でヴィルが歩き出す。

　背中に受ける視線に押おされるようにナナミも仕方なく歩き出した。

　他の二人はどうしているのかと見てみれば、ミュートは「？」と首を傾げ、エリザは肩を竦すくめていた。

　――この人たち、ちゃんと状じよう況きようが分かってるのだろうか？

　ナナミが頭を抱える間に、目的地の公園にあっさり到着する。高い塀に囲まれ、本当に公園なのかと思えるくらいに砂場もなくて最低限の遊具しかなく、おまけにまったく人ひと気けのない、いかにも不良様御ご用よう達たしという空間であった。

　周りを囲む少年たちが、肉にく食しよく獣じゆうのような笑いを浮うかべる。

「分かってるとは思うが、これからオマエをタコ殴りにする。その後は残念ながら、そっちの女どもとお楽しみタイムだ」

　お決まりのセリフではあったが、グラサンの少年に顔を向けられてナナミは反射的に我が身を抱だく。だが彼かれも、他の連中も、すぐに視線をエリザに向けてニヤニヤと笑った。

「心が痛むが、こういう場面でこういう事をやっとかないとナメられるんだよ。悪いが美人さん、彼かれ氏しを見る目がなかったと思って諦あきらめてくれ」

「……まったくな。男を見る目があったら、こんな世界ところには居ないからな」

　思わずという感じで頷うなずくエリザ。

　周囲の少年たちがゲラゲラと笑う。

「ははっ！　もう愛あい想そを尽かされてるみたいだな、クソ野や郎ろう」

「いっつもロクデナシって言われてるよ。それより、ほら、やるなら早くやろう」

　バックパックを地面に下ろし、ヴィルはすたすたと彼らに向かって歩き出した。

　自分の純潔もあとすこしで終わるのかと暗あん澹たんたる気分で地面を見つめるナナミだったが、その背をエリザが優やさしく叩く。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ナナミ殿。すぐに終わりますから」

「すぐに終わって欲ほしくない……」

　よろよろと顔を上げ――

「――え？」

　ナナミはぽかんと声を漏もらした。

　ヴィルの左右にどすん、と二人の少年が落下するその瞬間を、ナナミは目に焼き付けることになった。頭から地面に叩きつけられた二人は、そのまま飛び出るんじゃないかってくらい白目を剥むいて気絶していた。

「ほれ、あと九人しかいないぞ？」

　ナナミと同じような顔で呆ほうけた少年たちだったが、正気に戻もどると互たがいに目線を交かわし、三人が一いつ斉せいに低い姿勢で突とつ進しんした。両手を大きく広げ、動きを封ふうじるのが目的のようだ。

「三〇点」

　ぽつりと零すと、ヴィルはその場で垂直に飛び上がった。

　ナナミは目を見張る。何で垂直跳とびで人の背せ丈たけより高く飛び上がれるのか？

　飛び上がったヴィルの足元で、突進した三人の少年たちが衝しよう突とつする。頭ず突つきあってくらくらゆれる彼らの脳天に、落下したヴィルの足底が突つき刺ささる。

　アウトドア用品店で買った、厚い靴くつ底ぞこの頑丈なブーツだ。

　最初の落下で一人を押し潰つぶし、ひゅんと風を切ってハイキックが二人の側頭に叩き込まれる。あっという間に三人が気絶した。

「はい、あと六人」

「やろぉおおおおっ！」

　目の前の相手がタダものでないことを悟さとり、女たちの見張りであった二人が加勢にはいる。残った六人は懐ふところを探さぐり、それぞれナイフや警棒を取り出した。

「――残念、〇点だ」

　夕暮れとはいえ汗ばむ夏の熱気が、一いつ瞬しゆんで極ごつ寒かんに変わったかのようだった。

　――ああ、これが殺気なんだ……

　背を向けられているナナミでさえ感じるのだから、その矛ほこ先さきである少年たちは堪たまったものではないだろう。全員顔を青くしていた。

「分かってるか？　お前らは『喧嘩はやめます。殺してください』って言ってるんだぞ？　いますぐ手に握にぎったものをしまい直せば、お遊びに戻してやる。しまえ、馬ば鹿かども」

　ヴィルの声は、むしろ穏おだやかで優しげだった。失敗をした子供を叱しかるかのように、心から忠告していた。

　ほんの僅わずかだけ殺気が緩まったのが悪かったのだろうか。

　少年たちは忠告に背を向け、武器を突き出してヴィルへ襲おそいかかる。

「――あっそ」

　手近な相手へ近寄ると、魔ま法ほうのようにナイフを取り上げる。一瞬で空になった手を見つめる少年を、ヴィルは無造作に掴み上げた。体格の差は殆ほとんど無いはずなのに軽々と放ほうり投げる。

　仲間が放り込まれてぎょっとした少年たちが反射的に武器を下ろし、一人が巻き込まれて下した敷じきになる。

「呆あきれるな。仲間ごと殺すぐらいの覚かく悟ごもなく刃は物ものを抜ぬいたのか？」

　武器を下ろした少年たちに、ヴィルは無造作に拳こぶしと蹴けりを叩たたき込んでゆく。

　少年たちは再び武器を構える間もなく叩き伏ふせられた。

「まったく……こんな玩具おもちやみたいなもんに頼たよるとか、危機感ねぇな」

　取り上げたナイフを手の中で弄もてあそびながら、ヴィルはやれやれと溜ため息いきを漏らした。

「て……てめぇ……」

　サングラス……いや、サングラスがどっかへ飛んでいったリーダー格の少年が、地面を舐なめながらヴィルを睨み上げる。

「いったい……なにもん、だ……」

「どうでもいいだろ？　これから死ぬんだから」

　あっさりと言い放たれた言葉に、少年がぽかんとし、やや遅おくれて鼻で笑う。

「脅おどしは効かないぜ？　必ず見つけ出して……」

「脅し？　何を言ってんだお前は？」

　ひゅんとナイフが投げられると、逃げようと這はいずる者の眼前に突き刺さり、引き攣つった悲鳴が上がる。

「武器を抜いて襲いかかったんだ。末路はひとつしかないだろ？」

　先ほどまでの薄うすら寒さむい殺気が消えて淡たん々たんとした口調には、脅しも、ましてや冗じよう談だんに類るいする響きは全くなかった。工場の作業員が流れ作業をこなすような軽さだった。

　ヴィルは手刀を作って素す振ぶりする。本物の刀が立てるような風切り音は、素す手ででも十分首を刎はねることが出来そうで、倒たおれた少年たちが顔を青くする。

「エリザ～。悪いけどミュートを押さえておいてくれ」

「いいが、貸しだぞ？」

　慌てて駆け出そうとしたミュートをもがもがと取とり押さえ、エリザが鼻を鳴らす。

　眼前のリーダー格の少年へ手刀を構えたヴィルが、苦い顔でエリザへ振ふり返かえった。

「……十秒」

「三分」

「二十秒は？」

「二分三十秒」

「……二分なら我慢してやる」

「我慢などしなくてもいいのだぞ？」

　一体何を言い合っているのかは想像もできないが一応の妥だ協きよう点てんを見み出いだしたらしく、ヴィルは改めて目の前の少年へ視線を戻した。

「お待たせ。ほんじゃ、スパッといくか」

「や、やめ――」

　ヴィルは振り上げた手刀を少年の首元へ――

「ま、待ちなさい！」

　とっさに叫さけんだナナミの声に、ヴィルの手刀は軌き道どうを変えた。手刀は少年の首すれすれの地面に深くめり込む。

「……なんで待つんだ？」

　ぐるりと首を捻ねじ曲まげ、ヴィルはナナミへ問とい掛けた。

「……あんたのいた世界はどうだったか知らないけど、この世界じゃ人殺しは禁じられているの」

「おいおい、明らかな嘘うそを吐はくなよ。建前で禁じられていても、人を一人も殺さなくていい世界なんてあるわけない。こんな阿呆どもがいるんだ。処しよ刑けいなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じだろ？」

　お喋しやべりそのものの軽い口調だが、ヴィルの言うことは本質を突いていたし、彼が建前などで意見を変えないということは十分に察せられた。

「……裁判もなく殺したら、あんたが罪人よ？」
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「だろうな。けど、お前さんには関係ない話だろ？　手に負えなくなったら官憲に引ひき渡せば良い。こいつを殺す罪はおれの罪だ。つまんねぇ命だが、殺すことには違ちがいないしな」

「…………」

「それに心配するな。死体の処理くらい何とでもなるもんさ」

　そんな簡単なことではないだろうが、不可能とも言えない。その気になれば解体作業くらい、この男は朝飯前のようにやってのけるだろう。

　ナナミが理由を探していると、ヴィルは人を食ったようにニヤリと笑った。

「他に理由があるなら聞かせてくれ。おれがこの阿呆どもを殺しちゃいけない、ちゃんとした理由を」

　にやにやと笑うヴィルだったが、その瞳ひとみはちっとも笑っていない。ナナミの次の言葉をじっと待っている。

　――ムカつく瞳だ。

　試ためすような視線に、ナナミは妙みように苛立ちはじめた。

　好奇心のまま自由気き儘ままに振る舞まって……それが出来ない者の気持ちを考えたことがあるのだろうか。

　だいたい、この少年たちが生きてようが死んでようが、ナナミには関係のない話だ。いっそ殺させて、その後で警察に通報してやろうか？

　いや、それじゃこいつは堪こたえない。大おお騒さわぎを起こしつつのうのうと逃げ延のびそうだ。

　どうすればこいつをやり込められるのだろうか？

　ナナミは目の前の馬鹿を言い込める言葉を探した。

「……いま、あんたたちの世話をしてるのはこのわたしよ。世話をしてやってる恩人に迷めい惑わくをかけるの？　それにあんた、世話になる以上はなるべくわたしの言うことを聞くって言ったわよね？」

「言ったな、たしかに」

「なら、従いなさい。どうせその阿呆ども、あんたにとってどうでもいい相手でしょう？」

「そうだな」

「どうでもいい相手を始末して、わたしを不ふ機き嫌げんにさせるつもり？」

「ふぅん……ま、そうだな。なら、お言葉に従うとしましょうかね」

　ひとつ頷き、ヴィルはずぼっと地面から手を引き抜いて立ち上がった。ナナミを眺ながめるその顔は、なんだか面白いものを見るようにニヤニヤしていた。

　ノセられたような気もするが、何にせよ血ち生なま臭ぐさい展開にならなくてホッとした。

　一方少年たちも九死に一生を得たと悟り、顔に血の気が戻る。多少の余よ裕ゆうも出てきたのか、止よせばいいのに倒れたままヴィルを睨にらみ付つけた。

「……テメェ……その顔、忘れないからな……」

「そうしとけ。また会った時も助かるとは限らないしな」

　ヴィルがニヤニヤ嘲あざわらっていると、その頬ほおがぺちんと叩かれる。

　エリザの拘こう束そくから抜けだしたミュートが、無言でヴィルを睨み上げた。

「…………」

「睨むなよ。本気じゃないって。脅しだよ脅し」

　へらっと笑って肩を竦めるヴィルだが、言葉通りならいかにも意地が悪いし、逆に本気だったのならかなりの悪あく趣しゆ味みだ。

　ミュートはもう一度ヴィルの頬をペちんと叩き、倒れ伏した少年たちの顔を覗のぞき込んだ。

「……なんだよ、ガキ。なに見て――」

　リーダー格の少年が不ふ貞て腐くされたように凄むが、ミュートは皆みなまで言わせずに彼の頬を叩く。たいして力の篭こもっていない細ほそ腕うでの一いち撃げきだが、少年は言葉を途と切ぎれさせて青髪の少女を見つめる。

　ミュートはさらに少年たちをひとりずつ丁てい寧ねいにその頬を叩き、言葉は使わずに叱りつけていった。全員の頬を叩き終え、彼かの女じよはすたすたとエリザのもとへ戻り、じとっとヴィルを睨んだ。

「…………」

「やれやれ……ちょっとお巫ふ山ざ戯けが過ぎたかねぇ？」

　ヴィルはさすがにバツが悪そうに頭を掻かいた。

　ともかく、これ以上ここに留とどまるのは明らかに居心地が悪い。

　ナナミは異世界人たちを引っ張って急ぎ自宅へ戻った。

「……ただいま……」

　玄げん関かんを開けて力なく呟く。スリッパを引っ掛け、荷物を放り投なげ、リビングのソファにどすんと腰こし掛かけ、ナナミはようやくゆるゆると息を吐いた。

「……疲れた」

「気を張りすぎだ。もっと気楽にいけよ」

「あんたが言うな！」

　いけしゃあしゃあと対面へ座すわるヴィルへ、ナナミは力いっぱい怒ど鳴なりつけた。

　ここに至り、エリザがこの男を「ロクデナシ」と繰くり返すのに納なつ得とくがいった。こいつは、間ま違ちがいなくロクデナシだ。

　そしてようやく、ナナミはこの異世界人たちが〝別の世界の人間〟だと実感した。

（彼ら――こいつは〝異世界人〟なんてファンタジーな存在じゃない……独自のルールで動く〝異世界の人間〟なんだ……）

　今いま更さらながらとんでもない事態に遭そう遇ぐうしていると痛感し、ナナミは深々と嘆たん息そくした。

「………………あ。卵を買い忘れた……」

　もうひとつおまけに溜め息を漏らし、ナナミは天を仰あおいだ。そして生まれて初めて、存在の不確かな神に祈いのった。

　どうか母がしばらく帰って来ませんように、と。
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　小さなくしゃみをしてしまい、月詠レイカは「失礼」と目の前の男へ謝った。

「……娘むすめさんが噂をしているのではないか？」

「さぁ、どうでしょう」

　レイカはどうでも良さげに返事をした。噂とくしゃみの因果関係が研究目的ではない。彼女には興味のない事こと柄がらである。

「ですが、自覚できない体調の悪化は考えられます。多少は仮か眠みんを取ろうと思います」

「そうしてくれ。この報告を見る限り、何の問題もなさそうだからな」

　黒くろ石いしは、手にした分厚い書類を机の上に放り投げ、その外見の雰ふん囲い気きに見合った神経質な声で言った。

「長々といろいろ書かれているが……ようするに『何も分からなかったことが分かった』ということでしかないしな……」

「そうでもありません。あの《塔》が眼に視えないのが強力な催さい眠みんによるもので、物理的に存在する物であるとデータに示されたのですから」

　一部の者に視える《塔》――それを監かん視しし解明すべく大鳥区は建造された。世間には次世代メガフロートの試作実験施設とされているその真の目的は《塔》の解明に違いないものの、その先の目的に関しては監視機関である『シーカー』内でも意見が分かれている。

　ひとつは、正体不明の《塔》を解明し、人類社会の為に貢こう献けんしようというもの。

　いまひとつは、現実の埒らち外がいともいえるこの不気味な《塔》を破は壊かいしようというものだ。

　前者は発展派、後者は根絶派と呼ばれている。

　両者の対立を煽あおっているのは、断だん片ぺん的てきに集まった《塔》の機能についての情報によるものだ。

《塔》は、異世界の人間をこの世界に喚よび込む……そういう『招かれざる客』が存在することはすでに知られていた。それを『未知の世界の知識』や『平行世界の証明』だと興奮する者が発展派であり、《塔》によって喚び込まれた者たちを『異世界からの侵しん略りやく者しや』だとみなして警けい戒かいするのが根絶派だった。

　黒石は根絶派だった。

　異世界などは空想の存在だから楽しいのであって、そんなものが実在し、しかも異世界同士を繋つなぐ〝経路〟とも〝装置〟ともつかぬものが存在する。それは恐きよう怖ふだ。

「もっと有益な情報はないのか？」

「これでも十分に有益だと思いますが。今回のことで、情報を物質ではなくエネルギーそのものとして保持保存する次元コンピュータであるという示し唆さを与あたえてくれました。物質ではなく空間の揺ゆらぎそのものを情報媒ばい体たいとして使っている……究極の量子コンピューティングといえますね。おまけにエネルギー源はおそらく〝時間〟そのものです。ほんの僅かですが、粒りゆう子しレベルでのウラシマ効果が観測されています」

「……一体誰が、何の目的でそんな物を我々の世界に置いたのだ？」

「意味は無いのでは？　別世界同士を繋げるのも、単にそういう仕様であるとも考えられます。人間が家を建てる時、蟻ありなど気にしないでしょう？」

「……我々は蟻ではない」

「そうですね。あんな物を造れる者たちから見れば、我々など蟻以下かも知れません」

　レイカは淡々と言った。陰かげりの見られない相変わらずの美び貌ぼうだが、そこはかとなく面めん倒どう臭くさそうな色が瞳に見られる。

「根絶派は何を恐おそれているのかは分かりませんが……あの《塔》を創つくったのは時空間のすべてを理解した〝神の知識〟とでも言うべきものを手に入れた存在です。そんな者たちは、わざわざこんなちっぽけな惑わく星せいを荒あらしになんて来ませんよ。我々がわざわざ蟻の巣を壊こわそうなんて思わないように」

「なら、『招かれざる客』はどう説明する？」

「蟻が床ゆか下したを這ったって、住人は気にも留めないでしょう？　もっともそれがシロアリだったら、なんらかの対策を講じるかもしれませんが」

「話にならん」

　黒石は言い捨てた。

　いまのところ、『招かれざる客』が大量にやって来る気配はない。そもそも《塔》が反応を示した事自体、『シーカー』が設立された二十年前以来初めてのことだ。

　だが、過去がそうだったからといって未来がそうだという保証はない。異世界にも『シーカー』のように《塔》を研究する組織はきっとあるだろう。それらが異世界への移民を――植民地化を考えていないと保証できるか？

　断じて否だ。

《塔》を創った存在が神の如き鷹おう揚ようさを持ち合わせていたとしても、実際にやってくる『招かれざる客』は自分たちと同じ人間なのだ。それでどうして心穏やかでいられようか。

　レイカは肩を竦める。この手のやりとりはお馴な染じみらしく、一児の母とは思えぬ美貌は実に冷やかなものだった。

「報告は以上です。それでは、失礼」

　ヒールを鳴らしてレイカは去っていった。白衣の裾すそをマントのように揺らして去ってゆく彼女を、黒石は気難しい顔で見送った。

「……時間物理学だか次元量子学の権けん威いだか知らないが、研究者というのは御ぎよし難がたい……」

　扉とびらを睨んで嘆息すると、備え付けのディスプレイが内線の呼び出しを示した。すぐにラインを繋ぐと、人工島の外の部下が画面に映し出された。

「……報告を」

『はい。現在『招かれざる客』の痕こん跡せきと思われる事件は東京都内で四十三件です』

《塔》を視みられる者たちの言により、《塔》から発せられた稲いな妻ずまのような光は東京近きん郊こうに落ちたものと推測されていた。故ゆえに黒石は『シーカー』の調査員へ警察の情報に目を光らせるよう申し伝えた。監視機関『シーカー』は、小規模とはいえ国内のあらゆる情報にアクセスできる権限を持つ。警察情報も例外ではないのだ。

　黒石は送られてきたデータを開いた。小規模な喧けん嘩か騒さわぎ、不審な外国人の目もく撃げき情報――やがて、黒石はひとつの情報に目を細めた。

　昨日起こった小規模なガス爆ばく発はつ。怪け我が人にんはなかったので警察もおざなりな対応だが、記き載さいされた発生時間が気に掛かかる。《塔》が光ったとされる時刻のほとんど直後だ。

「これ、の可能性が高いな。あまりにタイミングが良すぎる。場所は都内の住宅地の……！」

　事故現場とされる民家の住人名を目にした瞬間、黒石は『シーカー』職員の記録を呼び出した。

　世帯主、月詠レイカ。

　同居者、月詠ナナミ。

　偶ぐう然ぜんだろうか？

　黒石は思案する。そして、画面の部下へ命令する。

「……この情報は機密事じ項こうとする。ただちに月詠家への監視を行え。そして……戦せん闘とう可能な『能力者』たちを直ちに招集しろ……！」







第三部　視えざる《塔》







第二章　『能力者』の襲しゆう撃げき
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　異世界人たちがやってきて早一週間。

　ナナミは目の前の光景に見慣れてきた自分をどう扱あつかうべきか迷い出した。

　最初の買い物に出で掛かけて以降、彼らは何の問題も起こしていない。

　ヴィルは脳天気で馬鹿そうな外見とは裏腹に読書家で、毎朝新聞を隅すみ々ずみまで読み込み、それが終われば月つく詠よみ家の蔵書を漁あさった。お気に入りは、意外にもナナミが昔使っていた小学生の教科書だった。

　サブカルチャー的なものに興味を示したのは、むしろエリザとミュートの方だった。エリザは興味深げに少女漫画を捲めくり、ミュートはテレビの子になっていた。

　端はたから見ればそれほど奇き異いな光景ではないのだが、中身は現代日本とは異質なロジックで動く異世界人だ。一週間でこんなに適応してしまっていいのだろうかと思う。

　だが、ナナミにも分かったことがある。

　どうにもあの《塔》は、ある程てい度ど近きん似じ値ちな異世界――地球同士を繋げているようだった。口が利きけず記き憶おくも曖あい昧まいなミュートはともかく、ヴィルとエリザが経験した二つの世界は。

　ヴィルたちがもともといた世界にいたという『獣頭ベステイアム・類カピテイシア』だとか『走鳥オルニトス』という動物も、ファンタジーちっくなものではなさそうだった。本屋で購こう入にゆうした『最新恐きよう竜りゆう図ず鑑かん』や『古植物図ず鑑かん』を見せたら、

「似てるな、確かに」

　と頷いた。

　つまりヴィルたちのいた時代は太古の地球か、そこから枝分かれした地球の可能性が大だ。大地がお盆ぼんの上に乗ってるような『異世界』ではない。

　あんな《塔》が自然に存在する筈はずはないから、造ったものに何らかの意図があるのは明白だ。だが、誰が何のために作ったかとなるともう想像の埒外だ。

　この世界のほとんどの人間に《塔》が視えない理由も不明だ。

　結局、あの《塔》が幻まぼろしでないと判明した以上に有益な情報は、今の所ないのだった。

「それならそれで、さっさとあの大鳥区だか何だかに行けばいいんじゃないのか？」

　昼食の冷やし中華をずるずると啜すすりながらヴィルが言う。使ったことはないという割に箸はしを小器用に使っていた。

　フォークでパスタのように冷やし中華を頬ほお張ばるエリザとミュートを横目に眺めつつ、ナナミは麦茶で喉のどを潤うるおして答える。

「言ったでしょ？　あそこは実験施し設せつだから、簡単には入れないって。毎週末に見学会があるけど、完全予約制だからね」

「その調子だと予約してあるみたいだな。いつだ？」

「……一週間後」

　全部お見通しだと言わんばかりのヴィルに、ナナミは不機嫌に答えた。

「なら、あと一週間はお気楽お楽しみタイムってことだな」

　麦茶をごくごくと飲み干し、手を合わせてごちそうさまをするヴィル。食器を流し台へ置くと、気軽に腕うでを上げてリビングを出て行く。

「んじゃ、いつもの様に図書館へいってくらぁ」

　言い置き、ヴィルは意い気き揚よう々ようと出掛けて行った。図書館からもっとも縁えん遠どおい顔をしておいて、ここのところ実にこまめに通っている。

　あまりのマイペースさに理り不ふ尽じんな怒いかりを覚えるものの、相手は裸はだかでジャングルに放り出されてもこれ幸いと探検し出すメンタリティの持ち主だ。そんなマイペースが服を着ているような男がこの一週間大人しくしている事こそ、天に感謝すべきだ。

　そこまで考え、ここ最近で非科学的な考えが増えたなぁと複雑な気分になる。

「……やめやめ。考えるだけ徒労だわ」

　食後のお茶を終えると、ナナミは頭を振って立ち上がる。

「用意して。わたしたちも行きましょ」

　異世界からやってきた少女たちも頷き、立ち上がった。




　ナナミ、エリザ、ミュートの三人は、最初に服を揃そろえたショッピングモールにやってきた。ただし、あの時と違ってもう少し高級志向のブランドが入っている辺りへ向かう。

　これはエリザの要望だった。

　ほいほい出かけるヴィルと違って月詠宅で静かにしていたエリザであったが、さすがに家でじっとしているのも飽あきたのかショッピングに付き合って欲しいとナナミにお願いしたのだ。

　この一週間でエリザへの理解も進み、ナナミは二つ返事で了りよう承しようした。

　エリザは、ヴィルのこと以外は極きわめて常識人で面めん倒どう見みの良い少女だった。

　家事も進んで手伝ってくれる。ミュートの相手もほとんど彼女がしている。口調はちょっと生き真ま面じ目めな印象を受けるが、さっぱりとしていて潔けつ癖ぺきという程ほどではない。

　おまけにキリッとした美貌に、長身に見合ったスタイルの良さ。騎き士しとしての戦闘訓練をしていたというだけあって、歩き方が実にカッコイイ。店内ですれ違う人々が男女の別なく見み惚とれて後ろ姿を追う。

　およそ完かん璧ぺきといっていい美少女である。

「――どう思いますか、ナナミ殿どの？」

　そんな美少女が、自分に意見を求めてくる。

　ナナミは顔を赤くした。

　何な故ぜか？

　意見を求めるナイスバディの美少女が、下着姿だからだ。

　それも、かなり色っぽいやつだ。

　悲しくもちんちくりんと自じ認にんせざるを得ないナナミには、かなり刺し激げき的てきな姿である。

「……いいんじゃない？」

「そうでしょうか？」

　エリザは試着室の鏡に振り返って「ふむぅ」と唸うなった。

　緻ち密みつなレースときめ細かなシルクの光こう沢たくの、高級感ただよう黒いブラとショーツである。エリザの白い肌はだに、過激なほどの対比を生み出している。

　ちなみに、面おも白しろがったミュートも下着を物色しているが、こちらは驚おどろくほど色気がない。華きや奢しやな割にしっかりと胸と尻しりもあるが、健康的だなぁと素す直なおに感心するだけである。

「ふむ……いまひとつピンとこないな……」

　ぽつりと呟つぶやき、エリザは試着室のカーテンを閉めてごそごそしはじめた。

　ナナミは微ほほ笑えむ店員に愛あい想そ笑わらいしつつ、こっそりと嘆息した。了承しておいて何だが、エリザみたいないろいろ羨うらやましい美少女と買い物などは――とくに下着の選定などは、かるく拷ごう問もんだった。

「……ほとんど歳とし変わらないのよね？　なのにアレって可笑おかしいんじゃない？　異世界人だからかしら……」

　そうだそうだと自分を納得させようとしたが、自分の母親を思い出してしまうと上う手まくいかなかった。

　遺伝子の残ざん酷こくさに、ナナミはさめざめと物悲しくなった。
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「あれー？　ナナミじゃん？」

　振り向くと、同級生の友人たちが目を丸くしていた。

「珍めずらしいわね、ナナミがお洒しや落れに気を遣うなんて……」

　と、ふわふわした服のマミが言う。

「いっつもあたしたちの着きせ替かえ人形なのに……」

　と、スポーティな装いのサチが言う。

「というか、あんたってブラ必要だったの？」

　と、ボーイッシュなカヨが言う。

　いつも自分を引っ張り回す三人は、曰いわく言いがたい瞳をナナミに向けた。まるで色気づいた妹でも見るかのような視線だった。

「……ブラくらい着けてます」

「そうなの？　じゃ、ツルペタなナナミにもようやく成長期が？」

「いやいや、色気づくってことはオトコが……」

　友人たちがあーだこーだと姦かしましく相談しはじめる。こいつら一回殴ってやろうかとナナミは思った。

「ナナミ殿、今度はどうでしょう……？　お友達ですか？」

　友人たちが、目を丸くした。

　凄すさまじい美少女が下着姿で現れれば、仕方ないかもしれないが。

　友人たちはナナミとエリザとで何度も視線を行ったり来たりさせる。

「……知り合い？」

「……ちょっとワケありで」

　ちらりと目を向けると、エリザは委細承知という風に頷いてお辞じ儀ぎをした。

「はじめまして、エリザと申します。観光に来たのですが、知り合いのナナミ殿の家に厄やつ介かいになっているものです」

「は、はぁ……どうも」

　ペコリと頭を下げる三人。驚いていた彼女らだったが、徐じよ々じよに落ち着いてくるにつれ、エリザへ興味深げににじり寄って行く。

「ええと、エリザさん？　ナナミと一いつ緒しよにお買い物のようですが……」

「はい。すこし色っぽい下着が必要なので、ナナミ殿に意見を伺うかがおうと無理を言って付いて来て頂きました」

「ははぁ。ナナミにそういうのは荷が重いと思いますよ？」

「そうだね。ナナミ、あんまり服のセンス無いし」

「そもそも色気もないしね」

　三人はうんうんと頷き合うと、にんまりと笑った。

「もしよろしければ、ご一緒していいですか？　お手伝いします」

「それはありがたい。ぜひともよろしくお願いします」

「そりゃもう、喜んで！」

　友人たちは、いつもナナミを引っ張り回す時のような顔をした。といっても、着せ替え人形がマスコット人形から高級ビスクドールに変わり、いつもより俄が然ぜんヤル気を見せている。

「それでそれで？　色っぽい下着が必要って……やっぱり？」

「はい。煮にえ切きらない男へのダメ押おしが必要だと思いまして」

『キャァァァアアアアアア～～～～～～ッ！』

　三人が黄色い悲鳴を上げる。

　何事かと顔を覗かせたミュートを、ナナミはよしよしと撫なでて彼女たちから遠ざけた。

「あなたまで行ったら、かかる時間は二倍になるからね……」

「んぅ……？」
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　ナナミが友人たちからミュートを避ひ難なんさせようとして失敗したのとほぼ同時刻、ヴィルは鼻にむずむずした感覚を覚えた。

　が、鼻息ひとつでむずむずを追い出し、穏やかに読書を進めた。

　四日前に見つけて以来、ヴィルは月詠宅から最も寄よりの公営図書館に通かよい詰つめていた。

　ヴィルは、面白いことが好きだ。知らない所に出かけるのと同じくらい、知らない事を知るのが好きだった。元いた世界や海の世界では縁えんが薄かったが、本は実にいろいろな事を教えてくれる。だから、ヴィルは本が好きだ。

　今読んでいるのは、歴史の本だ。この世界の歴史が綴つづられている。

　読み進め、この世界に住んでいるのも間違いなく〝人間〟だと確信する。

　戦争と平和を何層にも重ねたミルフィーユ……多少の味付けと材料の違いこそあれ、ヴィルの知る『人間の歴史』をこの世界も歩んできている。

　この世界の人間は自分の理解している人間と、そんな人間たちが構成する社会ととても近しい。だから、ある程てい度ど理解できる。理解できれば、行動が読める。

　ヴィルはナナミに借りた図書カードで、数冊の本を借りて図書館から出た。この貸出のシステムもお気に入りだ。自分のようにものをあまり持てない人間でも、気軽に本を読むことが出来る。知識欲を満たせる場所が国によって運営されているという点は、素直に優すぐれていると断言できる。

　併へい設せつされている公園をぶらぶらして、噴ふん水すい広場の手て頃ごろなベンチに座る。正面には、青空を縦に断たち切る黒線――漆しつ黒こくの《塔》の遠景が目に入った。

「ナナミの言ってる事の裏付けもしないとだしな。まあ、嘘は言ってないみたいだが。どんだけ読み込んでも、一言も《塔》については言げん及きゆうされてない」

　あんなに巨きよ大だいなものが立っていて、まったく歴史に関かん与よしないワケがない。

　この世界の《塔》は、意図的に隠いん蔽ぺいされているようだ。

　が、それが誰だれによるものかは判然としない。

「この世界の人間、ってのはなさそうだ。かなり進んだ技術があるようだが、あんな巨大なものをないものとするような技術があるようには思えないしな。となれば、あの《塔》を造ったヤツか、あの《塔》を利用するヤツ――おれたちみたいな〈移行者ウオーカー〉の仕し業わざ、の二択たくだな」

　顎あごに手を当てて熟考する。いまのヴィルをエリザやナナミが見たら、キャラに合わないと驚きふためくことだろう。

「……ん？」

　気が付くと、周りから人気がなくなっていた。

　昼間の公園で、まったく人の声がしない。

　この数日で初めての状じよう況きように、この世界にやってきたばかりのヴィルもさすがに怪あやしさに目を細くした。

「あー……マズったかな？　視線は感じたが何もしてくる気配がなかったからほっといたが、よりによって今日か。エリザたちは大だい丈じよう夫ぶかねぇ」

　気き掛がかりになったものの、近ちか頃ごろのエリザはかなり神経が図太くなったし、ミュートはちゃっかりと無傷にやり過ごすだろう。ナナミは……エリザがついでに助けるだろう。

「ま、そろそろ体が鈍なまりそうだったし、ちょうどいいと思っておこう」

　にやりと笑い、ヴィルはベンチに預けていた重心を身体に戻もどした。

　やがて、噴水を回りこむようにして、左右二人ずつ四人の男がヴィルに近寄ってきた。この熱い太陽の下、何を考えているのか黒装束に身を包つつんでいる。暑くないのだろうか。

「……すみませんが、一緒に来ていただけますか？　ミスター……」

「ヴィルだ。ヴィルでいい」

　語り掛けてきた男に、ヴィルはにこやかに笑い返した。

「んで？　何の用だ？　異世界の話でも聞きたいのか？」

　男たちはぴくりと表情を震ふるわせた。どうやら当たりのようだ。

「……一緒に来ていただけますか？　手て荒あらな真ま似ねはしないと約束します」

「その約束は信用出来ないな。おれはこの日本国の戸こ籍せきもないし、入国審しん査さのパスポートとやらも持ってない。おれの身み柄がらは誰も保障してくれない。そんな人間に危害を加えない、なんて事があるのかねぇ？」

「……お願いします」

　男は深々と頭を下げた。

　さて、どうするか。いっそ付いて行くのもひとつの手かと思ったヴィルであったが、

「おいおい……なにやっちゃってんの？」

　軽けい薄はくな、しかし危ない響ひびきが篭こもる声が響いた。

　噴水の向こうから、あらたな人物が姿を見せた。

　ヴィルと同年代と思おぼしき少年だ。赤く染めた髪を逆立たせ、派手な柄がらのシャツを着き崩くずしている。

　チンピラみたいなやつだとヴィルは思った。

　赤髪のチンピラは、ヴィルの前へ立つ男たちを順じゆん繰ぐりに睨み、不機嫌そうに唾つばを吐いた。

「そいつは『招かれざる客』だろう？　ならさっさと取とり押さえろ」

「しかし……この数日の監視でも、彼かれは問題のある行動は……」

「それがどうした？　そいつは『異世界からの侵略者』だ。だったら力による排はい除じよ以外に選せん択たく肢しがあるか？　ええ？」

「…………」

「さっさとやれ。それともオレの手を煩わずらわせる気か？」

「……分かりました」

　男たちは意を決したようにヴィルに向き直った。

　ヴィルはちょっぴり目の前の男たちに同情した。

「……ひとつ、忠告しとく。痛いかも知れないから無理せずさっさと気絶しとけ」

　警告した瞬しゆん間かん、ヴィルは一いつ瞬しゆんで座った状態から立ち上がる。そこからは最速最短で、一番近くの男の鳩尾みぞおちに拳こぶしを叩たたき込んだ。

　黒服の屈くつ強きような男がふわりと宙に浮うく。

　ヴィルは男の痛みを長引かせないよう、後頭部を手刀で薙ないで脳のう震しん盪とうを起こさせた。

　沈しずんだ男は、ぴくりとも動かなくなった。

「な――」

　驚きよう愕がくの声が上がった瞬間には、ヴィルはすでに二人目の男の間合いに飛び込んでいる。肘ひじ打ちで胸を強打し、すかさず掌底を振ふり上あげて顎を揺らす。

　二人目の男も仰あお向むけに倒たおれて白目を剥むき気絶した。

　三人目と四人目は、二人の仲間が犠ぎ牲せいになった時間でなんとか構える事に成功した。

　が、同じことだ。

　ふわりと跳とび上がったヴィルは、全体重の乗った踵かかと落としを三人目に食くらわせる。ガードしたが、どちらにせよ狙ねらいは肩かただったので、脱だつ臼きゆうして結果はほとんど同じだった。

　悲鳴が上がる前に、着地と同時に顎へ正せい拳けん突づき。気絶させる。

　四人目は、ちょっとだけ手こずった。三人がやられる様を見たのに、果か敢かんに前進した。

　ヴィルは繰り出だされた拳を撥はね上げ、腹を狙う膝ひざをブロックし、上半身の反動で相手に頭ず突つきを食らわせた。

　よろめく四人目に、改めて回まわし蹴げり。側頭部への一撃を食らった四人目の黒服は、糸の切れたように突つっ伏ぷした。

「ははっ！　スゴイスゴイ！」

　ぱちぱちと拍はく手しゆが響いた。

　赤髪のチンピラが、ギラギラと目を光らせて笑っていた。

「すごいすごい。そうこなくっちゃ、面白くないよなあ……！」

「うへぇ……」

　思わず呻うめいてしまった。なんせ目の前のチンピラときたら、ナイフを与えてやったらべろりと舐なめ上げそうな気持ちの悪い笑え顔がおである。

「オレの名前は巽たつみケイジ。覚えておけ、お前を駆く除じよする男の名前なんだからな」

「……あのよぅ？　この状態を見て、お前一人でどうにかなると思ってんのか？」

　倒れ伏した男たちを示す。瞬殺しておいてなんだが、結構な使い手だった。彼らよりもこのケイジとやらが強いとは、ヴィルには目を凝こらしてもそうは思えない。

「はっ。そいつらと一緒にするな。オレは選ばれたんだ。オレは《塔》に選ばれて――」

　ケイジが手を上げた。その後ろに聳そびえる《塔》が、ゆらりと揺れる。

「貴様ら侵略者を駆く逐ちくする力を手に入れたんだよ！」

　天に翳かざした手の平に、炎ほのおの塊かたまりが生まれた。

　ヴィルが飛とび退のいた瞬間、後ろにあったベンチに炎の塊が着ちやく弾だんする。圧縮されていた炎が解放され、ベンチは爆圧で粉こな微み塵じんに吹ふき飛んだ。

「ははっ！　どうだよ侵略者ぁ!!」

「……一応訊きいておくが、お前は〈移行者ウオーカー〉じゃないんだな？」

「貴様らと一緒にするなよ。オレは《塔》に選ばれた存在だ。《塔》を視ることの出来る、有う象ぞう無む象ぞうとは隔かく絶ぜつした存在なんだよ！」

「……うーん……」

　図書館においてあった漫まん画がに描えがかれていた『厨ちゆう二に病びよう』とやらは、こういうヤツのことを言うのだろうか？

「オレはこの世界の抗こう体たいとして選ばれたんだ。お前らみたいな病びよう原げん菌きんと一緒にするな」

　ケイジは両手を持ち上げる。先ほどの炎えん弾だんが、両の手の平に浮かび上がる。

「とはいえ、ずっと相手がいなかったんでなぁ……せいぜい楽しませてくれよ、病原菌！」

　二つの炎弾が襲おそいかかってくる。

　ひらりと躱かわし、ヴィルはやれやれと肩を竦すくめた。

「侵略者と言われても身に覚えないし……思い込みの激しい餓が鬼きか」

　面倒臭くなり始めたヴィルだったが、はたとベンチのあった場所を振り返かえる。

「……ちっ。相手をするのも面めん倒どうかと思ったが、本の仇かたきだ……報むくいを受けさせにゃあな」

「何をごちゃごちゃ言ってやがる！」

　両手を掲かかげたケイジは、先さき程ほどまでの数倍の大きさの炎弾を作り出した。ハイになっているのかもともと眼中にないのか、倒れた黒服たちへの被ひ害がいを思考から除外したらしい。

「そらぁ！」

　巨大な炎弾が放たれる。

　ヴィルは右手をすっと掲げ――振り下おろした。

　炎弾は真っ二つになり、さらに寸断され、細こま切ぎれになって熱風となって吹き消える。

「……なんだ、そりゃ？」

　炎使いが目を丸くする。見入っているのは、ヴィルの右手に握にぎられた〝光剣〟ともいうべきものだ。

　ヴィルは淡あわく光を発する右手の甲こうの刻印を見せつけるように〝光剣〟を構える。

「さぁなぁ？　この〝光〟についちゃ教えてやれないが、特別におれの名前を教えてやろう。ヴィルだ」

「あ？」

「よく覚えておけ。お前を駆除する男の名前だ」

「……ふざけてんじゃねぇ、この病原菌が！」

　ケイジの怒りに呼応したか、炎弾が無数に現れる。

「ちょっと便利な能力があるからって図に乗るんじゃねぇ！　オレの『炎帝アグニ』は『シーカー』の『能力者エスプレイダー』の中でも最強の破は壊かい力りよく！　病原菌ごとき、一瞬で熱消毒してや――」

　炎使いの言葉が途と切ぎれる。

　ヴィルが背を向け、全力で遠ざかり始めたからだ。

「っんの！　逃にげるなぁああああ！」

　ざっと数えただけでも三〇近くの炎弾がヴィルを追う。

　噴水の周りの花か壇だんの花々が灰となり、土とレンガが一緒くたになって吹き上がる。

　だがヴィルはそんな光景にわずかも躊ちゆう躇ちよせず、広場を抜ぬけて街路樹の植えられた散歩コースへと走はしり抜ける。走り続けると振り返るまでもなく、ケイジと名乗るチンピラ炎使いが追いかけてくるのが声と爆ばく音おんで分かった。

「待てや！　病びよう原げん菌きん風ふ情ぜいが、世界の守護者から逃げられると思ってんのか！」

　抗体から守護者にランクアップしたらしい。丁てい寧ねいに植えられた街路樹や街灯が次々吹っ飛ぶ様は、どう見ても破は壊かい者しやだが。

「ま、視界がなけりゃ狙えないんじゃ、あんまりにも役不足だがな」

　追いかけて来てる以上それは明らかだ。

　ヴィルはひょいとコースを折れる。ヴィルを追う炎弾は、そのままヴィルが飛び込んだ池の水面に着弾し、大量の水を巻き上げて水蒸気を辺りに発生させた。




「！　しまった！」

　ケイジは慌あわてて立ち止まった。周囲が白く染まり、不用意に進めば足を取られかねない。何より、炎弾の誘ゆう導どうが出来ない。強力な『炎帝』の能力が封ふうじられた。

「逃のがした、か……！」

　屈くつ辱じよくだ。《塔》の可視者の中でもさらに少数しか現れない『能力者』の中で最強の攻こう撃げき力りよくを誇ほこる巽ケイジが敵を逃すなど、屈辱以外の何物でもない。

「次に会った時は覚えていろ、異世界の病原菌が……楽には殺してやらないからな……？」

　ちりっ、と右耳に違い和わ感かんを感じる。手を伸のばすと、ぬるりとした。

「っ……！」

　恐る恐る右手を顔に近づけると、真っ赤に濡ぬれていた。

「ヒッ！」

　遅おくれて、痛みがやって来た。

　右耳が、半分以上千切れていた。

「いぎゃぁぁあああああああああああああっ！　オレの耳がぁぁああああああああああああああああああああっ！」

『――おいおい、たかが耳がなくなったくらいでその反応かよ？』

　霧きりの向こうから、呆あきれたような声が漂ただよってきた。

『――視界を塞ふさげば有利かと思ったが……ここまでとはな。もしかして気配を読むことも出来ないのか？』

　声の聞こえてきた方へ、とっさに放てるだけの炎弾を放つ。十二発。爆音と地鳴りが霧を揺ゆらした。

『残念』

　背中に衝しよう撃げき。蹴けられた。

　ケイジは地面に顔から突っ込んだ。口の中に泥どろが入り込む。

「がっ、べっ、ごほっ……」

『――ほれほれ。こっちだこっちだ』

　周囲から声が響く。

　ケイジは慌てて立ち上がり、遮しや二に無む二に炎えん弾だんを周囲に撃うち放つ。劈つんざくような爆音が連続するが、敵の声はまったく途切れない。

『――やれやれ。前の世界の海かい賊ぞくの方が、なんぼかマシだったな』

　ぼやくような口調に怒りと焦あせりが募つのるが、連続して放たれた炎弾の衝撃が霧を撹こう拌はんし、視界がクリアになり始めていた。

　次に姿が見えたら覚かく悟ごしろ。

　炎弾を頭上に浮かべ、ケイジは嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべた。

「ほい、詰み」

　ポンと肩を叩かれ、ケイジは固まった。

「ほれ、おれはここだ。攻こう撃げきしていいんだぞ？」

「…………」

　出来るわけがなかった。こんな至近距きよ離りで炎弾を放ったら自分も巻き込まれる。

「自分の炎から身を守る術すべはない、と。それならそれでもう少し気を付けろよ。敵を接近させたら終わりじゃねぇか」

　足を刈られ、ケイジはあっさり地面に倒された。頭上から、笑みを浮かべた異世界人がニヤニヤと自分を見下ろしていた。

「こ、殺さないで……」

「んー、どうしようかねぇ」

　異世界人は腕を組んで首を傾かしげた。数秒ほど悩なやんだ後、何か良い事を思いついたようににやぁりと笑った。

「んじゃ、こう言ってみな。『はしゃいですみませんでした。わたしはゴミです。クズです。最低最悪の存在です。生きててすみません』、って」

「なっ……ば、馬ば鹿かにして……」

「おっ？　断る？　それならそれでもいいが」

　異世界人がぽきぽきと指を鳴らす。

　ケイジは顔を青あお褪ざめさせて口を開いた。

「はしゃいですみませんでした！　わたしはゴミです！　クズです！　最低最悪の存在です。生きててすみません！」

「……言っといてなんだが」

　異世界人は、むしろ申し訳無さそうな顔になった。

「本当に言うとは……すまん。ちょっと予想外だった」

　子供をいじめちゃったよどうしよう、とばかりの気き後おくれした声に、ケイジはぽかんと口を開け、やがてふるふると屈辱に震えた。

《塔》が視える……そのせいで可か哀わい想そうな者を見る目を向けられ、イジメられた幼少期。しかし『シーカー』に拾われ、能力者として覚醒めざめてすべてが変わった。

　自分は選ばれた存在なのだ。

　異世界の侵しん略りやく者しやに対たい抗こうすべく力を授さずかった存在。

　そう信じていた拠より所どころが、ガラガラと音を立てて崩くずれ落おちる。

「まぁ、なら命は取らないでおいてやるよ。さすがに覚悟もできてないガキに本気になるのも大人げないしな。けど――」

　ボキッ。

　いとも簡単に握っただけで、目の前の異世界人が自分の右みぎ腕うでを折った。

「お前、ちょっと剣けん呑のんだからな。しばらく動けないようにしとくぞ？」

　続いて左ひだり腕うで、左足、右足の骨を折られた。

　これまでに経験のない激痛に、意味不明の鳴き声が喉から迸ほとばしった。

「ほい。じゃあな、えーと……名前も知らないガキ」

　殺す！

　異世界人の顔を、ケイジはブラックアウトの寸前まで瞳ひとみに焼き付けた。




「やれやれ。ほんとにガキだったな、こいつ」

　両手両足を折って気絶させたチンピラ炎使いを見下ろし、ヴィルはこの世界の評価を修正した。

「戦争を繰くり返してるのに兵士の教育がなってないな。ああ、けどこの日本って国は七十年近く戦争してないんだっけか？」

　それにしたってこれはダメだろうとヴィルは思う。たしかにちょっと使い勝手のいい手品を持っていたが、こんなガキを戦いに放ほうり込むなんて頭が沸わいてるとしか思えない。

「まったく……いい迷めい惑わくだ」

「それは失敬」

　途と端たん、ヴィルは跳ちよう躍やくして飛び退すさった。

　声のした方を向くと、いつの間にか長身で屈強な体たい躯くの男が立っていた。ぐちゃぐちゃになった公園内を、ゆっくりと歩いてくる。

「この男は血の気が多いから出すのを止めたのですが……聞いてもらえませんでしたよ」

「…………」

　ヴィルはじっと巨きよ躯くの男を観察した。ひと目で鍛きたえられたと分かる身体とは裏腹に、その気配は驚くほど静かだ。殺気や闘気がないとはいえ、数メートルの近距離に近づかれても声を掛かけられるまで気付けなかった。

　それだけで、この男がチンピラ炎使いより強敵であると確信するに十分だ。

「……なら、あんたがやるかい？」

「いえ。今回はあくまで平和的な交こう渉しようでしたので。戦せん闘とうはまた命令されてからにしますよ」

「悠ゆう長ちようなこって」

「この世界では、実用的な対応よりも儀ぎ礼れい的てきな形式の方が重要なのです。ですので周囲の包ほう囲い網もうは絶賛混乱中です。いまなら簡単に帰れますよ」

　言うと、男は気絶したチンピラを担かついで公園の外へ歩いて行った。

　しばらく男の背中を睨んでいたヴィルだったが、彼が本当に戦闘する気がないのを見て取ると踵きびすを返した。

　彼の言葉通り、何の邪じや魔まもなかった。無数の炎弾によって掘ほり返された公園には、掘くつ削さくされた舗ほ装そうや街路樹などの瓦が礫れきに複数の男たちが埋うまっていた。この公園を封ふう鎖さしていた者たちだろう。巻まき添ぞえになって、全部ご破算になったらしい。

「ご愁しゆう傷しよう……この分だとエリザたちの方もなんかありそうだが……ま、大丈夫だろ」

　警察と消防と野や次じ馬うまが駆かけ付けはじめた公園の跡あと地ちを、ヴィルは悠ゆう々ゆうと歩み去った。




３




　ナナミは目の前の光景をどう見たらいいか分からなかった。

　同じクラスの友人たちが、異世界人の少女たちときゃいきゃいはしゃいでいる。

　エリザは本日の収しゆう穫かく物ぶつの礼を言い、ミュートはフードコートの店から買い巡めぐったデザートを目を輝かがやかせて頬張っている。

　異世界人ってなんだっけと、ナナミは真しん剣けんに悩み始めた。

「ねぇ、エリザさん。エリザさんが落とそうとしてる男ってやっぱりカッコイイの？」

「そうですね……そこそこはカッコイイかと」

「幼おさな馴な染じみだって言ってましたよね？」

「幼馴染みというより、腐くされ縁という方が正しいですかね。こちらでいう寄宿舎で……七歳の時から一緒に勉学に励はげんできました。幾いく度どもあいつに助けられ、当時は力強い腕に頼たのもしさを覚えたものですが……」

『きゃぁぁぁぁああああああああああ――――――っっ！』

　黄色い悲鳴が上がる。煩うるさいと思うが、フードコートはそもそも煩いのであまり関係がない。ナナミの隣となりのミュートも、最初こそ「？」と小首を傾げていたが、いまでは大きなパフェに集中しきったままだ。

「……そんな気の迷いも今は昔。あいつ以上のロクデナシを、私は知りません」

「そんなこと言って、実は好きなんでしょ？」

「マミ殿、好きか嫌きらいかという問題ではすでにないのです。これは女のプライドの問題なのです」

「女のプライド、ですか？」

「その通りです、サチ殿。餌えさを与あたえれば恩義を覚える犬畜ちく生しようにも劣おとるロクデナシ……あのロクデナシを見返さねば、私はただの肉の塊です」

「その男を誘ゆう惑わくするのが、見返すことになると？」

「考えてみてください、カヨ殿。自分の選せん択たくに何の迷いもない、究極のポジティブ思考の持ち主を。そんな男を見返す最大の方法は『後こう悔かい』です。置いて行こうとしたものがどれだけ素す晴ばらしいのかを教え込めば、あの男もあの時の選択を大いに後悔することでしょう」

『きゃぁぁぁあああああ――――ッ！　悪女！　悪い女だわエリザさん――――ッッ！』

「しかし、そうは言っても私はこれまで堅かた物ぶつとして生きてきて、恥はずかしながら〝女の磨みがき方かた〟に無む頓とん着ちやくでした。今日お三方に出会えて、本当に幸運でした。私は今日この日に学んだことを魂たましいに刻んで決して忘れることはないでしょう」

「任せて！　こうみえても経験豊富だから！」

　自信満々にマミが言う。彼かの女じよ、先週カレと別れたと言っていなかっただろうか？

「しっかし、こんなに面白いお友達がいるなんてね」

　サチがミュートを見て、次いでナナミを見つめて来た。

「ほんとほんと。天才のお友達って、もっとキチッとしてる人たちばかりと思ってた」

　カヨが続ける。

　エリザが三人へ問とい掛けた。

「天才、ですか？　ナナミ殿が？」

「あれ？　そっちの関係者じゃないの？」

「ナナミは一昨年まで、アメリカの大学に飛び級してたんですよ」

「次元量子学？　とかいうものすごい難しい物理学を専せん攻こうしてたって」

　友人たちが褒ほめそやす。

　だが、ナナミはちょっと顔を顰しかめた。

「……昔のことよ。調子に乗ったガキが居たってだけの、つまらない話」

　確かにナナミは天才児と言われていたが、その当時の事は思い出したくない。

　当時は、知ることが楽しかった。誰も知らないことを自分の力で解き明かしていくのは素晴らしく楽しかった。

　だが好こう奇き心しんのままに突き進すすみ、それで全部めちゃくちゃになった。

　ナナミはもう、天才などと呼ばれたくなどない。

「けどあんた、いまは楽しそうじゃない」

　マミの言葉に顔を上げる。

　――楽しい？　わたしが？

「そうそう。学校の授業中、ものすごいつまらなそうな顔してたけど」

「ここ三ヶか月げつくらいから、ちょっとずつ目が輝くようになってたじゃない」

　サチとカヨが続ける。

　三ヶ月前……《塔》が視みえはじめたころだ。

「……別に。この暮らしに慣れただけよ」

「そう？」

「そうかな？」

「そういうのとは違ちがうと思うけどね」

　友人たちが顔を見合わせる。

「……慣れただけよ」

　ナナミは繰り返した。

　好奇心を殺すことに慣れた。それだけのことだ。好奇心のままに――知りたいという気持ちのままに動くのはろくなもんじゃ無い。

　それこそ、あのロクデナシの同類だ。

　自分はそんなものになるのは御ご免めんだ。

　ナナミが決意を新たにしていると、エリザが立ち上がった。

「――すみません、お花を摘んできます。少々長くなるかと思いますが、ミュートを逃がさないように見ていてください」

　たこ焼きをほふほふするミュートを見て苦くし笑ようし、エリザはフードコートから出て行った。

「うーん、かっこいい……」

「あんなかっこいいヒトでも男にフラれるんだねぇ……」

「もしかして、男のシュミだけは悪いのかな……？」

　それには同意だ。

　ナナミはエリザには直接向けられない哀あわれみの視線を、さっきまで彼女が座すわっていた場所へ注いだ。

　と、違和感に気付く。

　エリザの買かい物もの袋ぶくろがひとつなくなっている。

　あの袋ふくろは、何が入っていたのだったか……？

　疑問に思ったナナミだったが、直後フードコートのテレビに映し出された『公園で不発弾だんが爆ばく発はつ！』というニュースに気を取られ、微かすかな疑問は霧む散さんしてしまった。




　フードコートから出たエリザは、近くのトイレを通りすぎてさらに歩いた。フードコート近くだと、人ひと気けがありすぎる。

　しばらく歩くと、人気のないトイレを見つけた。女性用トイレは仕切られた個室がズラリと並んでいる。エリザは一番手前の個室に入って座り、持ってきた荷物を膝の上に置いた。梱こん包ぽうを解き、商品を取り出す。

　切れ味の良さそうな包丁だ。

　肉切り用のペティナイフが二本。

　エリザは現在、ワンピースに半はん袖そでのカーディガンという格好だ。栗くり色いろに近い金きん髪ぱつを梱包のリボンで纏まとめ、スカートをまくり上げて包丁の鞘さやをハイソックスに突っ込む。

　ごそごそと戦闘準備をしていると、トイレに人が入ってきた。足音からして二人だ。エリザの隣とその隣に入った。

　空の箱を袋にしまい直し、水を流して個室を出る。念入りに手を洗いつつ気配を窺うかがっていると、さっき入ってきた二人が一緒に個室から出てきた。

「……っ」

　声が掛かるかと思ったが、問答無用だった。背後に忍しのび寄よった腕うでが、エリザの口を塞ごうとする。

　エリザはスカートの下のペティナイフを抜き、容よう赦しやなく腕に突き刺さす。

　悲鳴が上がり、襲しゆう撃げき者しやが退いた。

「……ここは女性専用トイレだった筈はずですが？」

　背後に立っていたのは、黒い服の男が二人だった。いまエリザに腕を刺された男は、信じられない物を見るようにエリザを見ていた。

「さては、痴ち漢かんですね？　ならば、天てん誅ちゆうを下します」

　女だと思って油断していたのか、それとも単純に斬きりかかられるのが予想外だったのか、男たちは大いに慌てて反応らしい反応が出来ずに終わる。

　一人をナイフの柄で殴なぐって気絶させ、もう一人の股こ間かんに蹴りを叩き込む。

　あっという間に男二人がトイレの床ゆかに沈んだ。

「おい、終わったか……！　おいっ、貴様！」

　事が済んだと思ったのか、さらに三人の男が女子トイレに踏ふみ込んできた。エリザは手にした刃は物ものを投げ様ざま、もう一本の包丁を太ふと腿ももから引ひき抜いた。

　飛んできたナイフが肩に突き刺さって呻く男の腹に飛び蹴り。
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　慌てて警棒を抜いた男の腕を浅く切る。取り落とした警棒を蹴り上げて鼻はなっ面つらに叩き込んだ。

　出口に近かった男が背を向け逃げようとするが、すでに遅おそい。エリザは無防備な背中に容赦の無い掌底を叩き込み、男は気絶したまま壁かべに激げき突とつしてズルズルと蹲うずくまった。

「……女性を揃そろえられなかったのか？　もっとも、容赦をせずにすんだから文句もないが」

　気絶した男たちを眺め回してエリザは零こぼした。

　最初の攻撃から、時間にして二分弱というところか。不意打ちだったとはいえ、カップラーメンを待つよりも短い時間で屈強な男五人が無力化されてしまった。

　監かん視しが付いていたのはエリザも察していた。だがヴィルがのうのうと外を出歩いても何もされていなかったので、ただ監視されているだけだと安心しかけていた。そうして買い物に出かけた矢先に、この有り様である。

「ヴィルのことを言えないな、私も……ッ！」

　違和感――言葉にすればそれだけの理由で、エリザは出入口近くの壁へ向かってペティナイフを投げ放った。

　何もない壁に刃はが突き刺さ――らなかった。

　包丁は何もない空中で止まっていた。まるで何者かに摘まれているように。

「……一応聞いておきたいんだけど、見えてないわよね？」

　何もない筈の場所から、声が響いた。

　エリザが睨み付けたまま黙だまっていると、彼女の視線の先で何も無いはずの空間にいきなり女が現れた。

　黒くろ髪かみ黒こく瞳とうの、平均的な日本人女性だった。年とし頃ごろは二十歳はたち前後だろうか。整った容よう貌ぼうだが、眠ねむたそうに細められた双そう眸ぼうが妙みように印象に残る。

　女は摘つまんでいた包丁を床に捨て、じっとエリザに視線を注いだ。

「……何か、変なところあった？」

　女が問う。

　油断なく女を睨みつけながら、エリザは口を開いた。

「……いや。何も見えなかった。ただの壁にしか見えなかった」

「なら、何で？」

「さぁ？」

「……ふざけているの？」

　女が眠たそうな目をさらに細める。もしかしたら眠たいのではなく不ふ機き嫌げんで眇すがめているのかもしれない。

　だがエリザはふざけていない。ナイフを投げたのは其そ処こがとても気持ちが悪かったから。要するに勘かん以上であって、はっきりと言えるものではない。

　エリザが黙っていると、女ははぁと息を漏もらした。

「まぁ、いいわ。それで、どうする？　わたしにも天誅を与えるのかしら？」

「いや。ここは女性用のトイレで、あなたは見たところ女のようだ」

「ええ、そうね。色々体中調べられたけど、男と言われた事はないわね」

「なら、別に返り討うちにする理由もない。それにそもそも、私は神を捨てた身だ。いまさら『天誅』などと、すこし面おも映はゆく思っていた」

「そう？　なら、わたしは行くわ。こいつらは後で回収係が来るから、ほっといていいわ」

「わかった」

「……最初は大人しく声をかける予定だったから一応言っとくけど、一いつ緒しよに来る？」

「お断りする」

「まぁ、そうよね……」

　女ははぁと溜ため息いきを漏らした。次の瞬間、女の姿は消えていた。

　だが、まだ居る。

　エリザは目の前の何もないように見える空間をじっと窺うかがった。

　やがて、違和感が去り、あの女が本当に消え去ったと確信して肩の力を抜いた。

「……最初は大人しく、か。さてはあのロクデナシが何かをしたとばっちりか」

　エリザは鼻を鳴らし、男たちが倒れ伏ふした女性用トイレを後にした。そしてナナミたちと合流すると小一時間ほど店内を巡った後で帰き途とへ着いた。
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　初日こそあてがわれた物置を辞退したヴィルだったが、次の日からは悠ゆう々ゆう自じ適てきに使えるよう改造し、寝しん室しつとして十分な広さを確保していた。

　公園跡地から帰ったヴィルは、いろいろ訊きたそうなナナミの視線を知らんぷりし、夕食後はさっさと物置兼けん寝室に引っ込んだ。

「……こんなもんか」

　寝室に転がっていた砥と石いしを使い、慣れ親しんだ得物の龍ドラコ・グ剣ラデイウスを研とぎ澄すませていた。物質を苦もなく斬断する〝光〟の能力があるとはいえ、出所不明の能力ばかりを当てにするのはいかにも頼たよりない。

　蛍けい光こう灯とうの明かりの下で刃を確かく認にんし、龍ドラコ・グ剣ラデイウスを鞘に戻もどす。それを待っていたようにドアがノックされる。いや、実際に待っていたのだろう。

「入ってこいよ、エリザ」

　ロクデナシロクデナシと貶けなしつつ、こういう実直な部分は変わらない。ヴィルは苦笑してドアの向こうへ声を掛けた。

「――失礼する」

　そう言って入ってきたのは、予想通りにエリザだった。

　が、その格好はヴィルの予想からかけ離はなれていた。

　今日帰って来た時は半袖カーディガンにワンピースだったが、いまは薄うすいレースの寝ね間ま着きみたいな格好だった。薄いピンクのレース越ごしに、赤い下着がうっすら透すけて見える。かなり、というかすごく挑ちよう発はつ的てきな格好だった。

　ちなみにヴィルは知らないが、エリザが身に着けているのはいわゆるベビードールというやつだった。女性としては長身でメリハリに富んだエリザによく似合っているのは、ナナミの友人たちの面めん目もく躍やく如じよというところだろう。

　眼と口をあんぐり開いたヴィルに、エリザは薄く笑った。

「どうした？　阿あ呆ほうみたいな顔をしているぞ？」

「……はっ！　やばいやばい、意識が飛んでた……」

「ふん？　いま襲えばあっさり決着が付いていたか」

　エリザはさほど残念そうな様子もなく、すとんとヴィルの横に腰こしを下ろした。

　ヴィルはらしくなくそわそわするのを隠かくすのに必死だった。

　エリザの裸はだかくらい何度も目にしている。だが、いま隣にいる彼女に、ヴィルはこれまでにない感覚に陥おちいらされていた。

　いったい何なのだ、これは？

「ヴィル」

「……なんだ？」

「詳しよう細さいは分からないが、今日襲われた。おそらく、私たちが〈移行者ウオーカー〉であることを知っている連中だ。そこそこの組織だろう」

「……おれも襲われたよ」

「次も来るだろうが、いろいろ思い知らせたからな。次は多少は警けい戒かいして接せつ触しよくしてくれるだろう」

「……そうだといいがな」

「が、もうあまりゆっくり出来る時間も終わりだろう。だから――」

　すっ、とエリザの手が膝ひざに触ふれてきた。

　びくっ、と体が震ふるえる。おそるおそる横を向くと、エリザが身を乗り出だすように顔を近づけていた。

「だから、先日の借りを、ここで返してもらおうと思う」

「……すぐに使わなかったのはこの為ためか……」

　先日の、二分の借りのことだ。あの後全然そういう素そ振ぶりがなかったのは、もっとも効果的な瞬しゆん間かんを狙ねらっていたかららしい。

　――あ、そうか……

　このそわそわと落ち着かない感覚に、ようやく思い至る。

　狼おおかみに追われる兎うさぎ、蛇へびに睨まれた蛙かえる……ともかく、あれだ。獲え物ものの気分だ、これは。

「さぁ、二分だ」

　人間の笑みは獣けものの唸うなりと近きん似じだという証明みたいな表情で、エリザは唇くちびるを押おし付けた。

「んぐっ……」

「んっ……っ、んむ……」

　――あー、おれ食べられちゃってるわー……

　キスっていうのは唇と唇を合わせる行こう為いだったと思うが、エリザは覆おおいかぶさるようにヴィルの唇を奪うばっていた。そしてさらに、体重をかけて来た。押し返そうとしたらレース越しに柔やわらかい感かん触しよくにふれてしまって躊躇し、その隙すきにあっさり押し倒たおされる。

　――肉にく食しよく獣じゆうって、草そう食しよく獣じゆうの器官くびか口に食くらいついて窒ちつ息そく死しさせるんだよなー……

　覆い被かぶさって口内を蹂じゆう躙りんするエリザは、もうまったくもって肉食獣だった。ただし獲物を食うだけの獣と違って、彼女はこっちが反はん撃げきするのを待ち構えている。

　――おれは草食系、おれは草食系、おれは草食系……

　心の中でただ食べられるだけの憐あわれな獲物だと自己暗示を繰り返す。ちょっとでもやり返そうとか思ったら『後のことなんて知ったこっちゃねぇ！』と獣の本能が目覚めてしまう。そうなったら最さい期ご、食われるのは口だけじゃすまなくなる。

　じっとされるがまま、二分が過ぎるのに耐たえる。快感という名の苦行に耐え抜くヴィルから、エリザが「ぷはっ」と口を離す。

　いつの間にか閉じていた目をうっすら開くと、エリザは頬ほおを桃もも色いろに染め、濡れた唇をぺろりと舐なめ上げた。

「これで借りは返してもらったが……どうする？　続きをするか？」

　唇以上に熱く濡れる瞳を細めてエリザが問う。

　頭の片かた隅すみで『ナンデ我が慢まんシテルンダッケ？』と疑問の声が上がり、ヴィルはぶるぶると首を振ふった。麻ま痺ひした頭に誘惑が忍び込んでくる。負けたら駄だ目めだ。負けたら死ぬ。

「……遠えん慮りよしとく」

「ぬう……まだ足りないのか」

　妖あやしい表情を打ち消し、エリザはちっと舌打ちした。

「まぁ、いい。長く続けば続くだけ、愉ゆ快かいなお前を観察できるわけだからな。せいぜい抗あらがってみせろ」

　いつか勝利することを確信する声を残し、エリザは部屋から出て行った。

　よろよろと起き上がり、ヴィルは長々と嘆たん息そくした。

「…………さっさと一発やってサイナラしてたら、あいつも諦あきらめてくれたのかなぁ……」

　いろいろと最低だが、確かにそこまで最低な別れ方が出来ていればこんな事にはなっていなかったろう。何事も中ちゆう途と半はん端ぱは始末が悪いという実例だが、中途半端だからこそのロクデナシとも言える。

「いや、待てよ？　別におれが食われるって決まったワケじゃない。いっそおれが食っちゃえば問題ないんだ」

　そうだ。こっちがあっちに首輪を着けるのだ。そこはかとなく残りカスみたいな良心がちくっと痛むが、構うことはない、だってあっちがこっちに首輪を着けようとしているのだ。ヤラれる前にヤルのだ。

　決意を固め始めたヴィルであったが、その時指が何かに触れた。なんだと目をやれば、赤い布切れが落ちていた。

「っ！　……これ、は……」

　どう見ても、それは女性の下着だった。

「………………ごくり……」

　掴つかみ取とろうと右手が伸びる。脱ぬぎたてなのか、触れた指先にほのかな体温が残っている。さっきまで身に着けていたものを、エリザが脱ぎ捨すてていったらしい。

「エリザの下着……さっきまでエリザが身に着けてた……ハッ！」

　握にぎり締しめようとしていた右手を左手で抑おさえこむ。危なかった！　もう少しで本能が理性を駆く逐ちくするところだった。

「くっ……これも計算づくか……エリザ、なんて恐おそろしい女だ……！」

　強きよう烈れつな引力を放つ赤い布切れに、ヴィルは全ぜん身しん全ぜん霊れいで抗った。




「ふふ……今いま頃ごろヴィルは、私が残してきた下着に悶もん々もんとしていることでしょう」

　リビングに戻ってきたエリザは、してやったりという顔で微ほほ笑えんでいた。

「はぁ……それってマミに教えてもらった方法？」

「ええ。まさかこんな技わざがあったとは……この世界のジョシコーセーという方たちには感服します！」

　最近の女子高生は進んでいるという偏へん見けんが異世界人にまで広がろうとしている。嘆なげかわしい現実に、ナナミは情けない顔で天を仰あおいだ。

「わたしは知らないからね……けど、エリザさん？　その、言いにくいんですけど……」

「はい？」

「その……今頃あいつ、エリザさんがさっきまで履はいてたパンツで……その……イロイロやってるってことじゃ……？」

「あ…………」

　得意顔から一転。エリザはたった今気付いたように目を見開き、居い心ごこ地ち悪そうにそわそわしだした。ヴィルを悶もだえ苦しめることばかりに考えが取られ、自分の下着がいまどう扱あつかわれているのかにようやく想像が追いついたらしい。

「……い、いまごろヴィルが、私の下着で……イロイロと……」

　かああっと顔を羞しゆう恥ちに染め、ごくりと唾つばを飲み込むエリザ。彼女の視線はそろそろと、ベビードール越しにうっすらと透ける自分の下半身へ向かう。

「ヴィルが……私の……」

　熱に浮うかされたような呟つぶやきとともに、今度は右手が伸のびていく。

　ナナミは慌あわててエリザの手を掴んだ。

「ストップ！　ストップ、エリザさん！　わたしが言い出しておいてなんだけど、ミュートがいるから！　見てるから！」

　はっと我に返ったエリザが、リビングの隅すみに目をやる。

　相変わらず料理雑誌で無ぶ聊りようを慰なぐさめていたミュートは、「？」と小首を傾げてエリザを注視していた。

「……すみません、ナナミ殿どの。少しばかり自制を失っていたようです……」

「う、うん……」

　我わが家やのリビングのソファで変な展開にならなくてナナミはホッとした。ちょっとだけ続きを見てみたかった気がするが、気の迷いで本意ではないと信じたい。

「……それで？　これからどうするかって話だっけ？」

「はい。どうやら〈移行者ウオーカー〉を探す者たちがいる様子。その者たちがこの世界の滞たい在ざいを快く思わないのなら、我々は早々に次の世界へ移動しようと思います」

「そう……けれどそういう組織があるなら、わたしの疑問にもある程てい度ど答えてもらえるかしらね……分かった。短い間だったけど、楽しかったわ」

「ええ、こちらもです」

　ナナミとエリザは笑い合った。

　たった一週間だが、この異世界人たちと別れるとなるとそれはそれで寂さびしい気分になるナナミだった。

　そんな寂しい気分がほんの一時間後、月詠宅とともに木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛とぶ事になるとは、ナナミにも異世界人たちにも知る由よしはなかった。
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　深夜の住宅街は騒そう然ぜんとなっていた。

　つい最近もとある邸てい宅たくでガス爆発があって壁に大穴が空くという事件があったが、今回はその比ではない。

　家が一軒、崩ほう壊かいした。

　ガス爆発があった、まさにその邸宅である。

　まるで爆ばく弾だんで吹き飛ばされたかのように粉々になっていた。

「あの時、もっと詳くわしく調査すべきだったかな……」

　先日のガス爆発で駆け付けた中年警官は邸宅の跡地を眺めて呟いた。まさかあの一週間後にこんな事態になるなどと誰だれも予想できなかったろうが、生々しい瓦礫の山を見れば後悔ばかりが湧わいてくる。

「けど、いったい何があったんでしょうね……」

　一緒にこの家にやって来た若い警官が、途と方ほうに暮れたような声を漏らした。

「昼間の公園のこともありますし……まさか、これも不ふ発はつ弾だんとかじゃ……」

　彼かれの一言に、周囲を封鎖している警官たちが一いつ斉せいに足元を見た。

　余計な事を言う後こう輩はいに、中年警官は拳げん骨こつを見み舞まった。

「いたっ！」

「お前はいつも一言多いから黙ってろ」

「けど、先せん輩ぱい……付近の住民からもひっきりなしに不安の電話が掛かってきてるし……だいたい、あの連中は何なんですか？」

　若い警官が示す先では、妙な黒服の連中が問題の邸宅後を検分していた。警官たちは一人もいない。彼らはただ邸宅の敷しき地ちを封鎖する為に駆り出されていた。

「本庁の連中とは毛色が違うし……いったい何者で、何を調べてるんでしょう？」

「……あまり詮せん索さくするな」

　若い警官に、中年警官は声を潜ひそめて忠告した。

「あの連中は、拙まずい。何者か探さぐるだけでも、とばっちりをうける可能性がある」

「けど……」

「ときどき出てくるんだよ、ああいう連中は……とにかく余計なことはするな」

　あの邸宅の者たちには気の毒だが、もう警察の出る幕はない。薄はく情じようだろうが、彼にだって家族がある。この頃ごろギクシャクしてる娘むすめだって私立に入れてやりたい。この馬ば鹿かな後輩も、こいつはともかく結けつ婚こんしたばかりのもったいない嫁よめさんが苦労するのは忍びない。

「とにかく、何もするな」

　中年警官は繰くり返かえし言い付ける。若い警官も静かな剣けん幕まくに押されてかくかくと頷うなずいた。




※　※　※




　這ほう々ほうの体てい、という言葉がある。散々な目にあって逃にげまわり、今にも這はい出しそうなほど打ちひしがれた状態を示す言葉だ。

　いま、ナナミは、その言葉の意味を身を以もって再現しようとしていた。

「……何でこんな事に……」

　人気のない薄うす暗ぐらい道をずるずる足を引き摺ずるようにして進みながら、ナナミは上の空で自問した。

　そろそろ寝ねようとしたら突とつ然ぜん、リビングの壁がぶち破られた。映画でしか見たことがないような黒服の男たちが、知識だけでしか知らない銃じゆう器きを構えて突とつ入にゆうしてきた。

　その後のことは、よく思い出せない。

　目にも留とまらぬ速度で剣けんを振り回まわすヴィルを見た気もするし、包丁を振り回して男たちを料理するエリザを見た気もする。

　大だい乱らん闘とうがはじまり腰を抜ぬかしていると、ヴィルが舌打ちをしてナナミを抱え上あげた。

　直後、家が爆発した。

　爆発だ。

　言葉も出ないナナミを抱えたヴィルは爆発の直前に家から脱だつ出しゆつしていた。そして目の前にいた、手足を包帯でグルグル巻きにした赤い髪かみを逆立たせた少年へ突とつ進しんし、ナナミの体重も加わった飛び蹴げりを見舞った。人間が吹っ飛ぶ光景を、ナナミは現実感なく眺めた。

　その後、何がなんだか分からない内に住宅街から抜け出したヴィルは、目を回したミュートを抱えたエリザと合流すると、さっそく相談を始めた。

「このまま《塔》まで行っちまうか？　この世界もミュートの目的地じゃないみたいだし」

「ここでナナミ殿を放ほうり出してゆくことは出来ないだろうが」

「こいつも連れてくか？　さすがにあいつらも異世界まで追いかけては来ないだろ」

　冗じよう談だん混じりに笑うヴィルの頭をエリザが思いっ切り叩たたいた。

　頭を擦さすりつつ、ヴィルはナナミに顔を向けた。

「ま、恩人をこのままポイ捨てていくのは気分が悪いしな。そういう訳で、お前さんを保護してくれる場所まで送って行こうと思う」

「……そんなところ、何ど処こにあるってのよ……」

　母親に連れん絡らくを取ろうにも、あの人は仕事一筋の人だし、ただの研究者だ。こんな状じよう況きようで何が出来るわけでもないし、そもそも彼女だって今頃どうなっていることか。

「何処って、お前さんの実家に行けばいいんじゃないのか？」

　さらりとヴィルは言った。

「月詠神社、だかってトコロがお前の実家だろ？　そこに行けばいい」

「……おじいちゃんの所なら、確かに匿かくまってくれるかもしれないけど……なんであんたがおじいちゃんの神社を知っているの？」

「図書館で興味があったから『月詠』って単語で片かたっ端ぱしから検けん索さくを掛かけてもらった。そしたらお前の家の電話帳に書いてあった住所と同じ場所にある神社を見つけた。ここまで来れば、その神社がお前の母親の実家だろうってのはすぐに察しがつく」

　勝手に電話帳を見たことに怒おこるべきか、現代社会への順応ぶりを驚おどろくべきか、どう反応すべきか迷いつつも他に取れる選せん択たく肢しも見付けられず、ナナミはしぶしぶ頷いた。

　そして、乗り物を使うのはリスクが高いということで、東京郊こう外がいまで徒歩で移動することとなった。精神的疲ひ労ろうに肉体的疲労も加わり、ちょっとでも油断したらナナミはその場に崩くずれ落おちそうだった。

「辛つらいなら、背せ負おってやろうか？」

　ちゃっかり持ち出した自分の荷物を背負ったヴィルが気軽に言う。その声に苛いら立だち、ナナミはぎろりと呑のん気きな異世界人を睨み付けた。

「……要いらないお世話よ」

「そうかい？」

　ヴィルは笑って肩かたを竦すくめた。

　ナナミは歯は軋ぎしりして足を進めた。実際のところはもうあと一センチだって自分の足を動かしたくない。これがエリザの提案だったら一も二もなく頷いただろうが、彼女の背にはすでにミュートが背負われている。彼女に二人も背負ってくれとは言えなかった。

　そういうナナミの心の動きを察しているのか、ヴィルは定期的に声を掛けてくる。そうやって自分の意地を維い持じさせようという意図が見え見えで、ナナミは地じ団だん駄だを踏みたくなる。足がちゃんと上がったなら、そりゃあもう盛大に踏んでいただろう。

　苦行のような行程を数時間。早朝とも言っていい時間になって、ナナミたちは目的地へ辿たどり着ついた。

　月詠神社は小高い山に構えられていた。ほとんど四よつん這ばいで石段を登った先には、ナナミの記き憶おくと寸分違たがわぬ境けい内だいがあった。ここはいつまで経たっても何も変わらない。

　人の気配を察したのか、社務所兼けん自宅の玄げん関かんの引き戸がピシャリと開いた。

　竹たけ箒ぼうきの代わりに木刀を手に持った、鋭するどい目付きの総白髪の老人が出てくる。が、その目がナナミを認めると、老人は瞬しゆん時じに顔を綻ほころばせた。

「おお！　ナナミじゃないか！　久しぶりだな！」

「ジュウゴおじいちゃん……」

　ナナミの祖父、月詠ジュウゴは、風のように孫へ駆かけ寄ると、両手を彼かの女じよの脇わきに差し入れて高々と掲かかげた。

「はっはっは！　相変わらずちっちゃくてめんこいのう！　ちゃんと食べておるのか？」

「……まぁ、そこそこ」

「ふむ？　疲つかれているようじゃな」

　ジュウゴはナナミを下ろし、わしわしと孫の頭を撫なで回した。

「急に来たから何の用意もしてないが、ゆっくりしてお行き。ご友人も一緒に……」

　そう言って顔を上げた老人は、眉まゆ根ねを寄せ、すぐにその表情を険しい物に変えた。

「きさま……性しよう懲こりもなくまた来おったかぁぁぁぁあああああああっ！」

　ナナミを放り投なげるように脇へ退け、老人は手にした木刀を横薙なぎにした。

　慌てて振り向むくと、ジュウゴが薙いだ木刀を、ヴィルが剣の鞘で受け止めていた。

「……ヴィル。おまえ、このご老人に何かしたのか？」

　ミュートを背負ったエリザが遠ざかりつつ尋たずねる。

　ヴィルは老人から目を離さぬまま、心外そうな声を出した。

「いや？　こちらさんと会うのは初めてだが……」

「知しらん振ぷりか！　娘で飽あきたらず、今度は孫まで！　今度こそ叩きのめして烏からすの餌えさにしてくれるわ！」

　ジュウゴは問答無用とばかりに再度斬きりかかった。

　鞘に入ったままの剣で防ぼう御ぎよするヴィルだが、数度の打ち返しのあとで顔を顰しかめる。

「この木刀……鉄かなんか仕込んでやがるな？　元気なジジイだ……」

「誰がジジイかぁ！」

　ぎゅん、と空気を抉えぐる大上段からの打ち下ろし。

　受けようとしたヴィルだったが寸前で慌てて飛び退のいた。

　空から振ぶりした木刀が石いし畳だたみを打つ。凄すさまじい音とともに石が砕くだけて、飛び散った破は片へんがパラパラと降り注いだ。

「……何だ、この非常識なジジイは……」

「誰が非常識じゃ！」

　怒ど鳴なり声ごえを置き去りにする瞬しゆん速そくで接近したジュウゴが尚なおも斬りかかる。鉄てつ芯しん入りの木刀ともなればかなりの重さのはずだが、剣速が落ちる気配が微み塵じんもない。それどころか振るう度に剣筋に鋭さが増してゆく。隙を誘さそうような変へん幻げん自じ在ざいさとは無む縁えんの、愚ぐ直ちよくで真まっ直すぐな剣撃。最善手を最速で繰り返す攻こう撃げきは、徐じよ々じよにヴィルを追おい詰つめはじめた。

「っ……なぁ、ジイ様よ？　誰かと勘かん違ちがいしてないか？」

「見み間ま違ちがえるものか！　その脳天気な面つら構がまえ！　三十年前と何も変わっておらんわ！」

「三十年前って……おいおい……」

　脳みそをぶちまけんとする振り下おろしをぎりぎりで押し止とどめるヴィル。みしみしと鍔つば迫ぜり合あいをする中、ジュウゴはちらりとヴィルの右手を見やり、そしてその怒ど気きと殺気をさらに高める。

「はっ！　右手の刺青いれずみを隠さんとはな！　儂わしが耄もう碌ろくしたと思って油断したか小こわ童つぱが！」

「あー……どうしたもんかな、これ……」

　気き炎えんを吐はくジュウゴに、ヴィルは困った顔で唸る。

　呆あつ気けにとられていたナナミだったが、筋肉がみちみち音を立てる壮そう絶ぜつな鍔迫り合いに、ようやく思考を取り戻した。

「お、おじいちゃん!?　何やってるの!?」

「そこに居れナナミ！　心配せずともこの不ふ埒らち者はこの場で叩き殺してくれる！」

「心配しかないけど!?」

　とうとう祖父の気が触れてしまったのかと青くなるナナミは、自分の横で見物するエリザに一いち縷るの望みを掛けて縋すがり付いた。

「エリザさん！　あの二人を止めて！」

「なかなかいい戦いですからもうしばらく見学していましょう。それにしてもナナミ殿のお祖じ父い様さまはお強いですね。かなりの腕うで前まえと見ましたが？」

「え？　ええ……おじいちゃんは警察や自衛隊の武道教練も受け持ってた事があって、今でも警視庁の部長さんとか自衛隊の将校さんから季節の便りをもらってるとかで……ってそんなのはどうでもよくて！　止めてください！」

「いえ、放っておきましょう。あのロクデナシも一度くらい頭をかち割られれば、ちょっとは素す直なおになるかも知れませんし」

　ヴィルに対しては容赦がないとは思っていたが、これはさすがに酷ひどいのではなかろうか。かといって、あんな戦いを自分がどうこう出来るはずもない。ナナミははらはらと二人の戦いを見守った。

「ぬ……ぅぅうおおおおおおおおおっ！」

　老人が裂れつ帛ぱくの気合いとともに蹴けりを見舞う。

　ヴィルは転がるように回かい避ひしつつ、その顔に笑えみを浮かべた。

「実じつ践せん派はだな。面おも白しろいジジイだ」

「ほざけ小童！」

　ジュウゴが木刀を左手で納刀するように持って腰に引きつけた。居合いの構えだ。

「ぬ……」

「ほぅ……」

　ヴィルとエリザが同時に溜め息を漏らした。

　ナナミには分かりようがなかったが、居合いや抜ばつ刀とう術といった『抜き』の剣撃は、納刀から抜刀による速度の底上げとは別の利点がある。攻撃の直前まで刀身が身体に隠され、タイミングと剣筋が読み難がたくなるのだ。

　じりっ、とヴィルとジュウゴの動きが止まった。

「…………」

「…………」

　張はり詰めた空気に、ナナミは喉のどの渇かわきを覚えた。反射的に唾をゴクリと飲み込み――

「ちぇすとぉぉぉおおおお――――――――っっっ!!」

　ジュウゴが動いた。低い姿勢から迅じん雷らいの抜き上げが放たれ――

「――ぬっ!?」

　――ない。

　ヴィルが鞘さやごと投げ付けた剣が、ジュウゴの右手、居合いの発射口を塞ふさいだ。

　慮りよ外がいの攻撃に僅わずかに固まった隙を突ついてヴィルが疾走はしる。握り締めた拳こぶしが、老人の鳩尾みぞおちにめり込んだ。

「ぐっ……こ、わっ、ぱぁ……」

　怨えん嗟さの唸りを発し、ジュウゴががくりと気絶する。

「…………とんでもないジジイだ……」

　楽しそうにぼやき、ヴィルはよっと筋骨たくましい老人を担かつぎ上げる。

　目を見張っていたナナミが、慌てて駆け寄よった。




　幸い、ジュウゴはすぐに目覚めた。

　軽く呻うめいて瞼まぶたを開いた彼が見たものは、自宅の卓袱ちやぶ台だいで茶を啜すする、孫を含ふくめた四人の若者たちだった。

「あ、目を覚ましたみたいだぜ？」

「小童ぁぁあああああああああああああああああっっ！」

　腹部の痛みも忘れて飛び掛かろうとしたジュウゴだったが、手足を縛しばられて柱にぐるぐる巻きにされていてはそれも叶かなわない。

　柱をぎしぎしと揺ゆらし、ジュウゴはヴィルへ獣の如き唸り声を浴びせかける。

「小童ぁ……」

「ホントにおっかねぇジジイだな……なぁ、ジイさん。あんた、おれを誰かと勘違いしてないか？」

「ほざけ！　見間違いなどせんわ！　三十年前とまったく同じ顔をしおってからに！」

「あのよぅ、ジイさん。人間が三十年も顔がそのままなもんかね？」

「む……」

　ジュウゴは唸りを呻きに変えた。

「……いや、貴様は奇き怪かいな刺青をいれておる！　あの刺青を見忘れるものか！」

「これか？」

　ヴィルは右手の甲こうの刻印をジュウゴに見せた。

　ジュウゴはまじまじとヴィルの刻印を睨み、徐々に怪け訝げんな顔になった。

「ぬぅ……微び妙みように違ちがう……儂が知っているのはもっと仰ぎよう々ぎようしかった……」

　呻き、訝いぶかしみ、首をひねるジュウゴは、やがてまじまじとヴィルを見つめ直した。

「……お主、何者だ？」

「ようやく人間に戻ったな」

　ヴィルはやれやれと肩を竦めた。

　祖父が落ち着いて、ナナミがホッと息を吐いた。

「おじいちゃん、実はね……」

　ナナミはこれまでの事を祖父に話した。急に視え始めた《塔》や、その《塔》から落ちてきた異世界人のヴィルたちに、家が吹っ飛んだあれやこれやだ。

　縄なわを解かれて手首や足首を擦っていたジュウゴは、孫の話が進むにつれて妙みように疲れた顔になった。

「信じられないかもしれないけど……」

「いや、だいたいの事は了りよう解かいした」

　ジュウゴはナナミへ同情するような視線を向けた。

「……まさか、お前にも視えるようになったとは……」

「視えるようにって……まさか、おじいちゃんも!?」

「いや、儂は視えん。が、儂の娘たちは視えると言っておった。ナナミ、お前はレイカから聞いてないのか？」

「お母さん？」

　ナナミは予想外の人物名に目を見開いた。

「お母さんにも、《塔》が……？」

「相談しなかったのか？」

「……相談しようがないわ。眼めか脳の障害って思われるのがオチだもの」

「そうだな……儂もはじめは若者の妄もう想そうだと思っておった」

　深々と嘆息し、ジュウゴは異世界人の少年と少女らを見回した。

「……孫が世話になったようだからな。そのムカつく顔の小童はともかく、年とし頃ごろの娘さんを放り出すのは気が咎とがめる。しばらく泊とまって行くといい」

　こうしてナナミと異世界人三名は、緊きん急きゆう避ひ難なん所じよを得ることとなった。




２




　住むからには働いてもらう、というジュウゴの方針に従い、ヴィルたちはそれぞれ神社の雑用を押し付けられることになった。

　まず、ナナミは食事の用意などだ。幸いジュウゴは健けん啖たんで、あまりメニューを考える必要がなかった。どっさり作った鶏とりの唐から揚あげを、ヴィルと奪い合うほどだ。

　エリザとミュートは、神社の境内の掃そう除じに駆り出された。ただし、巫女みこ服姿でだ。ちゃっかり自分の荷物を回収したヴィルと違い、彼女らの服は月詠宅の瓦が礫れきの下だ。女性用の服と言ったらバイトの巫女さん用の衣装くらいしかなかったのだ。

　エリザもミュートも日本人にはあり得ない容姿ながら、美少女のマルチスキルのおかげで巫女服を完全に御ぎよしていた。正直、ナナミよりもよほど似合っている。

　だが似合っているということは目立つということで、あんな巫女さんが境内の掃除をしてて良いものなのかと、ナナミは難しい顔をした。

「いいんじゃね？　危なくなったらまたさっさと逃げればいいさ」

　と、ヴィルは脳天気そのものに言い放った。

　ちなみにそのヴィルはというと、ジュウゴにあれやこれやと雑用を押し付けられていた。社しや殿でんの掃除、床ゆかの張はり替かえに瓦かわらの取とり替かえなどなど。かなりの重労働を嫌いやがらせのように押し付けられたが、器用にこなしてジュウゴを悔くやしがらせた。

　襲しゆう撃げきされたのにこれでいいのかとナナミは悩なやみ、悩みながらあっという間に月詠神社に転がり込んでから三日が過ぎた。




「ちぇすとぉ――――――おおおっっ！」

　境内に甲かん高だかい気合いの声が轟とどろいた。

　巫女服姿に、栗くり色いろに近い金きん髪ぱつをポニーテールに括くくったエリザのものである。

　彼女は木刀を構え、ジュウゴに打ち込んでいく。

「疾はやいが荒あらい！　もっと刃はの斬きり込みを意識しろ！　それでは剣でなく棒を振るっているようなものだぞ！」

「はいっ！」

　ジュウゴも木刀を持って斬り返す。

　ヴィルとの立ち合いに感かん銘めいを受けたエリザが、ジュウゴに稽けい古こを頼たのんだのだ。はじめは渋しぶっていたジュウゴであったが、エリザが「ヴィルを物理的にも叩きのめしたい」と口にするやいなや、二つ返事で頷いた。

「うむ。筋が良いな、エリザ」

「ありがとうございます、師し匠しよう」

　エリザに師匠と呼ばれ、ジュウゴが相好を崩した。さらに、洗い場で汗あせを拭ふくエリザのうなじや肩を眺めて、眼福眼福と手を合わせる。

　ミュートと見学していたナナミは、そんな祖父にじとっとした瞳ひとみを向けた。

「……おじいちゃん。あんまりだらしない顔すると天国のおばあちゃんに呪のろわれちゃうよ」

「そう言うな。儂がシゴイてきたのはむさっ苦しい男どもばかりだったからな。年頃の娘さんとの稽古は新しん鮮せんだ。二十は若返った気分じゃわい」

「おばあちゃんが草葉の陰かげで泣いてるのが見えるようだわ……」

「儂も若い頃ころは浮うき名なを流したが、あいつが泣いた姿など見た事ないな。むしろ笑ってボコボコにされたもんじゃ」

　懐なつかしいと呵か々か大たい笑しようするジュウゴ。

　ぶっきら棒だが優やさしかった祖父の素す顔がおに、ナナミは絶望的な気分で天を仰いだ。

「しかし……あのナナミが天国だの草葉の陰だのと口にするとはな」

　視界を空から地上に戻もどすと、ジュウゴが感かん慨がい深ぶかげに孫を見み詰つめていた。

「成長したものだ」

「……単に堕だ落らくしただけよ」

　ナナミは拗すねるように視線を逸そらした。

「科学とか真理とか、そういう高こう尚しようなものを追いかけるのに耐えられなくなっただけだもの…………？」

　いつの間にやら、ミュートがよしよしとナナミの頭を撫でていた。彼女は碧あおい瞳で「大だい丈じよう夫ぶ？」と覗き込んでいる。

「……大丈夫よ。別に痛いところなんてないから」

　そう言って青色の髪を撫で返すが、ミュートは尚も心配顔をしている。

　……自分はそんなに気き遣づかわれるような顔をしているのだろうか？

「ああ……そうだ。お前さんの荷物、まだお前の部屋に積んだままになっている。暇ひまなら、ちょっと片付けておきなさい」

　そう言うと、祖父はエリザとの稽古へ戻っていった。

「…………」

　ナナミの返事を待たずして、また境内に木刀同士が打ち合う音が響ひびき始めた。




　手て持もち無ぶ沙さ汰ただったナナミは、祖父に言われた通り部屋の片付けへ向かった。

　一時期住んでいた時の自分の部屋は、一年前出ていった時のままだった。祖父はまったく手を付けていなかったようで、段ボール箱が積み重なったままだった。

「…………」

　手近な段ボール箱を開けると、ファイルやノートがみっちりと詰まっている。適当に取り出したノートには『Nanami Kudou』とサインされている。まだ自分の名字が父方だったときのままだ。ペラペラとノートを捲めくると、英語と日本語がごっちゃになった研究結果やらメモやら計算式やらがぎっしり書き込まれている。

　かつて何もかもに夢中だった子供の頃の残ざん滓しを眺め、ナナミはぽつりと呟いた。

「……もう焼いちゃおうかな……」

「そいつはもったいないな」

　独り言に返事が帰って来て、ナナミはびくりと身体を竦ませた。

　慌てて振り返ると、手て拭ぬぐいを頭に巻いたヴィルが部屋の入口に立っていた。

「おれにはまったく理解できないが、そいつは所いわ謂ゆる『研究資料』ってやつだろ？　しかも積み上がった箱はざっと二十はあるか？　焼くなんてもったいない」

「……いいのよ」

　よりにもよってと胸の内で悪態を吐き、ナナミは硬い声で答えた。

「どうせこんなもの、なんの役にも立たなかったんだから。それどころか――」

「それどころか家族を壊こわす切きっ掛けになった、って？」

「なっ――」

　何でこいつがその事を知ってるんだ!?

　咎とがめる声を忘れて凍こおり付いていると、ヴィルは「たいしたこっちゃない」と前置きして話し始めた。

「あのジジイにいろいろ聞いてな。お前、ちょっと前まで『あめりか』だかって国でぶいぶい言わしてたんだろ？　次元量子学、だかなんだかすごい研究をやってて有名だったらしいじゃないか」

「……もう黙だまって……」

「んで、そんなお前さんの才能に入れ込んだ科学者の母親と、一いつ般ぱん人じんの父親との間で喧けん嘩かになったと。そんでもってお前の母親と父親は――」

「黙れって言ってるのよ！」

　叫さけんだ。

　聞きたくないというように叫ぶ。

　そんな事をすれば相手の言っている事を認める事になるのは分かっていて、叫ぶのを止められなかった。よりにもよって、この男にだけは言われたくない。

「お前さんの研究は、もともとお前の母親のもんだったんだって？　自分より優ゆう秀しゆうな子供を見て、お前の母親はお前を後あと押おし――ってか利用しようとしたわけだ？」

「うるさいロクデナシ！」

　殴なぐりかかったが、ナナミがどうこうできるわけがない。

　ヴィルは避よけることも受け止めることもせずにナナミの拳を腹で受ける。

　ナナミは岩を殴ったような痛みに拳を押おさえた。

「子供を道具にするのかって、お前の父親は母親に詰め寄ったそうだな？　それで結局お前の両親は離り縁えんした、と」

　何も出来ずに睨み付けるナナミに構わず、ヴィルは話し続ける。

「いやはや、悲しい出来事だ。けど分からないな？　なんで研究をやめた？」

「……どうでも良くなったのよ。それだけの事よ」

「そうかねぇ」

　にやにやと、ヴィルはナナミを居心地悪くさせる笑みを浮かべている。

「お前さん、自分の好こう奇き心しんが恐こわくなったんだろ？　だからつまらない顔して、好奇心むき出しの奴やつを目の敵にしてるんだろ？　ようするに、このおれを」

「…………」

　何か言い返してやりたいが、言い返す言葉が思い付かない。一いつ般ぱん相対性定理だってすらすら説明できるのに、一言も言い返せない。

「けど、気が付いてるのかねぇ？　そいつは所謂『同族嫌けん悪お』ってヤツだぜ？」

　異世界を渡わたってきた〈移行者ウオーカー〉が笑みを深める。

　気が付いた。こいつの浮かべる笑み。これは同類へ向ける笑みだ。

「気が付いているか、月詠ナナミ？　お前はおれの同類だ」

　ヴィルはそう言って笑った。その笑え顔がおは無む邪じや気きで、遊び仲間を見つけたような晴れ晴れしいものだったが――だからこそ、ナナミには彼の表情は悪あく魔まの笑みに視えた。

「……私は、あなたとは違う……」

「そうかぁ？　おんなじだと思うけどなぁ？」

　無邪気な悪魔が首を傾かしげる。

「お前は好奇心の為ためなら時間も人生も捧ささげることが出来る人間だ。そうでなければいくら才能があったってその歳としで『天才』と呼ばれるワケがない」

「黙れクズ！　わたしは天才なんかじゃない！　わたしは普ふ通つうの人間よ！　あんたみたいな異常者とは違う！」

「異常者、ねぇ」

　ヴィルは我わが意を得たとばかりに満面の笑みを浮うかべた。

「その異常者を異常者だと知りつつ匿ったお前は、さてはて何者なんだろうな？」

「わたしは――」

「認めろよ？　本当はまったく後こう悔かいしてないんだろ？　自分の好奇心で両親が離縁したことなんて、お前はまったく堪こたえてないんだろう？」

「っ！」

　自分を覗きこんできたいやらしい顔を思いっ切り叩いた。

　だが、異世界人の笑みはわずかも揺るがない。

「お前が怖こわくなったのは、自分がまったく傷付いてないって気付いたからだ。お前は今いま更さら自分が異常だって気付いちまったんだ」

「…………」

「だから、もったいないって言ってんだ。その研究資料を焼やき払はらったって、好奇心を棄すてる覚かく悟ごには全然足らない。どうせ異常な異世界人を好奇心から匿っちまう程度の我が慢まんしか出来ないんだしな」
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「……出てけ」

　ナナミは机の引き出しからハサミを取り出してヴィルに突き付けた。

「出てけ！　このロクデナシ！　ヒトデナシの悪魔！」

「へいへい。出てくよ」

　異世界人はチェシャ猫ねこのようなにやにや笑いを残して去っていった。

　震ふるえる手でハサミを握にぎっていたナナミは、やがてすとんと蹲うずくまった。

「……違う……違う……わたしは……」

　違わないでしょう？　と頭の奥おくから声がした。

　――ああ、そうだとも。違わないとも。

　母と父が争あらそう間も、自分は素知らぬ顔で研究を続けていた。世界を解体し再構築する、好奇心が満たされてゆく愉ゆ悦えつのままに生きていた。もちろん、娘として両親は愛していた。だから離り婚こんが成立して父が出て行った時も「ああ、残念だなぁ」と悲しくなった。

　だが、数カ月ぶりに研究室から帰宅して目にしたガランとした自宅の光景に、ナナミは唐とう突とつに気が付いた。

　――父親が出て行っても残念としか思わない自分は、本当に正常なのか？

　そう思ったら、急に怖くなった。世界中で自分だけが、自分一人だけが異常な気がした。

　大学の研究室でも「可か哀わい想そうに」「元気を出してね」と皆みなに同情された。ずっと研究を共にしてきた自分の同類と思ってきた人々は、正常な人間だった。

　気が付いたら、急に怖くなって祖父の元へ逃げてきた。

　そして追い掛けてきた母親と話し合い、普通の生活をすることになった。彼女も娘には負い目があって、簡単に了りよう承しようしてくれた。

　それからは、正常な人間になるよう心がけた。自分を狂くるわせる好奇心を抑おさえ、普通の生活を心こころ掛がけてきた。

　そんな中で、《塔》が視えるようになり、異世界人たちが落っこちて来た。

　ああ、認めよう。

　楽しかった。

　まったく分からないものが目の前に落ちてきて、楽しくないわけがなかった。

　それでも、楽しいと認めるワケにはいかなかった。認めたら、もう二度と正常な人間には戻れない。自分が異常であると認めるしかなくなる。

「…………ふ、ふふ……ふへへ……あはははははは…………」

　けど、あいつの言う通りだ。あの異世界人たちを匿って観察している時点で、とっくに正常な人間とは言えないではないか。

　そもそも、自分はいま諦あきらめろと言われて諦められるのか？

　あんなワケの分からない《塔》を？

　異世界を渡り歩あるく〈移行者ウオーカー〉という存在を？

　あんな面白そうなものを諦めて生きていけるのか？

　否だ。諦められるなら、とっとと連中を見捨てていた筈はずだ。

「ふ、ふふ……あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは………………っっ！」

　そうだ。そうだとも。とっくの昔からそうだったんじゃないか。

　自分は所しよ詮せん――自分さえ楽しければいい『ヒトデナシ』だ。




※　※　※




「おーおー、楽しそうだねぇ」

　外にまで聞こえてくる笑い声に、ヴィルはくつくつと腹の中で笑った。

　出で会あったその日から、あの少女が自分の同類だとヴィルは気付いていた。自分たちへ質問するときのあの眼。あんな眼をする奴が『普通』に満足できるはずがない。こんな平和な世界では、なおさらだ。

「居い心ごこ地ちのいい世界だが……それだけに長居は出来んよなぁ、おれみたいな奴は」

　社殿の屋根に登ったヴィルは、眼下に広がる街並みを眺めた。

　この世界は、平和で、快適で――穏おだやか過ぎる。

　常に心を震わせないと腐くさっていく、好奇心に忠実な人間には生き辛い世界だ。

「そう考えるとこの世界の《塔》は――異常者選別装置って事かねぇ？」

　この世界に生きづらい者に新天地を与あたえる、そんな存在なのかもしれない。

「お袋ふくろも、生きづらかったのかねぇ……」

　胸むな元もとのペンダントを弄いじりながら独りごちていると、額に殺気を感じた。

　手にしていた補修用の木材を額に掲げると、とすんと何かが刺ささった。

「……棒手しゆ裏り剣けん、ってヤツか？」

　この世界の漫まん画がに載のっていた武器だ。下を見ると、神社の管理人である老人が眼がん光こう鋭するどく睨み上げていた。

「……バチあたりめ。補修が終わったならさっさと降りろ」

「へいへい」

　道具箱と木材を抱え、ヴィルはひょいひょいと社殿の屋根から飛び降りた。

　腕うでを組むジュウゴが気に入らなそうに睨む。

「ふん。無む駄だに動きのいいヤツだ。気に入らん」

「おいおい、そりゃないだろ」

　荷物を置き、ヴィルはにやりとジュウゴに笑い返した。

「仮にも、孫に掛ける言葉じゃないだろ？」

「……そうと決まったワケではない」

「なら、あんたの娘むすめ――行ゆく方え不明になった方の娘の写真を見せてくれよ」

「…………」

「知らんぷりはよしてくれよ？　異世界人だって新聞のチェックくらい出来るさ」

　もっとも実際にチェックしたのは図書館の司書さんだったが。

　ジュウゴはしばらく黙っていたが、やがて作さ務む衣えから写真入れを取り出した。かなり古い写真が収められており、そこには姉妹らしき二人の娘が写っていた。

「長女のユウカと……次女のレイカだ」

「ふぅん？　やっぱりお袋、若い頃も美人だったんだなぁ」

　ユウカと呼ばれた強気そうな娘の姿に、写真を眺めるヴィルは懐かしそうに目を細めた。

「……間ま違ちがい、ないのか？」

「ああ。そっくりさんの可能性も捨てきれないが、あんたの娘『月詠ユウカ』は、おれのお袋『ユウカ・ツクヨミ』だ」

「……そうか」

　ふぅ、とジュウゴが息を漏もらした。長い、長い吐と息いきだった。

「……あいつは、今どうしている？」

「死んだ。おれが七つの時、流行はやり病やまいであっさり。苦しむ間もなくあっけなく、な」

「……殺しても死ななそうな娘だと思っていたが」

「おれもまったく同感だな」

「……ふん」

　ジュウゴは鼻を鳴らした。そして改めて、ヴィルをじろりと睨み付ける。

「……孫なら、もうすこしユウカの面おも影かげをしていても良かろうに」

「そういう文句はお袋に言ってくれ。おれだって顔も知らない父親似だって言われて、どういう顔すればいいか分からなかったんだからよ」

「……あいつは、一人でお前を育てたのか」

「ああ」

「あいつは……幸せだったか？」

「幸せかどうかなんて、本人にしか分からないだろ。けど、まぁ……」

　ヴィルは記憶に残る母親の顔を思い出だす。

「……少なくとも、後悔してる風には見えなかったな」

「ふん。当然だな。父親の忠告も聞かずに飛び出して後悔しようものなら、いっそぶった斬ってやるところだ」

「恐いおじいちゃんだ」

「貴様に『おじいちゃん』呼ばわりされる謂いわれはないわ、小童！」

　ジュウゴは脅おどすように一いつ喝かつした。

　ここは素直に『おじいちゃん』と呼ぶのはやめようとヴィルは思った。怒いかりすぎは老体に悪い。ヴィルにだって、肉親の情はちょっとくらい備わっている。

「ちっ。まったく忌いま々いましい……で？」

「で、って？」

「儂に訊ききたいことがあるんだろうが？　さっさと訊けばいいものを、勿もつ体たい振ぶりおって」

「こっちから問いかけても答えてくれなそうだったからな」

　ヴィルは軽く肩かたを竦すくめ、少しだけ真ま面じ目めに引ひき締しめた顔をジュウゴに向けた。

「ジイさんが目の敵にしてる男――おれとよく似た顔したヤツが、おれの親おや父じなのか？」

「そこまで似ているなら疑いようがないな。忌々しい顔だ、本当に」

「おれのお袋は、そいつに誑たぶらかされた？」

「だったらどれだけ良かったか。あの馬ば鹿かむ娘すめ、『こいつに付いてくのが面白そうだ』と自分からノコノコ付いて行きおった！　あの男が本気で嫌がる顔をしていたのが余計に腹立たしい！　あの男、ユウカの何が不満だと言うんだ！　あいつめ！　あの小童め！」

　どうやら単に『娘を連れ去った男』以上の恨うらみ辛つらみがあるようだ。

　同時に、ヴィルはすこし安心した。

　男に絆ほだされたと言われるより、よほどあの母親らしい。

「んで？　その男の名前は？」

「はん！　忘れたわ！　思い出したくもない！」

「そっか。そいつは残念」

　ヴィルは肩を竦めて地面においた道具を抱え直した。他の場所の補修へ向かおうとすると、ジュウゴが声をかける。

「おい、小童。それで終わりか？」

「ん？　そうだけど？」

「母親の――ユウカの話は訊かないのか？」

「母親の若いころの話なんて、聞いたって微妙なだけだろ。まぁ、あんたが昔話をしたいって言うなら、付き合ってやるけど？」

「……いらん。お前と昔話なぞ御ご免めんだ。その顔を見てるだけで腹立たしいからな」

「そっか。それは残念」

　ヴィルは歩き出そうとする――と、

「…………アルフィデウス」

「ん？」

「アルフィデウス・ウォーカーマン。奴はそう名乗っておった」

「……アルフィデウス、ね。何だか仰々しい名前だな」

　自分の父親（仮）の名前らしいが、やはりまったく聞き覚えがない。故ゆえに父親という感かん慨がいも何もない。

　まぁ、構わない。別に感動の対面をしたいわけではないのだ。

「一応、覚えておくよ。他に何かあるか？」

「……貴様、あの男を見付けて、どうするつもりだ？」

　話す気がないと言いながら、この老人は不ふ機き嫌げん面をしつつもこうしてよく語り掛かけて来る。何だかんだ言って気になるのだろう。

　ヴィルは自分の祖父かも知れない老人に、ニヤリと笑って答えた。

「決まってるだろ？　おれのお袋が惚ほれた男として相応ふさわしくなければ、一発ぶん殴るのさ」

「…………」

　ぽかんとしたジュウゴだったが、すぐに大笑いを始めた。老人なのにあんなに笑ったら血管破れるんじゃないかってくらい、すさまじい笑い声だった。

「はははははっ！　なら、儂わしの分も殴っておけ！　名前を教えてやった貸しはそれでチャラにしてやる！」

「あんたが勝手に教えてくれたんじゃねぇか。ま、覚えてたらついでに食くらわせとくよ。んで？　他になんか教えてくれることはあるか？」

「ない。さっさと倉庫の瓦を取とり替かえてこい」

「へいへい」

　ヴィルは肩を竦めて次の目的地に向かった。押し付けられた仕事は山ほどある。

「人使いの荒っぽいジイさんだ。ま――そういうトコは確かに似てるかもだが」

　ジュウゴから十分に離はなれると、ヴィルは含み笑わらいをして首に掛けたネックレスを弄った。

　複雑な文様の彫ほられた黒い薄うす板いたを、粗そ末まつな紐ひもで括ったものだ。ヴィルの母親が「母親から貰もらったものが身体だけなのもあんまりだ」と寄よ越こしたものだ。

「しっかし、こうもあっさりお袋の故郷が見つかるとはねぇ。お袋のお導き……なんてのは絶対なさそうだな。そんな親切をしてくれるようなタマじゃなかったからな」

　形見というにはいささか素っ気ないネックレスを眺め、ヴィルはちょっとだけ考え込む。

「偶ぐう然ぜんにしては出来すぎ、だよなぁ……？」




「……ふん。ユウカめ。孫を産むならもう少しマシな孫を産めばよかろうに」

　ひとしきり笑ったジュウゴは境けい内だいに戻った。

　境内では巫女服姿のエリザが木刀を振ふっている。

　ジュウゴが近づくと、エリザは木刀を腰こしに収めて振り返かえった。

「師匠」

「うむ」

　頷うなずき、ジュウゴはしげしげとエリザを眺めた。

　見れば見るほど、綺き麗れいで格好良い少女である。武家の娘という雰ふん囲い気きで、凛りんとした表情が美しい。剣けんの振りを見ただけでも、実直な気き性しようが手に取るように分かる。

　それだけに、ジュウゴは首を傾げざるを得なかった。こんな少女が、あんな小こわ童つぱと行動を共にするとは。性格的に水と油にしか思えないのだが。

「……のう、エリザ？　お主、何な故ぜあの小童と一いつ緒しよに行動しているのだ？」

　問いかけると、異世界人の少女はきょとんとした。

「お前は……あの小童の女なのか？」

「違います」

　さっと雰囲気を変え、エリザはぴしゃりと否定した。

「間違っても、私があのロクデナシの女になるなど、ありえません」

「そ、そうか……」

　獲え物ものを狙ねらう暗殺者の如き冷え冷えとした表情に、さすがのジュウゴもちょっと気け圧おされた。

「……なら、なんであの小童に付いて回る？」

「付き回っているのではありません。付き纏まとっているのです」

「うん？」

「あのロクデナシを私の男にするためです。師匠に剣を教わっているのもその一いつ環かんです。万が一落とせなかった場合、武力行使で叩たたき伏ふせねばなりませんから」

「……あんな小童などさっさと忘れて幸せになった方が、よほど清々するだろうに」

「私が個人的にどれだけ幸せになったとしても、あのロクデナシには何の痛つう痒ようもありません。あのロクデナシに仕返しをする一番の方法は、あのロクデナシの自由を奪う事です」

「…………くっくっくっく……まったく……！　まったくお主たちと来たら……！」

　とどのつまりは嫌がらせという事だ。

　ジュウゴはぴしゃりと自分の額を叩いた。

　まったくもって、異世界人という奴らは変な奴らばっかりだ。あの男もそうだったが、なんでそんな子供の我わが儘ままみたいな理由で世界を渡ろうだなどと思えるのだろうか。

　それとも――逆、だろうか？

　子供の我儘みたいな理由を腹の中に収めて置けない人間だけが〈移行者ウオーカー〉になれるのかも知れない。

　思えば自分の娘も――ユウカも、いつまで経たっても稚ち気きの抜ぬけない娘だった。

　ジュウゴは改めてエリザを見つめ、ニヤリと笑った。

「くくく……なら、エリザよ。即そく席せきではあるが、お前に我が剣の要よう訣けつを教えてやろう。さっそく今から実剣を用いようと思うが、どうか？」

「……はい。よろしくお願いします、師匠」

　釣つられるように、エリザもニヤリと笑い返した。

　さながら悪代官と越えち後ご屋やの如き悪わる巧だくみを思い付いた笑えみを交かわす二人を、木こ陰かげで涼すずむミュートが「？」と首を傾げて見つめた。




３




「……なぁ？」

「なに？」

「なんか意味あるのか、コレ？」

「さぁ？　あるかも知れないし、ないかも知れないわね」

　辟へき易えきしたようなヴィルの問いかけに、ナナミは冷れい淡たんに答えた。

「いいから、さっさと次に行って」

「はいはい」

　言葉に押され、ヴィルが軽く呼吸を落ち着けて横よこ跳とびを始める。体力測定の定番の反復横跳びだ。境内の石いし畳だたみに線が引かれている。

　ストップウォッチを持つナナミ、時間が来ると「そこまで」と告げ、メモ帳にさらさらと結果を記入していった。

「……やっぱり全ぜん般ぱん的てきに身体能力が高いわね。あんたの世界じゃ皆こうなの？」

「さあな」

　息を切らしてはいないものの、少しうんざりした顔でヴィルは答えた。

「いちいち平均なんて出さないからな。まぁ、おれはそこそこ強い方だとは思うが」

「……役に立たないわね」

　ナナミはチッと舌打ちした。

　ヴィルはやれやれと首を振った。

「ちょっとばかし切り替えが早すぎないか？」

「誰だれかさんのお陰でね」

「あーあ……余計なお世話だったかねぇ？」

　ヴィルはこきこきと首を鳴らした。そんな彼かれを、ナナミはじぃっと観察している。

　遠えん慮りよのないその視線にヴィルは首を竦めた。

「……そんなに見詰めて、おれの顔になんか付いてるか？」

「ハエの翅はねとかバッタの足が生えてたら面おも白しろかったんだけどね」

「……面白いか、それ？」

「生えてたらわたしの仮説が正しい根こん拠きよの一つになったからね」

「へぇ？　じゃあご高説を賜たまわろうか？」

「……まぁ、いいわ」

　はたしてこいつに理解できるだろうかと睨みながら、ナナミは口を開いた。

「……まずあの《塔》が異世界を繋つないで人間を運うん搬ぱんする装置だとして、あんたたち〈移行者ウオーカー〉はどうやって運ばれてると思う？」

「どうやってって……不思議な力で穴でも潜くぐってるんじゃないのか？」

「ワームホール説か。わたしが二秒で切って捨てた仮説ね」

「……お前、単におれをバカにしたいだけか？」

「安心しなさい。バカである事を責めたりはしないわ。わたしはそんな狭きよう量りようじゃない」

「バカは否定しないのな」

「ワームホールなりブラックホールなりを空けて移動するなんて絵空事よ。そもそも物質が特異点を物質のまま通過できるわけはない」

「なら、おれたちはどうやって異世界を移動した？」

「もちろん、《塔》を経由してよ」

　言って、ナナミは空に引かれた黒線を眺めた。

「あの《塔》それ自体は平行世界とリンクしあって存在していると思うわ。おそらくあの《塔》は極限まで進化した量子コンピュータなのよ。そして〈移行者ウオーカー〉は、《塔》という究極の量子コンピュータに一度物質からエネルギーに変へん換かんされて吸収される」

「……つまり？」

「エネルギーは情報と言いい換かえてもいい。あんたたち〈移行者ウオーカー〉は一度分解され、異世界に情報だけ送られて再構成されてる。重力や時間といったエネルギーは次元を行き来できる。あんた、『至高黒体制せい御ぎよシステム』って言葉を出したでしょう？　《塔》がちゃんと意味を持って告げたのなら、至高黒体とはつまり『あらゆる物質をエネルギーとして一〇〇％吸収し、元の物質に再構成して放出する』、そんな機能を言い表しているのよ」

「……そりゃ、あれか？　おれは実は一度死んで蘇よみがえった、ってことか？」

「思考の連続性が保たれてるなら『死ぬ』というのは些いささか正確性を欠いてるけど……おおまかにはその通りね。だからあんたみたいな異世界人は、〈移行者ウオーカー〉というよりは『転送者』とか、もしくは『分解再構成体』とか言った方が正確かもね」

「……どっか身体が欠けてないだろうな？」

「だからハエが混じってないかって言ったのよ。この世界には『空間転移テレポートの実験でハエと混じった科学者』の映画があるからね」

「うへぇ……」

　ヴィルはげーと舌を出した。想像して気持ち悪くなったらしい。

「ハエ人間は勘かん弁べんだが……ま、五体満足なら別にいいか」

　が、数秒後にはケロッとした顔になってそう宣のたまった。

　この男にだけは切り替え云うん々ぬんは言われたくないと、ナナミはじとっと睨んだ。

「本当に脳天気な奴ね」

「おれの目的は珍めずらしいものを見て嗅かいだことのない風を嗅ぐこと、だからな。道具の原理までは、正直どうでもいい」

　あの《塔》を『道具』と言い切る脳天気ぶりに、こいつは真性だとナナミは嘆たん息そくした。

「むしろ、おれが気になるのはあの《塔》を造った奴が何を考えてたか、だな」

「……造った奴？」

「道具の性能云うん々ぬんよりそっちだろ？　あんな御ご大たい層そうなものを造って、何をしたかったんだ？　そもそも造った張本人は何処どこへ行った？　おれはそっちの方が気になるね」

「……確かにね。あんたもまともなことを言うのね」

「おれはマトモなことしか言わねぇよ」

「――ロクデナシがよく言う」

　と、冷やかな声が割り込んできた。

　もちろん、ヴィルをロクデナシ呼ばわりするのはエリザを置いて他にない。

　エリザはミュートを引っ張り、ジュウゴに先導されてこちらへと近寄ってきた。

「おじいちゃん？」

「ナナミ、話がある。そっちの小童も来い。腹立たしいが、同席を我慢してやる」

「へいへい」

　ジュウゴは孫と異世界人たちを家の居間へ連れ込むと、さっそく、

「さて……実は今夜、この神社が襲しゆう撃げきされる事になった」

　と、ジュウゴは告げた。

「はぁん？　なかなか追手が来ないと思ったが、やっぱりジイさんが手を回してたのか」

「儂ではなく、儂の教え子がな。いい歳になっているからそこそこ出世しているハズだが、どうも押し切られたようでの。あと二時間もして日が沈しずんだら襲おそってくるらしい」

「すでに嫌いやな気配がこの神社を囲んでいる。かなり剣けん呑のんだ」

「この頃ごろ勘かんの良いエリザが言うんなら、まず間違いないか。なら今ノコノコと出て行っても振り切れないか。むしろ襲い掛かってきた直後の方が撹こう乱らんも容易かね？」

　ヴィルとエリザは淡たん々たんと頷き合う。

「そういう訳で、出て行く準備をしておけ。それと――エリザ」

　ジュウゴは弟で子しの名を呼ぶと、脇わきに置いていた細長い布包み――明らかに刀とおもわれるそれを手て渡わたした。

　エリザは恭うやうやしく受け取ると、包みを解く。予想通り、刀の柄つかが現れる。

「抜いてみろ」

　エリザは頷き、刀を抜いた。乱れたような波は紋もんの刃やいばが空気を切り裂さくようにギラリと輝かがやいた。

「銘めいは『無む明みよう』という。作った奴はとんと知れんが、人斬きり包丁としては文句なしだ。そいつをやろう」

「……よろしいのですか？」

「儂が持ってても宝の持もち腐ぐされだ。使いたい者が使った方がいい。存分に使うといい」

「……はい。存分に使わせていただきます」

　何に使うのかという目的語を省いて笑い合う二人を眺めていたヴィルが、ふと思いついたように口を開く。

「なぁなぁ、ジイさん。おれには何かないのか？」

「貴様にやるもんはチリ一つないわっ！　……青髪のお嬢じようさんにはこれをやろう」

　ヴィルに唾つばを吐はいたジュウゴは、ごそごそと夏祭りで子供に分けるような駄だ菓が子しの詰つめ合あわせを取り出した。渡されたミュートは、袋を掲かかげて上じよう機き嫌げんに回り出した。

「さて――ナナミ、お前さんはどうするね？　儂と一緒に投降すれば、多少は融ゆう通ずうを利きかせてくれるかと思うが？」

「おじいちゃん……」

「お前の思う通りにしなさい。ただし、本心に従え。我慢は、己おのれを腐らせるだけだからな」

「……おじいちゃん。わたし、この異世界人たちに付いて行くわ」

　ナナミは祖父を真まっ直すぐ見つめ返して、言った。

「わたし、自分が何を視ているのかを、突つき止とめたい」

「……お前は母親よりも伯お母ばに似てるな」

「伯母……昔行方不明になったっていう伯母さん？」

「あやつも今のお前みたいな顔をしておったよ」

　祖父が苦く笑しようする。

　いったい自分は今、どんな顔をしているのだろうか？

「それじゃあ……儂は招かれざる客を迎むかえる準備といこうか」

　剣呑な気配を放つジュウゴだったが、その顔に浮かぶのは無邪気な子供のような笑みだ。

　そしてそれは多かれ少なかれ、この場にいるすべての者も同様なのであった。




※　※　※




　月詠神社周辺に集った『シーカー』の実働部隊は、完全に日が沈むと行動を始めた。東京都内でも郊こう外がいとなれば、人気はあっという間になくなる。

　もちろん、逃にげた異世界人と月詠ナナミの潜せん伏ぷく先として、月詠神社は観察対象だった。なのにすぐに襲撃をしなかったのは、協力する組織――警察や自衛隊の一部から反対の声があったからだ。

　月詠神社の神かん主ぬしである月詠ジュウゴは、その筋では有名人らしい。

　もともとは剣けん道どう家だったが三十年前に剣けん術じゆつ家に転向。五年で示じ現げん流りゆうの目録の腕うで前まえに達たつすると、各地の剣術家と決けつ闘とうを繰くり返して術理を吸収し統合させ、さらに五年後にはいつしか『現代の宮本武蔵』と呼ばれるようになったという。

　二十年前からは警察や自衛隊に訓練教官として度たび々たび招かれ、その実戦的で苛か烈れつな訓練はいまだに語りぐさだとか。その際の教え子たちは現在一ひと廉かどの地位に就ついており、彼らが『ジュウゴ先生と事を構えるなどとんでもない』と協力を渋しぶり続けたのだ。

　その遅おくれを取り戻もどすべく、襲撃部隊は速すみやかに行動する。黒尽ずくめに小火器を装備した彼らは、するりと神社の境内に侵しん入にゆうした。

　小山の森に囲まれた月詠神社は、日が沈むとすぐさま真っ暗になっていた。社務所兼けん自宅の窓から漏れるぼんやりした明かりが目に痛いほどだ。

『シーカー』の実働部隊は建物を包囲するように展開した。その一人が、玄げん関かんの引き戸に手を掛けた。

　――ぞん。

　玄関を開けようとしていた男が異音とともに崩くずれ落おちた。

　兵隊たちがぎょっと気配をざわつかせる。

「――未熟者どもめ。殺気くらいもっと上う手まく消さんか」

　ゆらりと薄うす明あかりに姿を現したのは、全身を黒衣に包つつんだ男だった。顔も、手にした日本刀も、煤すすか墨すみで黒く塗ぬられている。

「悪いが、孫と弟子に啖たん呵かを切ってしまったのでな」

　周囲の者たちよりもよっぽど暗殺者や襲しゆう撃げき者しやめいた装いをした月詠ジュウゴが、黒くろ塗ぬりの日本刀を揺ゆらして笑い混じりに告げた。

「年寄りの冷や水と言われたらそれまでじゃが……爺じじいの見み栄えに付き合ってもらうぞ」

　襲撃部隊が一いつ斉せいに銃じゆうを構えた。

　が、ジュウゴは気絶させたばかりの男を担かつぎ上あげて即席の盾たてとして突とつ進しんした。相手が発はつ砲ぽうをためらう数瞬の間に、あっさり陣じん列れつに分け入る。

「そうら！」

　黒塗りの日本刀が振るわれる度、一人また二人と気絶してゆく。

　むろん襲撃部隊は反はん撃げきしようとするが、黒衣の老人は常に誰かを盾にするようにして立ち回っていた。そして少しでも距きよ離りが詰まれば、即そく座ざに飛び出して斬り掛かる。黒塗りの日本刀が、ショットガンやアサルトライフルを次々と真っ二つにしてゆく。

「銃などというのは、結局は殴なぐり合いの道具でな。殺やるならキッチリ距離を詰めんか」

　恐おそるべき老人に戦せん慄りつする襲撃部隊。彼らの脳のう裏りに、ひとつの考えが閃ひらめく。

　ジュウゴの教え子たちが『事を構えるなどとんでもない』と渋ったのは、恩ばかりではない。純じゆん粋すいに、彼と戦う事を恐れたからではないのか、と。

「はははっ！　身体が温まってきたぞ！　今度娘むすめを攫さらおうとする不届き者が現れた時の為ために磨みがいた我が剣けん技ぎだが……まさか孫を送り出す為に振るうことになろうとはな！　ははは、どんどん掛かって来い小こ僧ぞう共ォ！　此こ処こから先は通さんぞ！」




「……なんか、すげえ悲鳴やら何やらが響ひびいてくるな」

　神社の裏手の林を進みながら、ヴィルは境内から響いてくる戦せん闘とう音に肩を竦めた。

　初対面で斬り掛かられた時は返り討うちにしたヴィルだが、正直あの老人ともう一度斬きり合うのは勘弁願いたい。真しん剣けんなど持ち出された日には、腕の一本は確実に飛ぶ。

　今いま頃ごろ向かい合っているだろう『シーカー』とか名乗る連中に、ヴィルは心から同情した。

「ま、おれたちの前にいる奴やつらだって、お気の毒には違ちがいないが」

　ご丁てい寧ねいにも殺気を撒まき散ちらして展開する待まち伏ぶせ部隊に、ヴィルはにやりと人の悪い笑みを浮うかべた。

「予定通り、先行して撹乱する」

　ヴィルは振り向むいて言った。

　男物の服を着てベルトに刀を突っ込んだエリザ、不安そうというより痛ましそうな顔をするミュートに、緊きん張ちようした面おも持もちのナナミが続いている。

「合流は打ち合わせ通りに。ほんじゃ――行ってくらぁ」

　返事は待たず駆かけ出した。ヴィルは腰の龍ドラコ・グ剣ラデイウスの慣れ親しんだ感かん触しよくに唇くちびるをほころばせる。

「ご無ぶ沙さ汰たで済まなかったな、相棒。いっちょ、暴れてやろうぜ！」

　剣を抜き、ヴィルはブーツの靴くつ裏うらに力を込め――跳ちよう躍やくした。

　夜の木陰に潜ひそみ待ち構えていた黒い戦せん闘とう服ふくの男たちが、唖あ然ぜんと上を見上げる。

「たしか、こういう動きをする奴を『天てん狗ぐ』っていうんだっけ、かぁ!?」

　木を蹴けりつけて重力も味方にした三角飛びで接敵したヴィルが剣を振り下おろす。

　男がとっさにショットガンを掲げたが、ヴィルの龍ドラコ・グ剣ラデイウスは銃じゆう器きをへし折るついでに男の肩をも砕くだいた。

「峰みね打うちだ。ウチのお姫ひめ様さまがうるさいんで、なっ！」

　木々を盾にしながら銃じゆう弾だんを躱かわし、一人一人無力化してゆくヴィル。その容た易やすさに、むしろ哀あわれみが湧わいてくる。

「こんなんじゃ、獣頭ベステイアム・類カピテイシアと出会ったら餌えさにされちまうぞ」

　かつての世界でやりあっていた異形どもを思い出しながら、ヴィルは一人また一人と獲物を食い散らかしていった。




　暗くら闇やみの向こうの出来事はもちろん見えないが、響いてくる悲鳴におおよその状じよう況きようは察せられる。ナナミは振り回まわされている連中に心から同情した。

「これは……造り変えられてるって予想もあながち間違いじゃないかもね……」

「造り変えられている、ですか？」

　ミュートの手を引いて先導するエリザが、ナナミの呟つぶやきに振り向いた。

「私たち〈移行者ウオーカー〉が……《塔》に造り変えられている、と？」

「一度エネルギー――情報に変換されてるんだから、いくらでも手を加えられるわ。〈移行者ウオーカー〉は右手に変な紋章が刻まれるって聞かされたけど……それだけって考えるのはちょっと警けい戒かいが足りないと思うわ」

「なるほど……ヴィルも変な〝光〟を使いますからね。あれも造り変えられた結果かも知れませんね」

「……受け入れる割にあっさりしてるのね？　エリザさんもどこか造り変えられてるかも知れないのよ？」

「すでに二回も世界を渡りましたからね。今さら気にしても手遅れでしょう」

「……異世界を旅しようって人間はいろいろ違うわね」

　多かれ少なかれ人間は〝変化〟を望むからこそ旅に出るのだ。異世界から異世界に旅しようと思うなら、多少の身体の変化ぐらい許容の範疇なのかも知れない。

「むしろ造り変えるならいっそあのロクデナシの性格をマシにしろと思いますが――っ！　ナナミ殿どの！」

　突如叫び、エリザは腰の刀を鞘さやごと引き抜いてナナミへ突き出した。

　鞘の先端は驚きよう愕がくに固まるナナミの顔のすぐ横を通過し、背後で何かをしたたかに打ちのめした。

「……本当に、勘かんがいいわね」

　ナナミが振り向くと、夜闇から滲み出すように一人の女が姿を現した。いまの一いち撃げきで痛めたのか、右肩を押おさえて顔を顰めている。

「――ナナミ殿、ミュートをお願いします」

　手を握にぎったままだったミュートをナナミに預け、エリザは鞘を腰元に引き寄せて手を添え、カチリと鯉こい口ぐちを切った。

「心配するな、殺しはしない。ウチのお姫様は、人死にが嫌きらいだからな」

「……その余よ裕ゆう、ムカつくわ」

　女が眠ねむたげな目を憎々しく歪ゆがめた。

　ナナミは周囲に発散される重々しい空気にごくりと唾を飲んだ。

　にわかに、木々の間から差し込む月明かりが陰かげった。

「っ！　ナナミ殿！」

　エリザが叫さけぶ。

　ナナミがふと頭上を見上げると、気配もなく男が背後に立っていた。屈くつ強きような身体を持った、長身の男だった。

「――確保する」

　男が手を挙げる。

　ナナミは思わず、傍らのミュートをぎゅっと抱き寄せた。

「ぬ――」

　男の腕が動きを止めた。男はじっとミュートの胸むな元もと――ヴィルが持っているものとよく似たネックレスを凝ぎよう視ししていた。

「――なんと、〝鍵持ち〟か。これは意外な――」

「ハガネ!?　何をぼんやりしてるのっ!?」

　女が叫ぶ。

　エリザが反転し、ナナミとミュートを遮る男へと突進していた。

「離れろ！　さもなくば――斬る！」

「――やってみろ」

　男が右みぎ腕うでをエリザへと向けた。

　何か武器を隠しているようには見えない。エリザは怪け訝げんな顔をしたが、一いつ瞬しゆんで覚かく悟ごを決めて刀を滑らした。

「――ちぇすとぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　ナナミの頭上を掠かすめて真剣が疾走はしった。

　男の腕うでが手の平から肘ひじまでざっくりと断ち切られた。

　当然血が降り掛かるものかと思ったナナミだったが、彼かの女じよの眼めを奪ったのは鮮血ではなく驚おどろくべき光景だった。

　大きく裂けた男の腕が、巻き戻すようにくっついた。エリザの刀を肘の辺りに食い込ませたまま、傷ひとつない手の平を握ってみせる。

「――手加減したな。いっそ斬り飛ばせば良かったものを」

「くっ……」

　男の腕に食い込んだ刀が抜けないのか、エリザが表情を歪ませる。

「……ナナミ殿」

　エリザはちらりとナナミに目を向け、

「……すみません！」

　蹴った。

　ナナミはミュートを抱えたまま、林の斜面を勢い良く転がり落ちた。

「きゃぁぁぁぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ――――――――――――――――――――――――――――っっ[image: ]」

　悲鳴が夜の林に響く。

　転がり落ちたナナミは、そのまま林の切れ間から道路に飛び出した。

　全身が痛い。

　腕の中に目を向ければ、ミュートが目を回していた。

「ぐっ、う……エリザ、さん……？」

　林に目を向けるが、エリザが追いかけてくる気配はない。

「ど、どうすれば……」

　荒事になれていないナナミは次の行動を図りかねた。

　迷う間に、近くの草むらがガサガサと揺れる。

「っ!?」

　まずい、掴まる。

　さっさと逃げるべきだったと後こう悔かいしながら見み詰つめていると、笹の葉を掻かき分けてヴィルが顔を覗かせた。

「あ？　お前とミュートだけか？」

　ひょいと道路に降り立ったヴィルが小首を傾かしげる。

　ナナミはほっと息を吐つき、すぐにエリザのことを説明した。

「早く助けに行かないと！」

「あ？　なんでそんな事しなきゃならないんだ？」

　目を回したミュートを背負いつつ、ヴィルが真顔で問い返す。

　かくんとナナミの顎あごが外れた。

「な……え、エリザさんはあんたの恋こい人びとじゃない!?　ほっとく気!?」

「んー……みっつほど訂正しとこうか。ひとつ、エリザはおれの恋人じゃない。旅の道連れだ。あいつがどう思ってるかは知らないが、な」

「な、な、な……」

「ふたつ。旅の道連れが自分の判断で窮地に陥ったなら、それは自己責任だ。おれはいちいち助けなきゃならないような女を旅の道連れにした覚えはない」

「な、こ……」

「みっつ。おれが守ると約束したのはミュートで、つまりこいつの安全が第一だ。いまエリザを助けにいったら、ミュートも連れてかないといけない。それは出来ない相談だ」

「…………」

　ナナミはとうとう言葉を失った。

　この男、ロクデナシだロクデナシだとは思っていたが、まさかここまでだったとは。

「……あ、あんた、ミュートをエリザさんに守ってもらってたりしたじゃない!?　そのことは？　その借りは無視するわけ？」

「お、いいトコ突いてきたな。そういう目め敏ざとさは大事だぞ」

　感心感心と頷くヴィル。

「だが分かってるか？　エリザを助けに行ったら、ミュートと一緒にお前も置き去りにせにゃならないんだが？」

「う……」

「お前さんには世話になったからな。この世界にいる間はそれなりに守る義務がある。まぁ、お前さんなら掴まるだけで殺されはしないと思うが……試してみるか？」

「…………」

「試してみる気がないなら行くぞ」

　ヴィルは気軽に言って、ミュートをリュックと一緒に背せ負おって歩き始めた。

　慌あわてて追いかけながら、ナナミはささやかな仕返しを図った。

「……けど、もしエリザさんが――」

「もしエリザが殺されてたら、生き死にが嫌いなミュートにゃ悪いが、連中を皆みな殺しにするしかないな」

　さらりと言ってのけるヴィルの表情はまったく微動だにしていない。なのに、その顔が浮かべる笑みは、さながら地獄の最下層のごとき冷酷さを感じさせた。

「心からエリザが生きてることを願うよ。さすがのおれもひとつの組織をまるっと皆殺しにするのは骨が折れるからな」

「…………」

　ただの道連れだの自己責任だの言っておきながら、なんとも自分勝手な言い分だ。

　だが、この男はいま言ったことを実行に移すのを躊躇ためらわないだろう。

　何故なら、この男はロクデナシだからだ。

　ナナミも、心からエリザの無事を願った。




「……くそっ……なんて女なの……」

　鳥とり居いヨーコはぜぇぜぇと息を切らせ、地面に倒たおれた異世界人の少女を睨んだ。

　少女がかすかに呻うめく。まだ生きている。というか、気絶させるのが精一杯だった。

　徒手空拳となっても、この女は強かった。自前の光学迷彩で姿を晦くらますヨーコの攻こう撃げきを正確に察知して躱し、隙すきあれば逆襲してきた。

　電気銃が命中したのも、すべてはハガネが身を以もつて抑おさえこんでくれたからだ。

「……ハガネ？」

「――問題ない」

　倒れていた乾いぬいハガネがむくりと起き上がって言った。少女と一緒に電気銃を食らったはずだが、彼の声はその影響をまったく窺わせない。

　さらに、彼は左手に食い込んだままの刀をずぶりと引ひき抜いた。突き刺ささっていた孔あなも、あっという間に塞がってゆく。血の跡すらない。

　何度見ても、この男の『超再生』は出来の悪い合成動画を見ているようだった。

　ハガネは具合を確かめることもせず、斜面の下の方へ顔を向けた。

「……あっちの方は、今からじゃ無理ね。他の奴らもかなり痛め付けられたみたいだし」

「――そうだな」

　頷くと、ハガネは引き抜いた刀を落ちていた鞘に納め、気絶した異世界人の女を担ぎ上げた。そのまま、予定通りに林の斜面を登って神社の境内を目指す。

「……上の奴らから連れん絡らくよ。月詠ジュウゴは無力化したって。さんざん暴れまわった後、電池が切れたみたいに動きを止めたそうよ。さすがに歳としだったみたいね」

「――そうか」

「……ねぇ、あなた、さっき何か変じゃなかった？　何かに目を奪われたように見えたけど？」

「――珍しい青髪だったからな」

「それだけ？」

「――ああ。――お前も、変じゃないか？　どこかしら、この少女を目の敵にしているように感じたが？」

「……ムカつくのよ、こういう女」

　ヨーコは、ハガネに担がれている異世界人の少女を睨んだ。

「『異世界人』だか『招かれざる客』だか知らないけど……自由気き儘ままで何一つ悪びれるところがなくて。ふざけんじゃないわよ。あたしたち『能力者』が、どんな気持ちでワケの分かんない組織に使われてると思ってるのよ」

　悪態を吐いたが、ハガネは何も言わなかった。

　言い過ぎたかと反省し、ヨーコもそれきり口を閉ざした。




４




　結論から言うと、集合場所にエリザは来なかった。

「捕まったか殺された、んだろうなぁ」

「…………」

　ヴィルが言うが、ナナミは返事を返す気分にならなかった。

　月詠神社から脱だつ出しゆつした三人は、数日前逃げてきた道を引き返すようにして戻った。そして崩ほう壊かいした月詠宅からほどほど離れた、もともと打ち合わせていた合流場所で待機した。近くの商店街の、よく分からない銅像の前だ。

　すでに深夜と呼ぶべき時間だが、エリザはやってこなかった。

　心配顔のミュートが、ヴィルの服をきゅっと掴つかんで縋るように見上げる。

「心配すんな、ミュート。何かあったろうが、死んじゃいねぇよ。……たぶんな」

　ヴィルはミュートの青い髪を撫なでて気軽に言った。

「しかし、宿をどうするかな……」

　空を見上げつつヴィルが零こぼす。ナナミも釣られるように見上げると、厚い雲が立ち込めはじめていた。

「……どうするの？　言っとくけど野宿はいやよ？」

「あいよ。まぁこの世界の恩人が言うんじゃ、しょうがないな」

　ヴィルは肩かたを竦すくめると、ミュートの手を引き歩きはじめた。

　いったい何処へ向かうのだろうかと思って付いて行くと、ナナミは徐じよ々じよに嫌な予感を覚えた。彼女の記き憶おくだと、ヴィルが向かう方向にあるのは……

「って、こんな所に泊まる気っ!?」

　ナナミが小さく悲鳴を上げる。

　ヴィルが向かっていた一角にあるのは、ピンク色の看板とか、一泊いくらの看板とか、窓が黒塗りで光が漏れない――ようするにそういったアレやコレやの為のホテルであった。

　多少の例外はあれど、年とし頃ごろの真ま面じ目めな少女ならめったに近寄らないそれらを指差して問うと、ヴィルは「何言ってんだこいつ？」という風に首を傾げた。

「こういう場合は連れ込み宿ってのが相場だろ。念の為に場所を調べといて良かったぜ」

「つ、連れ込み……！」

　ラブホテルよりも生々しいその言葉の響きに、ナナミの頭が沸騰する。

「つ、連れ込んでなにするつもりっ!?　ハッ！　まさかあんた、据え膳に乗っけられたエリザさんに手を付けないのって……まさか……っ！」

「別にちっこいのが好きってワケじゃないけどな？」

　胸元を押さえるナナミに、ヴィルは心外だと言わんばかりに首を振ふった。

「おれは面めん倒どう臭いのが嫌いなだけだ。エリザなんて、一度誘ゆう惑わくに負けたら明らかに後が面倒くさそうじゃねぇか。ついでに言えば、お前もかなり重そうだしな」

「……ロクデナシの面目躍如ね……」

　紛うことなきロクデナシの台詞せりふに、ナナミの脳内温度が急速に冷え込んだ。

「けど、こういうトコロって年齢確かく認にんが必要なんじゃないの？」

「そうなのか？　そんな面倒な連れ込み宿が存在するのか？」

「そう言われればそうだけど……もし真面目なお店に行き当たったらちょっと面倒なんじゃない？」

「むぅ……そんな面倒な確認が必要なエロホテルがあるとは……」

「翻ほん訳やく揺れしてるわよクズ男！」

　再び興奮して罵倒するナナミ。

　ミュートはといえば、意味をよく理解していない純真無垢な表情で二人を眺めていた。

「ああああああああああぁぁぁぁぁ――――――――っっ！」

　と、素っ頓狂な声が響いた。

　三人が「んんっ？」と顔を向ければ、どこかで見たような柄の悪い少年たちが、こちらを指差して固まっていた。

「……誰だれだっけ？」

「あんたがぶちのめした不良少年でしょうが」

「ああ、そういやそうだ」

　ぽんとヴィルが手を叩たたいた。

　この世界にやってきた当初、万引きを咎められて逆ギレした挙句、ヴィルに返かえり討ちにされた、あの少年たちだった。

「よう、久しぶり？　悪いが今取り込み中でな。意趣返ししたいのなら、今度は手加減できないが、どうする？」

　不敵に笑うヴィルが、彼かれらのリーダー格のサングラスを掛かけた少年に語り掛ける。

　語りかけられて、サングラスの少年がごくりと喉のどを鳴らした。

「……厄やつ介かい事か？」

「あん？」

「この前メチャクチャになった公園に居ただろ、お前。あと何かよく分からないが吹ふっ飛とんだ家、お前のねぐらだろ」

「へぇ？　良く知ってんな」

「……調べてたからな」

「ふぅん？　気に入られたもんだねぇ。それで？　どうする？」

「……来い」

　少年が顎をしゃくって踵きびすを返した。

「ダチがバイトしてる店がある。そこなら五月蠅うるさい事も言われねぇ」

　ナナミとヴィルは思わず顔を見合わせた。




　案内されたホテルはいかにもな感じで城の尖せん塔とうみたいなものが生えていたり、廊ろう下かの自販機で売っているのが缶ジュースではなかったりするが、部屋自体は普ふ通つうのビジネスホテルという感じだった。

　ダブルの大きなベッドで飛び跳ねるミュートを眺めながら、ナナミは向かいのソファに座すわるヴィルに問とい掛けた。

「ねぇ……付いて来てよかったの？」

「殺気はなかったからな」

　ヴィルは部屋をきょろきょろ見回しながら言った。

「まぁ、見たトコ罠わなを仕掛けてる様子もないし、大だい丈じよう夫ぶじゃないか？」

「……ねぇ、あんた本当に状況が分かってる？　変な組織と変な能力を持った奴らに追われてて、エリザさんは敵の手に落ちた。なのに何でそんなにのほほんとしてるの？」

「やる事がはっきりしてるからな」

「……やる事？」

「あのでっかい浮うき島しまに上陸して、敵を薙なぎ倒しながらエリザを探しつつ《塔》に接せつ触しよくする。ようするに真っ直ぐ突っ込んで暴れるだけ。シンプルだろ？」

「……あんた、バカ？　エリザさんが大鳥島に居るってどうして分かるの？」

「《塔》を見張るなり研究する組織なら、あの浮島に本拠地があるに決まってるじゃねぇか」

　ヴィルはそう言うと、この世界で購こう入にゆうした頑がん丈じよう一点張りのバックパックに手を突っ込み、一枚のパンフレットを取り出した。

「あの浮島――大鳥区の案内図だ」

「……どこでこれを？」

「図書館の『ぱそこん』に載のってたのを印刷してもらった。んで、この大鳥区だが、島のど真ん中に制せい御ぎよ施し設せつだかがあって、島の真ん中は空洞になってるって書いてある」

「え、ええ……」

「この制御施設ってのがおれたちを追い回してる『シーカー』ってやつらの本拠地だ。島の真ん中――つまりは《塔》のある位置が空洞っていうのも、いかにもって感じだしな」

「…………」

「あと、連中の動き方は拠点をいくつも持ってるような動き方じゃない。そこそこ権力はあるが、あくまで少数精鋭のお忍しのび仕事が主だろう。そういう奴らは機能をより集中させる傾向がある。エリザもこの一番重要な拠点に運ばざるをえない筈はずだ」

「……あんた、荒事になると頭が回るのね」

「油はしっかり指してるからな」

「けど一番の難題は、その大鳥島にどうやって上陸するかってことなんだけど？」

「そこなんだよなぁ。船を掻っ払うのはワケないが、動かし方が分からんしな……」

　期せずして熟考の呻き声が重なると、部屋のドアが開いて少年たちが入ってきた。サングラスの少年が、レンズ越ごしにもギロリと擬態語が聞こえそうな視線をヴィルに向ける。

「……大鳥島に行きたいんなら、当てはある」

「んあ？」

「ＯＢの先せん輩ぱいがやってる貸船屋がある。頼めば運んでくれるだろ」

「そいつは嬉うれしいが……おれ、どこか変なところを殴っちまったかねぇ？」

「うるせぇ、クソ野や郎ろう。オレたちはあくまで、姐あねさんの為にやってるだけだ？」

「姐さん？」

　ヴィルに顔を向けられるが、もちろんナナミには心当たりはないので首を振った。

　少年たちはヴィルとナナミを捨て置き、ベッドの上のミュートへ駆け寄よった。

「ど、どうも……」

　いかにもな不良少年たちは、おどおどとした態度でミュートへ頭を下げた。

　きょとんとしていたミュートだが、やがてにっこりと笑うと、自分に向けられた頭をひとつひとつ撫でていった。

　少年たちは頭を撫でられると体を震ふるわせ始めた。感動しているらしく、中には洟はなを啜すする者までいた。

「……オレたちは、みんなハミ出しもんだ。親はクソ野郎だったりオレたちに興味が無かったり、そういうのばっかだ」

　と、リーダー格の少年がサングラスを外して言った。

「そんなオレらだけどよ、蒼あお髪かみの姐さんに頬ほおを叩かれた時……なんか知らないが、安心した。なんか……久しぶりに母親に怒られたみたいだった……」

「ああ……まぁ、ミュートにはそういう雰ふん囲い気きがあるなぁ」

「この人は、オレたちにぬくもりを思い出ださせてくれた。だから、恩返ししなきゃ……オレたちは本物の下衆げすになっちまうって、そう思わされた」

　ミュートに撫でられた少年たちは皆満足そうな顔で立ち上がり、ヴィルをぎらりと睨み付けた。

「明日には大鳥島へ送って行ってやる。だが勘かん違ちがいするなよ？　協力するのはオレたちに本気で怒ってくれた蒼髪の姐さんの為だ。お前の為なんかじゃねぇって事をな！」

「なら、礼はミュートに言っとくさ」

　ひらひら手を振るヴィルに鼻を鳴らすと、不良少年たちはミュートへ貢物のようにお菓子を差し出した。ミュートがにっこり笑って受け取ると、「次はオレの」「ばかオレのだ」「アホ抜かせ俺おれだ俺」と順番を争い合った。

　やがてお腹なかがいっぱいになったミュートがベッドに丸まって寝息を立て始めると、彼らはほんわかと幸せそうに蒼髪の少女の寝顔を眺めた後、ヴィルへ唾つばを吐はくジェスチャーをして去っていった。

「いやー、ほんとに大した奴だよな、あいつ」

　お腹がいっぱいになってベッドで眠るミュートを見やり、ヴィルは参ったと両手を上げて苦笑した。

「なんか……ものすごく上手く行きすぎな気もするけど」

「ああいうのを世界に愛されてる、とか言うのかねぇ」

　くくっと笑うと、ヴィルはごろりとソファに転がった。

「なら、寝るか」

「……本当に脳天気というか肝が図太いわね。わたしは寝ねれる気がしないわ……」

「なら、子守唄でも歌ってやろうか？」

「けっこうよ」

　ナナミは深く嘆たん息そくした。

　まったく、この男とまともに相対すると頭が痛くなる。一体何をどうすればこんな奴が出来上がるのか――そう考えたところで、ナナミはヴィルを睨んだ。

　もともと好こう奇き心しんに忠実な性質だ。ナナミはすぐに思ったままを口にした。

「……ねぇ、何であんたはそんな風になったの？」

「そんな風？」

「脳天気で自由気儘なロクデナシ、って意味よ」

「いよいよロクデナシ呼ばわりも耳に馴染んできたな……」

　ヴィルは耳の穴をほじくって苦く笑しようした。

「何でって訊きかれても困るが……ま、あれだ。幸せになる気がないからかねぇ」

「どういう意味？」

「お前さんはどう思う？　幸せってのはどんな状態のことだ？」

「……一いつ般ぱん的に幸福というのは満ち足りた、不運でない状態のこと、かしらね」

「そういう満ち足りた状態ってのを社会って集団の中で手に入れる為の方法が何か分かるか？」

「それは簡単ね。奪うばう事だわ」

「そ。社会ってやつは限りある食い扶ぶ持ちをどれだけ多く掠かすめ取れるかで幸せかどうかが決まっちまう。社会ってもんに属してる限り、幸せになる為に奪い続けることになるのさ」

「あんた、無政府主義者？」

「別に？　そういう生き方もありだとは思うが、おれは御ご免めんってだけだ。だいたい他人に用意された『幸せの雛ひな形がた』を追いかけて何が楽しいよ？」

　幸せの雛形。

　その言葉に、ナナミは予想外にどきりとしてしまう。

「疑問は解けたか？」

　ヴィルに問われ、ナナミは首を振った。

「やっぱり、分からない……なんであんたみたいな人間がいるの？　社会が気に入らない。用意されたレールを走りたくない。押し付けられるのは真っ平。ぜんぶ自分の自由にしたい。異世界を渡わたり歩あるく理由が、そんなガキみたいな……」

「きっかけなんて、たいていそんなもんだろ？」

「きっかけって……」

　ナナミはより大きく首を振る。ここまで徹底したエゴイストが、そんなガキみたいな理由で出来上がるものだろうか？

　否だ。熱しやすく冷めやすい幼稚な理由で、こんな風になれるわけがない。

「……巻き込まれる方は堪たまったもんじゃないわ。エリザさんも可か哀わい想そうに……」

「エリザに関しては、むしろ可哀想なのはおれの方だぞ？　あいつ、隙あればおれの首に鎖くさりを付けようとしやがるし」

「あんな女性に迫られてどの口が言うんだか。いったい、あんたの何ど処こが良いのかしら？」

　ナナミは改めてじろじろとヴィルを眺め回した。

　業腹だが、けっこうカッコイイ。

　本当に業腹だが、性格さえ抜ぬきにすれば中々の優良物件だ。

　そう、性格がすべてを台無しにしているのだ。

　こんなのと付き合うくらいなら、廊下の自販機で売ってる電動コケシの方がよっぽど生産的だろう。

「………………ねぇ」

「なんだ？」

「あんたってもしかして、もの凄くエッチとか巧いの？」

　ベチャ、とヴィルがソファから滑り落ちた。

　落ちた格好のまま、ヴィルはぽかんとナナミを見返した。

「……いきなりなに言い出すんだ、このお子様は……」

「だってどう考えてもエリザさんみたいな女性があんたみたいなロクデナシを好きになる理由がないもの。外見はまぁまぁだけど、中身が全部台無しにしてるし。だとするとテクニックとかそういうレベルの話なのかと思って？」

「アホか！　さすがにおれだってヤリ捨てするようなクズじゃねぇ！」

「……？　え？　なに？　それじゃあんた、エリザさんとエッチしてないの？」

「するか！」

「……信じられない」

　ナナミは口元を押さえて目を見張った。

「……あんた、おかしいとは思ってたけど、男性機能もおかしいんじゃない？」

「勝手におれを不能みたいに言うなや！　おれの下半身はいたって健康だわ！」

「だったらなおさら……あ、そうか」

「な、なんだよ……」

　ナナミが浮うかべた同情するような生温かい笑えみに、ヴィルは妙みように気け圧おされる。

「なるほどね、なるほど……いろいろ言ってたけど、下半身もガキなのね」

「んなっ!?」

「エリザさんの据え膳をずっと我が慢まんしてるのも、実は自信がないからなのね。意外とちっちゃい男なのね」

「ちっさくないわ！」

「いいのよ、見み栄えを張らなくても？　可愛くていいじゃない」

「こ、このアマ……！　そこまで言うなら見せてやるぁ！」

「ちょっと！　粗そ末まつなモノを見せないでよ！」

「粗末じゃない！　粗末じゃないやい！」

　引込みが付かなくなったのか男の意地か、ヴィルががちゃがちゃとベルトを緩ゆるめる。

　ナナミはやめろ見せるなと顔を手で覆いつつも、好奇心には勝てずに指の間からしっかりと観察していた。

「どうだ！」

「ふ、ふぅん……普通ね。やっぱりたいして大きくないじゃない」

「大きくしようがないだろ。目の前にいるのが胸も尻しりも平べったいお子様じゃあな」

「なっ……あ、あるわよ！　わたしにだって胸や尻くらいあるわよ！」

「へっ」

「こ、この……い、いいわ、見せてあげる！」

「おいヤメロ！　お子様の身体なんか見ても嬉しくねぇ！」

「お子様じゃない！　わたしはお子様なんかじゃない！」

　場の空気に侵されたのか女の意地か。ナナミは上着を脱ぬいでブラも取り去ろうとする。

　ヴィルは「あー、どうしたもんか」と面めん倒どう臭くさそうな顔をして、それがナナミの意地に油を注ぎ、わずかに残っていた羞しゆう恥ち心も蒸発した。

　――が。

「いい加減にしろテメェら！」

　出て行った不良少年たちが、怒いかり心頭な顔で雪崩れ込んでくる。

「さっさとしまえ！　蒼髪の姐さんが見てるだろうが！」

　はっと振り返れば、ミュートが目を擦こすりつつ起き上がろうとしていた。

　ナナミとヴィルは慌てて放ほうり捨てた服を身に着け直した。

「……一時休戦よ」

「なんでだよ。おれはちゃんと大きかったろうが」

「わたしはちゃんと胸も尻もあるのよ！　お子様じゃないわ！」

『テメェらいい加減にしろぉぉぉ――――――――――――――ぉぉぉおおおっ!!』

「…………？」







第三部　視えざる《塔》







四章　《移行者ウオーカー》の逆襲
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　目が覚めた時、エリザはまず「しめた」と思った。どうやら生きている。問答無用で殺されていてもしょうがない油断だったが、実に運がいい。

　生きている事実に感謝すると、エリザは体全体をチェックし始めた。

　腕――両方とも無事。ただし、枷かせを嵌はめられ鎖で天てん井じように繋つながれている。

　足――こっちも無事だ。こっちも枷を嵌められてまともに動かないが、ちゃんと無事だ。

　胴体――肩に何かを食らってその後気を失ったが、とくに傷跡が残ってはいない。

　自分の身体が概おおむね無事なのはすぐにはっきりした。なんせ布切れ一枚も身に付けていない。髪留めすらない、完全な全ぜん裸らだ。

　おまけに、正面に巨きよ大だいな鏡が壁かべ一面に貼られ、自分の姿がはっきりと確認できる。

　エリザはコンクリート張りの簡素な部屋に拘こう束そくされていた。

　窓はなく、今が昼か夜かも判然としない。腹の具合や筋肉の固まり方を考えるに、月詠神社での戦せん闘とうからせいぜい半日程てい度どと思える。

　ナナミとミュートは無事だろうか？　まぁ、あのロクデナシがなんとかしただろう。あのロクデナシは性根が腐りかけた真性のロクデナシだが、腕っ節ぷしだけは無む駄だに強い。

　自分はどうするか――などと考えたところで、ヴィルが暴れ出す際の混乱に乗じるくらいしか選せん択たく肢しがないのは明らかだった。間ま違ちがいなく、ヴィルはこれからひと騒さわぎを起こす。

　ヴィルが未だ捕まっていない事前提の考えであったが、エリザは彼が捕まったなどとは微み塵じんも考えなかった。

　エリザはこの後に起こるだろう騒ぎをじっと待つ事にした。




　拘束されたままで排はい泄せつ物ぶつはどうするのかと思ったが、よくよく見ると足元に穴が開いていた。ここに垂れ流せ、という事らしい。

　かなりの屈くつ辱じよくだったが、いまに見ていろと鏡の向こうの二人を睨みつつ済ませた。

　とはいえ食事も出されないので尿意も最初の一回からはほとんど感じなかった。まさか餓死させる気なのだろうか、と疑う。ヴィルが暴れ出すのはそう先のことではないだろうが、体力が落ちるのは望ましくない。

　やるならさっさとやれとヴィルに怒りを覚え始める。再会した時に叩き付けるべき言葉を暇ひま潰しに模索していると、五十七番目の皮肉を考えついたところで鏡の向こう――隣となりの部屋で妙な気配が漂い出した。

　もちろん、エリザを拘束する部屋には何の音も響ひびいてこない。だが何となくだが、この頃ごろのエリザは第六感というべき空間に漂う気配を読むことに対して異様に感度が良くなっていた。この部屋の間取りの長さ高さもすらすらと答えられる。たぶんミリ単位で間違いはないはずだ。

　じっと向こうの部屋――鏡の裏側の部屋の気配を窺うかがう。急に入ってきた人物――おそらくは女性が、見張りらしい男二人組に何かを言っている。気配――動き方から見て、女の方が地位が上のようだ。しばらく言い合っていたが、やがて男たちが折れたみたいだ。

　カチン、と小さい音がして、大鏡の横に設しつらえられていたドアが開く。入ってきたのは、白衣を着た妙齢の女だった。

　静かに様子を窺いながら、誰かに似ている、とエリザは思った。




　レイカはここ最近、黒くろ石いしが自分に隠し事をしてこそこそ動いていることに、もちろん気付いていた。

　どうせ『招かれざる客』――《塔》から現れた異世界人に関することだろう。

　根絶派は《塔》からやってくる異世界人を『侵略の尖兵』の如く見ている。《塔》の解明を第一と考える発展派とは、当然ながら異世界人への興味の示し方も異なってくる。発展派が異世界人を養護するような事になったら面倒だ、とでも思っているのだろう。

　察しつつ、レイカは黙々と作業を続けた。

　根絶派の思惑などあっさり破綻する。《塔》から現れる異世界人――〈移行者ウオーカー〉たちは、簡単に排はい除じよできる存在ではない。レイカはそれを身を以もつて知っていた。

　そうして荒事用のエージェントたちが大量に負傷したという報告と一いつ緒しよに、異世界人の一人が捕らえられたという情報を漏れ聞いた。レイカは黒石が後処理でてんてこ舞いなのを尻目に拘束されているという〈移行者ウオーカー〉に会いに行った。

　監かん視し係はいろいろと許可を渋しぶったが、最後にはレイカに屈くつして拘束室を開放した。

　拘束されていたのは、一人の少女だった。

　何一つ衣服を身に着けておらず、あまつさえ排泄もそのまま行わなければならない状態であったが、大人びた美しい顔に恥辱や恐きよう怖ふは微塵も見受けられない。むしろこちらを観察するような瞳ひとみだ。

〈移行者ウオーカー〉らしい、とレイカは感じた。

　レイカの知る〈移行者ウオーカー〉も、笑いや怒りはしても、けっして冷静さを失わなかった。呆あきれるくらい感情に忠実なのに、底に隠した理性は冷酷と評するほどに冷え冷えとしている。

　それが〈移行者ウオーカー〉――世界を渡る者たちだ。

「――気分はどう？」

「どうだと思われる？　裸はだかに剥かれて鎖に繋がれ吊り下げられ、四六時中男に恥部まで見られて、私がどんな気分になってると思う？」

「最悪、に尽きるわね」

「なら無意味な質問は省かれるがよろしい。訊きたいことは何ですか？」

　二十歳はたち前の小娘とは思えない態度だ。むしろこっちの方が未熟にすら思えてくる。

　レイカは小さく深呼吸し、目の前の少女へ質問した。

「――あなたは〈移行者ウオーカー〉ね？」

「そうだ」

「いくつの異世界を巡めぐってきたの？」

「自分の生まれ育った世界を含めれば、この世界でまだ三回目だ」

「……そう」

　三回目。ということはまだ新米の〈移行者ウオーカー〉か。

　がっかりした気分になりながら、レイカは肝心の質問を一応ぶつけてみた。

「……あなた、月つく詠よみユウカという名の〈移行者ウオーカー〉を知っている？」

「会ったことはない」

「そう」

「だが名前は聞いたことがある」

　思わぬ答えにレイカは目を見開く。女王と仇あだ名なされる冷厳な空気をかなぐり捨て、レイカは少女に詰つめ寄った。

「どこで!?　彼かの女じよはどこに!?」

「……その前に、私の質問に答えて欲ほしい」

　異世界人の少女はそう言った。

「……手短にね」

「貴女の名前は月詠レイカで間違いないか？」

　初対面の少女、それも異世界人に名前を呼ばれ、レイカは反射的に身を引いた。

「……なんで、私の名前を？」

「私とその連れは、貴女のご息女の世話になっていたので」

「え……？」

「もしかしたらと思いましたが、やっぱりですか。母娘だけあって、よく似ておられます」

「…………」

　レイカは頭が真っ白になった。

　ナナミが？

　なんで？

　なんでよりによってまた？

「答えていただいたので、貴女の質問に答えましょう。月詠ユウカという女性を直接には知りませんが、その息子ならよく知っています」

「……息子？」

「ええ。今いま頃ごろあなたのご息女と身を潜ひそめている筈です」

　くらりと目め眩まいを起こしかける。彼女の言葉はレイカの想像をはるかに超えていた。

「……っ！」

　レイカは身を翻して駆かけ出した。

〈移行者ウオーカー〉の少女のことなど、もはや頭から吹き飛んでいた。
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「へぇ……こんなでかい物を造るなんて、やっぱすげぇな、この世界の技術力は」

　大鳥島の桟橋に降り立ち、ぐるりと周囲を見回してヴィルがはしゃいだように言った。

　実際、ヴィルはかなり気分が良かった。

　面おも白しろいことと目新しいことに目がないのだ。前の『海の世界』でも回遊する島に驚おどろいたが、こんな大きな人工島も驚きよう愕がくの二字に尽きる。

「次に来る時が楽しみだな」

「次があればね」

　ヴィルに続いて桟橋に降り立ったナナミが辛しん辣らつに言った。

「おいおい、不吉なこと言うなよ？」

「……敵の本拠地にたった二人で殴なぐり込みに行くって時点で不吉のメーターを振り切ってるじゃない」

　深々と嘆息するナナミに、ヴィルは片眉まゆを跳はね上あげる。

「その台詞、お前も一緒に来るみたいな物言いだけど？」

「みたい、じゃないわ。行くのよ」

「ええぇ……」

　ヴィルは言葉にするよりもはっきり『面倒くさい』と分かる顔をした。

　が、ナナミは嫌いやがるヴィルを見て「はんっ」と鼻を鳴らした。

「あんたのせいで家は吹っ飛ぶし、おじいちゃんはどうなったか知れないし、それならせめてこれくらいしてもらわなきゃ割に合わないわ」

「家が吹っ飛んだのはおれのせいじゃないし、あのジジイだって殺されるようなタマじゃねぇだろ」

「それはそれ。これはこれよ」

　もう一度鼻を鳴らし、ナナミは空を見上げた。

「なにより、あんな面白そうなものを目の前にして、指を咥くわえてなんていられない」

　ナナミが顔を紅潮させて見上げる先にあるのは、押し潰されそうなほどの圧迫感を与あたえる漆しつ黒こくの《塔》だ。

「……連れて行きなさい、ヴィル。わたしをあそこに――《塔》まで連れて行きなさい」

「…………しゃあないか。命の保証はないが、いいんだな？」

「そんなこと知ったこっちゃないわ」

「あ、そう……なら行くか。ほんじゃミュートを頼むぞ、お前ら」

「言われるまでもない」

　貸し船から桟橋に移ろうとしているミュートにいそいそと手を貸す少年たちが、ヴィルに唾を吐きながら返事をする。

「蒼髪の姐さんには傷ひとつ付けるかよ。お前はさっさと死んでこい」

　ヴィルは肩を竦め、ナナミにくいっと顎あごをしゃくった。

「ほんじゃ、行くか」




※　※　※




「――どういう事か説明してもらいましょうか？」

　レイカは冷ややかを通り越して永久凍土のごとき声音で黒石を問い詰めた。

　大量の連れん絡らくやら書類やらで険しい顔をしていた黒石施し設せつ長ちようは、アポもなく部屋のドアを蹴けり開けてやってきたレイカを、こめかみの血管をピクピクさせながら睨み返した。

「月詠レイカ研究主任。君は《塔》に消えた自分の姉を探す為ために『シーカー』に所属している。そうだな？」

「……ええ」

「そんな君が『招かれざる客』と接触できたなら、君は情報と引き換えに連中を匿う公算が高い。だから『客』も娘も我らで確保するまで連絡を留めた。私の判断は間違っているかね？」

「私の娘の――」

「いまさら母親面をするな！　貴様が《塔》を観測する機材も元は貴様の娘の理論にもとづき開発された物だろう！　娘を道具に使うような女が母親ぶっても説得力がないぞ！」

「……っ」

　レイカは押し黙だまった。事実だったからだ。

　幼い頃ころ――もう三十年も前、レイカは姉のユウカと共に奇き妙みような男に出で会あった。姉妹にしか視えない漆黒の《塔》を使って異世界よりやってきたという、〈移行者ウオーカー〉の男と。

　数々の騒動の後、姉は〈移行者ウオーカー〉とともに《塔》の向こうへと旅立った。

　レイカは行けなかった。そして《塔》は視えなくなってしまった。

　それからは、レイカにとって《塔》の究明が人生となった。

　だが、どれほど学んでも、どれほど求めても、《塔》を解明する糸口すら掴つかむことは出来なかった。レイカは秀才ではあったが、天才ではなかった。天才に必要ななんらかの要素が足りていなかった。

　自分の才能の乏しさに絶望したレイカは、折よく慰なぐさめてくれた男と流れ作業のように結けつ婚こんし――ナナミが生まれた。

　ナナミは、天才だった。

　ナナミはレイカが足りないものを全部持っていた。彼女は途中で投げ出したレイカの資料を読み耽ふけり、母が乗り越えられなかった壁をあっさり越えていった。

　その時のレイカの心境を、はたしてどのように言い表せばいいだろうか？

　我わが子への誇らしさ？

　それもあった。

　自分を超える才能への嫉妬？

　なかったとは言えない。

　だが何よりもレイカの心の大部分に巣くったのは、もう一度《塔》を追える喜びだった。

　それから、レイカは我が娘に自らが溜め込んだ知識と、求め続ける課題を惜しげも無く与えた。ナナミは喜び勇み、もっともっとと言いながら研究に邁進した。

　だが、我が子に縋るレイカと、ブレーキの利かない理性を持つナナミに、ごく普通の感性しか持たぬ夫は気味悪がって離れていった。別段離り婚こんに何の感かん慨がいもなかったレイカだったが、それがナナミに自分の異常さを自覚させる契機となってしまった。

　黒石の言う通りだった。こんな自分が母親ぶるなど噴飯ものだ。

「自分の立場がようやく分かったか？　なら、静かに《塔》を監視していろ。ご息女のことは悪いようには――」

　警報が響いた。人間の警けい戒かい心を煽る音が部屋の中に外に響き渡る。

　黒石は笑みを引き攣らせ、慌あわてて内線を呼び出した。

「どうした！」

『襲しゆう撃げきです！　最優先目標アルファが正面ゲートを破って入ってきました』

「捕らえたベータを奪還に来たか!?　襲しゆう撃げき者しやは一人だけかっ!?」

『いえ、保護目標が――月詠主任の長女が一緒に……』

　背に掛かかる「待て！」という声を置き去りに、レイカは正面ゲートへ駆け出した。




※　※　※




「……なんでこんなに派手になってるの？」

　気絶した門番と、真っ二つになった正門ゲートを横目にしたナナミがぼやいた。

　剣けんを担かついで前を征くヴィルが、肩かた越ごしに振ふり向きニヤリと笑う。

「大おお騒さわぎを起こせば、ちゃんとエリザにも伝わるだろ？」

「拘束されてたらどうするのよ？」

「いやいや、あのエリザだぞ？　いまごろエロい尋問されてるだろうから、気を取られた見張りを蹴倒して素っ裸で駆けつけてくるって」

「あんたサイテー！」

　思わずエロ漫まん画がかエロゲーみたいな絵柄を想像してしまったナナミが顔を赤くする。その眼前に剣が差し出されると、キンッと音を立てて銃じゆう弾だんが弾はじかれた。

「ぼうっとしてんな」

　間一髪で顔の真ん中に穴が開く運命から逃れたナナミは、文句をいう間もなく抱え上げられ、直後に掛かった強きよう烈れつな加速度に悲鳴を上げた。

「きゃぁぁぁああああああああああああああああああああああああ――――――――」

「舌噛むから口閉じてろ」

　小こ柄がらな少女とはいえ人ひとり抱えているのに、ヴィルは風のごとく疾しつ走そうして車の陰かげに隠れる。

　玄げん関かんホールからの銃じゆう撃が断続的に続く。ヴィルはじっと耳を澄ませた。

「三、四……七、いや、八人か」

　頷うなずくと、ヴィルは手にした剣を玄関ホールへ向かって滑らせた。

「おおーい！　降参する！　武器を捨てて出てくから撃たないでくれ！」

「ちょ――」

　怒鳴り返そうとすると、ロクデナシは碌ろくでもない笑え顔がおを浮かべた。

「いま出てく！　撃つなよ！」

　ゆっくりと物もの陰かげから身を晒さらし、玄関ホールの中へ足を踏ふみ入れる。

　ホールの各所に潜んでいた警備員八人が、油断なく拳けん銃じゆうを構えながら近付いて来る。

「……妙な動きはするな。穴だらけになりたくないならな」

「妙な動きねぇ」

　大げさに腕うでを真上に上げ、ヴィルはにやにやと笑い返す。

「それって――こういうのか？」

　ヴィルの身体が回った。

　警備員たちは一いつ斉せいに引き金を引き――何も置きなかった。

「残念」

　一回転したヴィルの両手には、白い光が凝縮した〝光剣〟が握にぎられていた。

　突とつ然ぜん現れた不可思議な武器はすぐにヴィルの両手から吹ふき消え、警備員たちの手にした銃がきっちり八丁、真っ二つになって部品が床ゆかに散らばった。

「ちょっと人道的すぎるな。今度からは腕か足を撃うち抜いとけ」

　床に落ちていた剣を拾い直し、警備員八人はすぐに打ちのめされて丸太のように転がった。

「よし、終わったぞ」

　呼びかけられて玄関ホールに歩いてきたナナミはヴィルの手を凝ぎよう視しした。

「……さっきのは、何？」

「何でもスパスパ斬れる不思議武器だ。疲れるからあんま使いたくないけどな」

「…………」

　ナナミは、床に転がる銃の成れの果てを拾い上げた。切断面は恐おそろしいほどの滑らかさで、最初からこの形に成形されていたようですらあった。

「音もなかった……あんたの動きを見るに反動も手応えもないのよね、きっと……こんなの、レーザーでも高周波でも不可能だわ……」

「考えるのは後にしろ。先を急ぐぞ」

「え、ええ」

　ナナミは銃の部品を放り捨てて立ち上がった。

　玄関ホールは左右に通路が通じている。この施し設せつ自体が巨大な環状だから外周部を一回りしていそうだが、確たる証拠はない。

「どうするの？　道順なんて分からないわよ？」

「決まってる。こういうのは真まっ直すぐ行くに限る」

　ヴィルは当たり前のように言うと、ホールをまっすぐ突っ切り、壁に向かって剣を振り上げた。さっきの〝光剣〟と同様の〝光〟が剣を取り巻き――

「うし、行くぞ」

　振り終えた後には、音もなく切り裂かれた壁がぽっかりと人間大の穴を開けていた。

「……理り不ふ尽じんすぎるわ、この切れ味……」

「さ、行くぞ」

　思し索さくに耽りかけたナナミは慌てて穴の向こうへ踏み入ったヴィルを追った。
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「……来たか」

　鏡の向こうの監視たちが慌てる気配を発するのを感じ、エリザはようやくかと首を回した。

「遅おそいぞ、ロクデナシめ」

　薄うすく笑い、エリザは次に取るべき行動を考えた。

　このまま待っていれば事のついでにヴィルがあのドアを蹴り開けて入って来るかもしれないが、出来れば自分自身の力で合流したい。弱々しい姿をあのロクデナシに見られるのは不愉ゆ快かいだ。

　ならば自分で枷を外さなければならないが、その為の方法はそう多くない。

　真っ先に思い付くのはしなを作って監視員を誘ゆう惑わくすることだが、これはあまり使いたくない。自分が誘惑するのはヴィル一人で十分だ。それに監視員が鍵を持っている保証もない。もし持っていなかったら馬ば鹿かみたいだ。

　とはいえ、自分には縄なわ抜ぬけや鍵破りの技術はない。さてはてどうしたものかと考えていると、部屋の電気がブツンと落ち、少しして非常用の弱々しい電灯が点つく。

　エリザのあずかり知らぬ事だが、この時ひたすら真っすぐ突つき進むヴィルが、この区画への電気供給をしている変圧器やら配電盤やらが収まった部屋を切り裂いたのだった。もっとも、エリザははっきりとヴィルのやった事だと確信していたが。

　エリザのあられもない姿を映し出していた大鏡だが、非常用電源に切り替わると同時に普ふ通つうのガラス窓になっていた。電流で透過率を調節するマジックミラーだったらしい。おかげであっち側の部屋の様子がよく見えた。

　エリザの感覚を裏付けするように、監視員の男二人組が慌てた様子でインカムや内線に怒鳴りかけている。突然の事態に慌てふためいている。

　監視員の腰こしで鍵束が揺れているのをエリザは見て取った。扉とびらの鍵と枷の鍵だろう。

　誘惑するならあの男か。けれど嫌だな。いっそあの鍵束に足が生えて手の中に歩いてきてくれないものか。

　エリザが埒もないことを考えていると、監視員の腰から鍵束が消えた。

「ん――んんっ？」

　怪け訝げんな呻うめきを漏もらした瞬しゆん間かん、右手に重みを感じた。

　目を向けると、監視員の腰にあったはずの鍵束が手の中に移動していた。

　これには流石にエリザも仰天したが、鍵束を握る右手の甲こう――〈移行者ウオーカー〉に刻まれる刻印が光っていた。ヴィルが〝光〟を使う時と同じ輝きだ。

「……なるほど。つまり、これが私の〈移行者ウオーカー〉としての能力ギフトか」

　納なつ得とくすると、エリザはさっさと拘束を外した。

　監視員たちは、エリザが足の拘束に手を掛けたところでようやく気付き、慌ててドアを開けて入ってきた。

「――運の悪い奴やつらだ」

　エリザは外した足の枷――肩かた幅の棒と短い鎖が付いたそれを、思い切り監視員の頭へ投げ付けた。鉄製の枷が激げき突とつし、監視員は前歯を散らして倒たおれた。

「き、きさ――」

　もう一人が警棒を振り被るが、エリザの蹴りが手首にヒットしてスッポ抜ける。

　くるくると舞う警棒をキャッチすると、エリザは上段蹴りで開いた股をガン見する男の脳天に思い切り振り下おろした。

「ぴぎゃ……」

　倒れる前に、さらに左右の頬ほおへ警棒を叩たたき付ける。男は顔を痛々しく腫らして気絶した。

「私の裸は安くないっ」

　忌々しく吐はき捨てると、エリザは拘束室から抜け出だした。

　監視室を出ると、すこし広めの部屋になっていて、隅すみの机にエリザの服と、ジュウゴに貰もらった日本刀が置かれていた。

「よかった。これを無くしたら師し匠しように合わせる顔がない」

　エリザはほっとして刀を手に取った。

　そして服に手を伸ばしかけ、

「っ！」

　横っ飛びに跳ちよう躍やくした。

　銃声もなく飛来した銃弾が、服と机を穴だらけにする。

　部屋の中に、埃と糸くずが舞った。

「――ほんと、どういう勘かんしてんのよ」

　さっきまでエリザが立っていた背後の空間が揺らめき、眠ねむたげな目をした女が出現した。

「面めん倒どう臭いわね……さっさと死になさいよ」

「いいのか？」

　鞘さやを腰元に引き寄せ、柄つかに手を置いてエリザが問う。

「殺せば、人質として使えまい？」

「……別にいいでしょ？　死体だって」

　女は銃を投げ捨て、ナイフを引ひき抜ぬいた。

「……自分勝手に生きて悩なやみ事のなさそうな脳天気な顔。何様のつもりよ」

「…………なんともまぁ……」

　エリザはくすりと失笑してしまった。いつも言っている台詞せりふが、よりによって自分に投げ掛けられるとは思ってもいなかった。

「エリザ」

「……は？」

「エリザ。私の名だ。あなたには親近感が湧わいた。ぜひ名前で呼んで欲しい」

「……ヨーコよ。覚えなくてもいいわよ、痴女」

　風切り音もなく、女たちの戦いの幕が切って落とされた。
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　警報がひっきりなしに鳴っている。

　敵が――異世界人がやってきたのだ。

　怒りに任せて起き上がろうとし、巽たつみケイジは激痛に呻いた。ベッドの上から起き上がることすら出来ない。

「く、くそ……くそ、くそ、くそ……」

　こんなのはオカシイ。自分は選ばれた筈はずだ。特別な能力に覚め醒ざめた人間なのだ。その自分がなんでこんな惨めな姿でベッドに横たわっている？　こんなのは絶対にオカシイ！

「オレは……オレは特別だ！　オレは特別なんだ！　オレが負けるわけねぇ！　オレは特別だ！　オレは特別なんだ！」

「――違ちがうな」

　怒りの熱を吐き出すケイジに、まったく温度の感じられない声が掛けられた。

　ケイジが目線を移動させると、ベッドのすぐ横に逞しい体たい躯くの男が立っていた。

　乾ハガネ。

　再生能力という、自分の『炎帝』に比べればカスみたいな能力の持ち主だ。

　格下の能力者に見下され、ケイジの自制は一いつ瞬しゆんでブチ切れた。

「てめぇええああああああああああああ！」

　石も溶かす炎熱がハガネを包み込む。どれだけ優れた再生能力を持っていても関係ない。

「はははははははははっ！　死ね！　死ね！　死ね死ね死ね！　死ね死ね死ね死ね死ね死ねっ！　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね！死ね死ね死ね死ね死ね死ね！　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ぃねぇぇええええ！　死ね死ね死ね死ね死ね死――」

　松明と化した男の腕が持ち上がり、埃を払うような仕草をする。それだけで、ケイジの自慢の炎は蝋燭の灯火よりもあっさりと吹き払はらわれてしまった。

　ケイジを再び見下ろすハガネは、炎に包まれる前と何ら変わらない姿を見せた。

「な、な――」

「巽ケイジ。貴様の力などは、所しよ詮せんは現象干渉――世界の緩んだネジを弄るだけの能力だ。《塔》によって宇宙を飛び越え世界を渡わたり歩あるく〈移行者ウオーカー〉の力――世界の在り方にアクセスする時空干渉能力に及ぶべくもない。文字通り次元が違うのだ。……だが」

　ずむ、とハガネは自分の胸に指を突き立てた。第二関節まで埋うまっていたが、まったく血は流れない。

　ず、ずずっ……と指が引き抜かれる。果たしてその指は、小指の先ほどの小さな球体を摘つまんでいた。

「……『これ』を使えば、お前は強大な力を得ることが出来る。およそ生物の――いや、物質の限界を超える力だ。お前は、何者にも負けぬ戦闘力を得る」

「……お前は……！」

　何者だと問おうとしたケイジだが、小さな球体を摘むハガネの右手を目にして息を止めた。いつの間にか彼かれの手の甲には奇妙な刻印が――〈移行者ウオーカー〉の証が浮き上がっていた。

「き、貴様は――」

　理解の声を上げる前に、ハガネの指がケイジの胸に突つき刺ささった。

「がっ……？」

　指が引き抜かれる。突き刺さった指の跡は瞬またたく間に閉じて消えた。

「接せつ触しよくしていれば、多少は俺おれの〝固有時間〟の効果が及ぶ。それよりも、感じるだろう？　貴様の中に宿った新しい力を」

「新しい、力…………ッ！」

　ハガネの指が突き刺さった――謎の小さな球体が埋め込まれた胸がズグンと波打った。強烈な波動はすぐさま全身に伝播し、ケイジの身体は激しく痙攣し出した。

「あっ、あがっ、あがががが……」

「とある世界の遺物だ。果てしない争いの果て、人の姿も人の心も捨て、ただ戦うだけの生物と化した人間たちの因子だ」

「あ、あ、あがっ……あ、ぎっ……ぎっ、ぎる…………」

「文明も何もかもを捨て去り、ただ戦うだけに存在する彼らの正式な名称はすでに知ることは出来ないが……〝我々〟はこう呼んでいる。『龍りゆう』、と」

「あぎぃ、るるるるるるる…………」

「お前に打ち込んだその『龍の因子』は、お前に強大な力を与える。無限に進化する可変遺伝子。周辺物質を取り込み血肉とする分子再構成代謝。膨大な情報過負荷に耐たえる超神経細胞。〈移行者ウオーカー〉の時空干渉能力に対たい抗こうし得る、個体として極限に近い戦闘能力だ」

「ぎ、ぎ、ぎぃ、あ、あ、あ……」

「喜べ。お前は最強の生物になる。戦う為だけに生きる、究極の戦闘生物に」

「あ、あ、あ、あ、あ――――――」

　――アグゥゥゥゥルルルルルァァァァァアアアアアアアアアアアアアアッッ!!

　人間の声帯ではけして出せぬだろう咆ほう哮こうが響き渡った。

　断じて人の喉のどから発生する声ではなかった。

　意志もなく。

　感情もなく。

　ただただ敵意のみで発せられる咆哮。

　殺意の歯車が立てる劈つんざくような作動音。

　そんなものを、人間の喉が発せられる筈がない。

　誰だれもが、その咆哮を聞けば一瞬で察するだろう。

　――こいつは狂っている。

　威嚇や警告ではない純然たる敵意の咆哮を皮切りに、ケイジという名を持っていた人間が変化を開始する。

　白い包帯を突き破り、赤黒い肉片が盛り上がる。伸びた肉片はベッドや天てん井じように突き刺さるや、その周囲をじわりと溶かしはじめた。

『ギッ……ギ、グルルルルルル…………』

　周辺の物質を取り込みはじめ、巽ケイジという名の人間だったものが変態をはじめた。

　急速に肉体の質量が増し、四肢が歪に伸び上がり、さらにベリベリと殻を突き破るようにして見たこともないような器官が生まれ出す。

　すぐに、ベッドの上には巨きよ大だいな肉塊が蠢うごめき始めた。
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　ヴィルは、なんだか徐じよ々じよに物足りなくなってきた。

　真っ直ぐ行ってぶっ飛ばすと選せん択たくしたのは自分であるが、あまりにも相手が脆もろすぎる。

「もうちょっとさ、考えて戦えよ」

　何度目かになる遭そう遇ぐう戦を手早く終わらせたヴィルは、倒れ伏ふした警備兵を見回して軽く嘆たん息そくした。

　ヴィルは戦せん闘とう狂ではないが、戦いは好きだ。敵意でも欲望でも構わないが、心を剥むき出しにして戦い合うのは生きている実感を肌はだで感じられる。

　だが、どうにもこの『シーカー』という組織の戦闘員たちには、戦いに注ぐ想いが足りない。ビジネスライクな戦闘など、それはもう戦いではない。ただの作業だ。

　ただの作業ほど、ヴィルが苦手なものはなかった。

「なんでも良いからさ、あんたらももっと自分を騙す嘘うそを考えろよ？　そんなんじゃ楽しくないだろ？」

　ヴィルは肩を竦すくめると、次の曲がり角の手前で身を潜めて龍ドラコ・グ剣ラデイウスを差し出した。その刀身に待ち構えている一団が映り込んだ直後、これまでで一番の銃撃が襲おそい掛かってきた。

「おっと。まだ姿を見せてないのにせっかちだな」

　ヴィルは龍ドラコ・グ剣ラデイウスを引っ込め、ごそごそと懐ふところを探った。ここに来る途中の武器庫（もちろん頑がん丈じような隔壁で仕切られていたが〝光剣〟の前では無力だった）で回収した物を取り出し、おっかなびっくり付いて来ていたナナミに確かく認にんさせる。

「これは？」

「……『スタングレネード』って書いてあるわね。音と光で相手を無力化させるのよ」

「これは？」

「手て榴りゆう弾だん。金属の破は片へんを撒まき散ちらして殺す武器ね」

「なら、こっちを使おう」

　手榴弾を放ると、ナナミは悲鳴を上げて受け取った。

　ヴィルはスタングレネードのピンを次々抜き、餅でも撒くような気軽さで通路の奥おくへひょいひょい放ほうり込む。

　目を閉じ、口を開け、耳を塞ぐ。

　すさまじい閃せん光こうと轟音が生じた。

　ヴィルは龍ドラコ・グ剣ラデイウスを握り直して躍り出た。

　さすがに全員を無力化できてはいないが、混乱具合としては十分だ。ダメ押おしに、殺傷力の高い手榴弾アツプルを放り投なげる。ピンは抜いていないが、敵はそんな事は分からず大いに慌てて逃にげようとする。その無防備な背中に、ヴィルは無慈悲に襲い掛かった。

　胴体のアーマーとヘルメットの隙間を正確に狙ねらい、首筋への峰みね打うちで気絶者を量産する。

　三分程てい度どで、これまで繰くり返かえしたようにほとんど一方的に戦闘を終わらせた。

「根こん性じようないな。一人くらい爆ばく弾だんに覆おおい被かぶさって、その隙に逆襲するくらいしないとな」

「無茶言わないでよ」

　手渡された手榴弾を捨てることもできずに握り締め、死屍累々と倒れた警備兵たちを避けながら近付いてきたナナミが、じとりとした眼を向けてくる。

「誰もがアンタみたいに頭のネジが緩んでるワケじゃないのよ」

「戦場じゃ当たり前なんだがな」

「どんな血みどろの世界なのよ……もっともその割に殺してないのね」

「ミュートとの約束だからな」

「あれも？」

　ナナミは通路の一角を指差した。

　そこには高そうなスーツを着た男が、スタングレネードのダメージをもろに受けてのた打ち回っていた。

「可哀想だから、気絶させて上げたら？」

「いや、質問することがある。さっき偉そうに命令してたからな。たぶん、ここの指揮官クラスだ」

　のた打ち回る男に近づくと、ヴィルは容よう赦しやなく蹴りを放って一ひと先まず静かにさせた。おげぇと呻く男の首に足を引っ掛け、蹴り上げるように男を通路に凭もたれさせる。

「聞こえるか？　もう聞こえるな？」

　声をかけると、男は痛みと憎しみで歪んだ顔をヴィルに向けた。

「おれはヴィルだ。あんたの名前は？　あ、『貴様などに名乗る名はない』とか止めてくれよ？　話が進まないからな」

「……黒石だ」

「オーケー。黒石さんよ、あんたらは何でおれたちを付け回すんだ？　そりゃ不法入国とか言われたら言い返せないが、問答無用で殺しに来るのはあんまりじゃないか？」

「……ほざけ、侵略の尖兵め……！」

　黒石はギリギリと歯は軋ぎしりして睨み返してきた。

「貴様ら『異世界人』は、その存在だけで害悪だ。貴様らの存在がどれほど社会を揺さぶるか、考えたことがあるのか！　異世界の存在が明らかになった時、どれほどの恐きよう怖ふが蔓延するか考えたことがあるのか！」

「そんなもんか？」

「異世界の者共が攻め込んでこないとでも？　そんなものは幻想だ！　奴らは虎こ視し眈たん々たんと我々の世界を狙っている！　貴様らを放っておいてこの世界の情報が――」

「ヤメヤメ。あんた嘘言ってるだろ？　そんな殊勝なお題目じゃ、そんな眼は出来んぜ」

　苦く笑しようし、ちゃきりと龍ドラコ・グ剣ラデイウスを突き出す。

「なぁ、本音を言えよ？　あんたのその眼はつい最近見たんだよ。あんたのその眼は、嫉妬の眼だぜ？」

「……貴様に分かるか？　すべてを捨てて……すべてを捨てられる貴様に……！」

　指摘が的を射ていたのか、黒石は鼻先の刃やいばも目に入らないように、親の敵かたきに向けるような憎々しい表情をヴィルに向けた。

「すべてを捨てて、一からすべてやり直す……そんなチャンスが与えられている者に、この世界にへばりつくしかない者の気持ちが分かるか!?」

「分からんねぇ」

　刃を引き、ヴィルはやれやれと肩を竦めた。

「そうだろうとも……何度も何度も新天地でやり直せる、そんな連中に分かるわけが……」

「分からんのはあんたのその考えだよ。あんた、この世界が嫌きらいなのか？」

「……何を言いたい？」

「言ってやりたいが、あんたみたいなタイプには言っても無む駄だだろうしなぁ」

　ヴィルはしみじみと肩を竦めた。

　以前の世界でも黒石のような類の人間に心覚えがある。こういうタイプの人間は自分が正しいと信じこむと何を言っても聞きやしない。

「ほんじゃ気絶させるが、その前に捕まった女の居所を……」

　エリザの居場所を問おうとしたその時、妙みような気配を感じて言葉を切った。

「……何だ？　このべらぼうな殺気は……」

　首筋がピリピリする剣けん呑のんな気配に剣を構えると――目の前の通路が突如吹き飛とんだ。

「ぬ、おおおっ!?」

「きゃああああああああっ!?」

　大量の瓦が礫れきと一いつ緒しよに吹き飛ばされる。なんとかナナミを抱えてやり過ごし、周囲を見回し、上を見上げて唖あ然ぜんとなった。

　三階分の床と天井を突き抜けて、青空が見えていた。さっきの衝しよう撃げきが綺麗さっぱり吹き飛ばしたらしい。

　そして破は壊かいした張本人が、ヴィルのはるか頭上から無数の瞳ひとみで見下ろしていた。

　赤黒い鱗うろこに覆われた、巨大な蜥蜴とかげ。

　長い首に、獰どう猛もうそうな大顎。砲弾ほどもありそうな大きな眼球が九つもあり、赤黒い体表よりもなお赤く、血のような色で輝かがやいている。巨きよ躯くを支える脚は、人間一人を踏み潰して余りある。さらに、獲え物ものを引き裂く事にしか使えないだろう長く鋭するどい爪を備えた腕が四本、ぎゃりんぎゃりんと爪を鳴らしている。

「ど、ドラゴン……？」

　腕の中のナナミが引き攣つった声を出した。

「ドラゴン、ね……この世界にはこんなバケモノがいたのか。こりゃあ、動物園て施設にも行っておくべきだったかな？」

「こんなのが居るわけ無いでしょう!?　超能力ならまだしも、こんなの――」

『ギルルルル…………ギルォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ――――――――――――――ッッッ!!』

　獣けものとは思えない、しかし人間のそれとは決定的に異質な、殺意のみで構成された咆哮が、ビリビリと周囲を震ふるわした。

「一旦撤退だ」

　くるりと背を向け、ヴィルはナナミを抱えて走り出した。

「ど、どうするの……？」

「心配しなくても、あのドラゴンがしばらくしたら場を整えてくれる。それまではちょっと離れていればいい」

　ヴィルは一目散に後退した。

　一方、残された黒石は、腰を抜かして逃げることもできず、顔を引き攣らせて赤黒い鱗のドラゴンを見上げるばかりだった。

「な、な、なんだ、これ、は……」

「『龍』、ですよ」

　黒石は音を立てて振り返る。まるで瞬間移動でもしたかのように、巨躯の男が――乾ハガネが立っていた。

「ああ、瞬間移動ではありません。あれはなかなかレアな能力でしてね。私の時空干渉能力は、自分の体内時間にだけ作用するささやかなものですよ」

　ハガネはそう言って、右手をかかげた。その甲には複雑な刻印が輝いている。

「き、貴様は……『能力者』ではなかったのか!?」

「そんな中ちゆう途と半はん端ぱな存在と一緒にしないでいただきたい。あなた方が『能力者』と呼ぶ者たちは、人間の持つちっぽけな可能性がいくらか発現したに過ぎない。歴史が歪むのを嫌きらった『この世界の創造者』が《塔》に施した、隠いん蔽ぺい結界に触発されてね」

「な、何を……」

「あなた方は異世界の者たちが攻めてくるかもという恐れを抱いだいていたが、もっと根本的なことは考えなかったのか？　あの《塔》を創つくった者たちのことは？」

「き、貴様は……？」

「あの《塔》の創造者たちは、いくつもの平行世界を貫く《塔》を創り出した。そして彼らはそれぞれの並行宇宙で『神』となった。『神』となった彼らは、それぞれの世界を自分好みに創造しはじめた。分かるか、黒石施し設せつ長ちよう？　この世界もまた《塔》の創造者によって整えられた世界なのだよ」

「な、に、を……」

「この世界の創造者は、どうやら自分たちの辿った歴史を再現しようとしていたようだ。そういう創造者たちはかなり居たようで、〝我々〟はそういった世界を『蓋然世界群』と呼んでいる。この『第十七蓋然世界』はその中でもかなり『創造者たちの世界』に近かったので〝我々〟の観察対象だった。だから私も静かにしていたのだが……運良くか運悪くか『鍵持ち』を見付けてしまった。そこそこ居い心ごこ地ちも良かったが、私はこれで失礼する」

「き、貴様は……？　我々……？」

「〝我々we〟に名はない。だが、〝我々〟と志を共にしない〈移行者ウオーカー〉たちは、〝我々〟を『世界World の敵Enemy』などと呼ぶ。失礼な話だ。そうは思わないか？」

「う、うう……？」

「理解できないか？　だが構わない。説明したのは義理のようなものだ」

　納得したように頷くと、ハガネはひょいと横に一歩ずれた。

　さっきまで彼が立っていたその空間を、巨大な腕が通って過ぎた。

「ぎっ、ああああああああああああっ!!」

　巨大な腕は、黒石の胴体を半ば握り潰すようにして鋭い爪を突き立てた。黒石は自分に食い込む腕を半狂乱になって叩くが、おろし金のような赤黒い鱗によって腕がぐずぐずになるだけだった。

「やはり、上司に別れの挨あい拶さつはして置くべきかと思いましてね。お暇ひまをいただきます、黒石施設長。お世話になりました」

「ひぃぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！　ぃぃっぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいぎゅ」

　ぐぢゅり。

　水風船が爆はぜるようにして黒石の身体が二つに千切れた。

　恐怖に引きつった黒石の死相にちらりと目をやり、ハガネは顔を上げた。

　赤黒い四本腕の『龍』が、九つの目をギラつかせてハガネを見返す。

『グゥルルルルルルル……』

「いかに『龍の因子』とはいえ、この短時間でここまで成長するか。先ほどの言を撤てつ回かいしよう、巽ケイジ。お前は大した奴だ」

『ギゥルルルルァァァァァアアアアアアアアアアアア――――――ッッ!!』

「まぁ、すでに言語野も戦闘領域に飲み込まれているだろうが」

　赤黒い鱗に包まれた腕が部屋の壁も床も一緒くたになぎ払う。

　だが、その腕が肉を巻き込むことはなかった。

　肉体を裂く感かん触しよくを味わえなかったのに苛立つように、無数の目がぎろぎろと周囲を見回した。

「いかに『龍』でも、私は捉えられんよ」

　出来上がったばかりの瓦礫にいつの間にか腰こし掛かけ、ハガネが教え諭さとすように言った。

「私の逃げ足の速さは〝我々〟の中でも有名でね。もちろん直接戦闘も得意だが、いまのお前は私と相性が悪い。なのでこれでさようならだ。新たな『龍』よ、君の健闘を心より願っている」

　言い終わると同時に、ハガネの姿が掻かき消えた。長身で屈くつ強きような体躯が、瞬きよりも短い時間で、跡形もなく。

『グルル…………グルォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　湯気を立てる死体を踏み砕き、『龍』は新たな獲物を求めて咆哮した。
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　――オオオオオオオオッッッ!!

　彼方から届いた咆哮に、エリザはふぅと嘆息した。

「……またあのロクデナシが何かしでかしてるな？」

「余よ裕ゆうね」

　平へい坦たんなのに不ふ機き嫌げんな声とともに降ってくる『見えない刃』を、エリザは飛び退のいて躱かわした。剥き出しの乳房が揺れて、軽く眉まゆを顰ひそめる。

「落ち着かないな、これはっ」

　ヨーコと名乗った女に襲われてから、エリザはずっと素っ裸はだかに刀一本という格好で駆けずり回っていた。胸が暴れて落ち着かないし、股ぐらが冷や冷やして変な気分になる。せめて上着だけでも羽織って胸を押し込まないと落ち着かない。

　おまけに。

「こっちだ！　逃が、す……な？」

　通路から飛び出してきた警備兵たちが、素っ裸のエリザを見て硬直する。

　文句の付けようのない美少女が、成熟した女性らしさと若々しい瑞々しさが同居した奇跡のような裸体を晒していれば、どんなに殺気だった兵士も魅入らずにはいられまい。おまけに動き回っていれば、なおさら視線の集中する場所に事欠かない。

「この――気安いぞ貴様ら！」

　エリザは鞘に収まったままの刀を振ふりかぶり、警備兵たちのニヤけた顔に叩き込む。

　これですでに八回目ほどになる光景だった。一回につき五人から七人とかち合っているから、少なく見積もっても四〇人近くの男たちに裸を見られたことになる。きっちり気絶させているが、記き憶おくが飛んでいるかは甚だ疑わしい。出来るなら念の為ためもう二回ずつ追撃してやりたいが、状じよう況きようがそれを許さない。

　ヨーコが通路の奥から手にしたナイフを振りかぶる。数メートルも離れているが、エリザは振るわれるナイフの軌き道どうから身を逸そらした。背後の壁に、斬撃が刻まれる。

「まったく……嫌がらせか！」

「ええそうよ。あなたはこれで『異世界の痴女』として認にん識しきされるわ。気分はどう？」

「最悪だ！」

　エリザは小さく舌打ちし、ちらっと床に目をやった。警備員が取り落とした銃じゆうに意識を集中すると、銃が消える。

　床ゆかに落ちていた銃は、走っているヨーコの眼前に刹那で〝移動〟した。

「……目障り」

　ヨーコが無造作にナイフを振るう。ナイフの薄皮一枚分の距きよ離りに達たつした瞬間、鉄製の銃がギヂリと歪んで分解した。力任せに引っ張ったように、それぞれのパーツが捻ひねくれて散らばる。

　エリザは通路を走り抜けながら、目に入る物――拳けん銃じゆうに小銃、誰かが落としていった書類や靴くつ――を手当たり次第にヨーコの前に〝移動〟させたが、すべてはナイフの間合いにあるとなしとに拘わらず、あっさり吹ふき飛ばされてバラバラになっていく。

　それらの様子から、彼かの女じよの能力についてはある程度察しがついた。先ほどの見えない斬撃は衝撃波を飛ばすようなものではなく、彼女の握るナイフから延長された『見えない刃』によるものだ。おそらく、ナイフを芯として空気を圧縮しているのだ。

　姿を消していたのも、空気を操って屈折率を変えていたのだろう。

「……何で躱せるワケ？」

　圧縮空気を高速流動させた長大な刃を振るい、ヨーコが怪訝な声を出す。

　エリザは通路に落ちていた白衣を見た。意識を集中するが〝移動〟しない。仕方なくそのすぐ横に落ちていたクリップボードを〝移動〟させるが、案の定あっさり捻られたように引き千切られる。

「……この瞬間移動テレポートの能力に関係あるの？」

「ほう？　この〝移動〟の力は『てれぽーと』と言うのか」

　半歩だけ後ろに下がる。胸の間を見えない刃が通り過ぎてゆくのが分かった。

　前回世界移行ワールドウオークしてからやたらに物の輪郭や距離感が精密に感じられるようになっていたが、この〝移動〟の能力に付随する感覚だったらしい。

　おかげでここまで、ヨーコの攻こう撃げきを避け続けていられる。こんなに空間察知能力が鋭敏になっていなかったら、さすがに肌が傷だらけになっていたところだ。

「しかし……解げせないな」

　高圧縮した空気を流動させているらしき『見えない刃』の余波で靡なびく髪かみを押さえながら、エリザはヨーコに疑問をぶつけた。

「姿を消す能力より、この『見えない刃』の殺傷力の方がよほど脅威だ。これほどの戦闘力があれば、監かん視しや偵察よりも直接戦闘や暗殺を命じられるだろう」

「……何が言いたいの？」

「あなた、これまでこの力を隠していたな？」

　足元を薙ぐ一いち撃げきをバク転で回かい避ひ。長い足できれいな弧を描きながら距離を取ってヨーコと睨み合う。眠たげに――瞼まぶたを閉じたそうに細めた彼女の眼を、じっと見つめる。

「なぜ、そんな事を？」

「……あんたには分からないでしょうね」

　高密度の殺人的な空気を纏うナイフを弄もてあそびながら、ヨーコは皮肉っぽく言った。

「この世界には、『出る杭は打たれる』って言葉があるのよ」

「私の育った世界にも似た言葉がある」

「なら、分かるでしょう？　ほとんどの人間が視えるどころか考えもしない《塔》が見えて、こういう普通じゃありえない能力を持ってる奴がどう思われるか。どう扱あつかわれるか」

「それを受け入れたから、この組織で異世界人狩りをしているのではないのか？」

「冗じよう談だん。誰が好き好んでこんな事やるってのよ。私はもっと普通に生きたかった」

「…………」

「けど嫌でも、やるしかない。こんな能力を持った私には、こんな生き方しか……」

「すまないが」

　カツン、と刀を床に突つき立て、エリザは不可解な顔をした。

「嫌なら、なんで此こ処こでこうしている？」

「……何を言いたいわけ？」

「あなたの言う事が分からなくもないが、そこまで嫌ならさっさと去れば良いだろう？」

「……そんなこと出来ると思ってるの？」

「別にこの日本という国だけがこの世界の全てではあるまい？　それにあなたには、もっと別の世界への道が視えているはずだ」

「……《塔》への接触は禁止されている」

「姿を消すことも出来るならいくらでもやりようはある。あなたはこれまで《塔》を使おうと一度も思わなかったのか？　あれが異世界に通じているのは知っていたのだろう」

「…………」

「つまり、だ。あなたは嫌だ嫌だと言ってはいても、現状を受け入れているのだ。本当に嫌なら、さっさと見限ればいい。それが出来ないのなら、現状の中で努力すべきだ」

「……あんた、偉そうに説教できるの？　あんただって、元の世界が嫌だったから逃げ出してきたんでしょうが!?」

「そうだな。私の居た世界は本当に最悪だった。だが勘かん違ちがいしないで欲ほしい。私は逃げてきたワケじゃない」

「じゃあなんだって言うのよ!?」

「私から逃げた男を捕まえるため、だ」

「……………………は？」

「考えられるか？　私から逃げたんだぞ？　十年も一緒に過ごして、死線を潜くぐって……あいつの為にずっとずっと大切に守ってきた処女を奪うばうこともせず、唇くちびるどころか肌にさえ触ふれずに！　私の十年を『じゃあな』の一言で切り捨てたんだぞ？　だからあいつには、一生かけて私の人生を返してもらう。異世界に渡ったくらいで、逃のがしてたまるものかっ!!」

「……バッカみたい」

　ヨーコが顔を歪めて唾つばを吐はいた。

「バカじゃないの？　そんな理由で異世界旅行？　頭がオカシイんじゃないの？」

「かも知れない。自分でも馬ば鹿かだと思っているが……意外と気分は良い」

「…………」

「あなたはどうだ？　あなたは今、楽しいか？」

「……気に入らない」

　空気の刃を振るい、壁や床や天井を切り刻みながら、ヨーコは殺気を込めた眼でエリザを睨んだ。

「こんなクソみたいな世界で楽しく生きれるわけ無いでしょうが！　どこの世界だって似たようなものよ！　全部くだらないのよ！」

「そうか。なら、終わらそう」

　エリザはひゅんと刀を一回転させると、左手で鞘さやを持ち、刀の鯉口を切る。左足を引いて重心を落とし、右手で柄つかに触ふれる。

　抜ばつ刀とうの体勢となった。

「さぁ、来い。あなたの言う、『くだらない世界』を、私が終わらせてやる」

「ハッ！　足を止めてどうするつもり？　私の『空刃』は、刀なんかで防げはしないわよ？」

「恐こわいなら、さっさと逃げろ。やるなら、さっさと来てくれ」

「……いいわ。その綺き麗れいな顔と身体、真っ二つにしてやるわ」

　ヨーコは、ナイフを両手で握にぎって頭上に構えた。『空刃』の刀身は殺傷力を維い持じしたままでも数メートルの長さまで延長できるが、操れる空気の分子量には限りがある。空気の刀身を短くすれば、その分威力が上がる。

　二メートルの刀身となった『空刃』が渦動速度を速める。いまの圧力と風速なら、人の身体など簡単に真っ二つにできる。

　おまけに、エリザの刀はどんなに長く見積もっても一メートルに満たない。相手が凄すご腕うでの剣けん術じゆつ使いだとしても、間合いに入らなければなんて事はない。

「……さようなら」

　ヨーコが走り出だす。相手の間合いの二歩手前でナイフを振る。高速渦動する圧縮空気の刃が敵の脳天へ過あやまたず振り下ろされる。

　――ぶわっ。

　エリザの栗くり色いろに近い金きん髪ぱつが風圧で大きく広がる。

　だが、そこには僅わずかな朱も混じってはいなかった。

「え――」

「ちぇすとおおおおおおおおおおっ！」

　踏ふみ込んだエリザが、ジュウゴ直伝の掛かけ声とともに抜ぬき打つ。

　曇りのない白刃が、ヨーコの持つナイフを刃の根本から真っ二つにした。

「あ……」

　振り上がった刃がカチリと音を立て、直後には縦一文字に振り下ろされる。

「がっ……」

　斬撃を食らい、ヨーコの身体がゆっくりと倒たおれる。彼女の身体がどさりと倒れるのと同時に、エリザはくるりと無明を納刀した。
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「――私の勝ちだな」

「ぐっ……な、なんで……」

　床に倒れたヨーコが右肩かたを押さえて呻うめいた。だらりと右みぎ腕うでが動かないことからして、鎖骨が砕かれたらしい。

「……なんで、殺さなかった……いや、そもそもなんで、生きてるの……？」

「あなたの空気の刃は当たる直前で〝移動〟させてもらった」

「……そんな、こと……」

「ここまでいろいろと〝移動〟させて確かめたからな。今の私が〝移動〟させられるのは質量は関係なく、純じゆん粋すいに体積が関係するらしい。そこに在ると分かっていれば、見えない刃も〝移動〟するのは容易い」

「…………」

「次に、何な故ぜ殺さなかっただが……どうだ？　死ぬ瞬しゆん間かんに何を想った？」

「……死にたくない、以外に何があるってのよ……」

「ならば良かった。死にたかったなどと言われたらどうしようかと思った」

「…………」

「生きていて嬉しかっただろう？　その気持ちを忘れないことだ。せっかくの命、せっかくの人生だ。馬鹿でみっともなかろうと、せめて悔いのない選択をして欲しいものだ」

　にやり、とエリザは笑った。いつもは同じような笑えみを浮うかべるヴィルを忌々しく思っているものだが、なるほどこうやって笑うのは中々気分がいい。

「…………」

　人を喰ったような笑みを浮かべるエリザを、ヨーコは眠ねむたげに細めていた眼をはっきり開けて見つめ返していた。死ぬか生きるかという衝撃で不機嫌な表情が吹っ飛んで、素の顔が出てしまったようであった。

「……そういう顔をしていれば、けっこうな美人ではないか」

「え？　は、あ？」

「そういう表情をしていれば貢ぐ男も出てくるだろう。せいぜいからかって楽しんでみろ」

　言ってから、それこそ自分が言えた義理じゃないなと苦笑した。自分もそれくらいふてぶてしく生きれたなら、元の世界でももっと賢く生きて行けただろうに。

「…………」

　ヨーコは言葉を忘れたようにぽぉ～とエリザを見返していた。

　どうしたのだろう、強く打ち過ぎただろうかと、エリザはちょっぴり不安になった。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

「え、あ、は、はい！　大丈夫、です……」

「そうか？　ああ、そうそう、峰打ちにした最後の理由だが、あなたの服が欲しくてな。流石にこのままだと心許ないの、で……」

　勝者の権利で引剥がそうと思っていたエリザであったが、行動に移す前にヨーコが自分から上着を脱ぬぎ始めた。折れた鎖骨の痛みも忘れたように速すみやかに脱ぎ放つと、うやうやしく差し出してきた。

「どうぞ」

「あ、ああ……いや、下は流石に良い」

　ズボンも脱ごうとしていたヨーコを押し留め、エリザは渡わたされた服を羽織った。ちょっと胸が苦しいが、緊きん急きゆうなのだからあまり贅沢は言えないだろう。

「それでは、な」

　先を急ごうと踵きびすを返す。

　すると背中に、慌てたような声が掛かった。

「あ、あのっ！　私は……私の名前はヨーコ！　鳥居ヨーコです」

「？　一度聞いたが？」

「あんた……いえ、あなたの名前をもう一度教えて下さい！」

「？　エリザだ。姓せいはない。ただのエリザだ」

「……覚えました。エリザ、私はあなたの名前を、一生忘れない」

「？　そうか。なら私もあなたの名前を忘れないでおこう、鳥居ヨーコ」

「……っ！　はいっ！」

　何に興奮しているのか、ヨーコは頬ほおを紅潮させて頷うなずき返した。

　エリザは問い掛けようとしたが、またどこからか咆哮と破壊音が響ひびいてきて、質問を飲み込んで先を急いだ。通路を曲がるまで、ずっと背中にヨーコの視線を感じていた。

「……もしかして、復讐でも決意させてしまったのだろうか？」

　やはり偉そうな事をぺらぺら喋るものではない。そういう柄がらでもないのだし、これから気を付けようと胸に刻む。

　エリザは咆哮と破壊音のする方へと向かった。だが、行けども行けども近づいたようで近づかない。この施し設せつの通路は必要以上に折れ曲がり、まるで迷路みたいだった。

「捕らえたものを逃さない為か……ヴィルだったら〝光〟を使って一直線に進むのだろうが……」

　いっそ次に警備兵に出会ったら聞き出そうと思ったのだが、ヨーコとの戦闘後からまったく人の気配がしなくなっている。慌あわてて逃げ出したかのようだ。

「まいったな……どこかに地図でもないものか……ん？」

　第六感として順応しつつある空間認識が、ようやく人の気配を捉えた。エリザは通路の影に隠かくれて気配を窺うかがった。一人だ。成人女性。かなり急いで走っている。

　間近に迫った瞬間、エリザは待まち伏ぶせしていた獣のように飛び出し、走ってきた女性を床に押し倒した。

「……あなたか。すまないが道案内をしてもらおう。多分あなたと目的地は一緒だ」




５




　赤黒い鱗に覆われた怪物――ドラゴンは、破壊の権化とはかく在るべしとばかりに暴れ回った。

　四本の巨腕が振るわれる度に施設の壁も天てん井じようも簡単に崩れてゆく。太い尾も、鋭利な鱗に覆われているために、振り回まわされるだけで粉こな微み塵じんになった建材の粉塵が盛大に巻き上がった。全長十メートルはあるその巨体は、すでにその周囲に十分な更地を作り出していた。

　まるで、古代の闘技場だ、とナナミは思った。

「ははははははっ！　おっかねぇなぁ！」

　今現在、赤黒い巨躯に立ち向かっているのはちっぽけな人間だ。ドラゴンの腕が当たればぺしゃんこ、掠めただけでも挽ひき肉にくになりかねない、そんな圧倒的な質量差。

　なのにその人間は、まるでその差こそが面白いのだとばかりに満面の笑みを浮かべていた。

「そ、らぁああああああ！」

　ヴィルは眼前に迫ったドラゴンの爪へ〝光〟を纏まとった龍ドラコ・グ剣ラデイウスを振り下おろした。音もなく、死神の大鎌の如き爪が断ち斬られて宙を舞う。

『ギッ――ィィルルルルルルルルルルルッ！』

　ドラゴンはちっぽけな人間を押し潰そうと腕を一いつ斉せいに振り下ろした。巨きよ大だいな手に握り潰された――そう思われた次の瞬間、ドラゴンの四つの手が爪も鱗も一緒くたにバラバラとなって散らばった。

　右手に〝光〟を纏った龍ドラコ・グ剣ラデイウス、左手に〝光剣〟の二刀流となったヴィルが、血風を引き裂いて高く跳ちよう躍やくする。

　腕を失ったドラゴンが、巨体に似合わない動きで回転し、尾を空中のヴィルへ叩たたきつけようとする。

　ヴィルは龍ドラコ・グ剣ラデイウスの〝光〟を吹き消すと、鋼の刀身を軽やかに尾へ触れさせた。

いったいどんな慣性の受け流し方をしたのだろう。ヴィルはまるで羽毛のように、振り回された尾の風圧を受けたように上昇の力に変えていた。背後もカバーするドラゴンの九つの赤い眼球が戸惑ったように揺ゆらめいたのは、果たして錯覚か。

　ドラゴンの頭上を取ったヴィルは、左手の〝光剣〟を巨大な赤い眼球へ突き立てた。

『ギィィィィイイイイイイイイイイイイイイイルァァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

　ドラゴンが激しく首を振る。

　ヴィルは「おっと」と気軽に零こぼすと、右手の実剣でおろし金のような鱗をガードしつつ飛び退いた。くるくると回転しつつ、吹き抜けになった二階にすたりと着地する。

「どうした!?　それで終わりか!?」

『ギルァァァアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　巨大なドラゴンがちっぽけな人間に対し、本気の怒いかりの咆哮をぶつけた。

「あいつ……何をどうしたらあの状況で笑えるのよ……」

　戦せん闘とう場所から離れた瓦礫の陰かげから覗き、ナナミは溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

　あの男は普ふ通つうじゃない。だがきっと、問とい質ただしたら「どんな時でも人生を楽しまないとな」などと返すに違ちがいない。あんな巨大な化け物との戦いすらも楽しもうとしているのだ、あの男は。もしかしたら自分が死ぬその瞬間すら楽しもうとするかも知れない。いや、するだろう。絶対する。

　あの男は、子供と一緒だ。子供以上にガキだ。

　面おも白しろいことが最優先なのだ。面白くないことも面白おかしくしてしまうのだ。

　まったく、なんて非常識で、理り不ふ尽じんで、ロクでもなくて――

　――なんて羨うらやましい。

「……あ、はは……はは……」

　ああ、くそぅ、なんて事だ。羨ましいと思ってしまった。

　異常だからなんだと言うんだ。

　普通じゃ無いからなんだと言うんだ。

　あんなロクデナシが楽しんでいるんだ。何で自分が我が慢まんする必要がある？

「あ、はは……あはははははははっ！　そうよ！　気にする必要なんてない！　わたしは――自由だ！」

　ナナミは笑った。

　大笑いした。

　その笑いが、ぴたりと止まった。

『ギリュアァァァァァァアアアアアアアアアッ！』

　ドラゴンが大きく口を開くと同時に、ヴィルの立っていた一帯が、一気に炎ほのおに包まれた。

　いや、ただの炎でなく、爆炎だ。

　一いつ瞬しゆんで顕現した炎が空気を膨張させ、衝撃波となって爆心地を蹂じゆう躙りんしたのだ。

『グル……グルルルルルルルル……………』

　厄やつ介かいな人間を焼き殺したドラゴンは、切断された四本の腕を地面に翳かざした。断面から何本もの肉の触手が伸のびて瓦礫を絡め取る。じわりと溶とけ出した瓦礫はすぐに形を整えられ、微み塵じん切りになったドラゴンの四本腕はあっという間に元の形を取とり戻もどした。

「ちょっと……」

　ナナミは慌てて身体をまさぐった。さっきヴィルに渡されたままの手て榴りゆう弾だんがポケットにぎゅうぎゅう詰めになっているが、効くとは全然思えない。

　さっきまでの少年と比べるべくもないと判断したのか、ドラゴンは無造作に尻尾しつぽを振り回した。ドラゴンにすれば小石を蹴けり飛ばすようなものだろうが、人間にとっては十分に巨大なコンクリート塊かいがナナミに向かって降ってくる。

「きゃあああああっ！」

　身も蓋もない悲鳴を上げて走り出した。

　周囲に着ちやく弾だんした瓦礫が砕け、細かな破は片へんが周囲に撒き散らされる。

　必死に走っていたナナミだが、足元を掠める破片でバランスを崩くずした。転倒する。

「ぐっ――！」

　立ち上がろうとするその眼前に、自分の頭と同じ大きさの塊かたまりがすっ飛んできた。

（あ、死んだ）

　一瞬で確信し、妙に静かな心持ちで飛んでくる瓦礫を見つめる。

　すぐに鼻先に迫って、ざくろのように弾ける自分の頭蓋を幻げん視しした瞬間、自分を襲う瓦礫がパッと消えた。

「……え？」

　視界の先で、急に上から降ってきた瓦礫に打たれたドラゴンが短く吠えた。混乱したように、瓦礫が降ってきた上空へ目を向ける。

「――〝移動〟させた。降ってくる方向も一緒にな」

　静かなのに艶やかな声が流れる。

　顔を上げ、崩れかけた通路の奥おくを見る。

　上着を羽織っただけの際どい姿のエリザが、こちらへと手の平を向けて立っていた。

「数日ぶりです、ナナミ殿どの」

「エリザさん、ご無事で――」

「ナナミ！」

　エリザの後ろから白衣を着た女性が飛び出し、一目散にナナミへと駆かけ寄よった。

　自分を助け起こして抱きつくその女性を、ナナミはきょとんと見返した。

「……お母さん？」

「ナナミ……なんであなたが……」

　母のレイカが、これまで見たことのないような顔をしていた。くしゃくしゃに泣いて、まるで母親みたいな顔をしている。

「……お母さん、何でここに？」

「この施設の研究主任だそうですよ」

　娘むすめを抱き締めるレイカに代わって、エリザが説明した。

「ずっと、《塔》を調べ続けていたそうです」

「……ああ、なるほど。母さんが専せん攻こうしていた研究は、全部あの《塔》を調べるためのものだったのね……」

　ドラゴンは増えた人間たちを見据え、踏み潰そうとするように近づいてくる。

「ふむ……ところでヴィルは？　あいつがあんな面白そうなものを放って置くとは思えないのですが？」
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「そ、それが……」

　あのドラゴンに焼き殺された――そう告げようとして思い留まった。

「そうよね……あいつは――」

『ギルォォォオオオ――』

　ドラゴンが咆哮を上げかけて、途中で断ち切られた。

　当然だ。

　首が落とされて、鳴き声を上げられるわけがない。

「――百回殺されてもピンピンしているようなヤツだもの」

「いやいやいや、一回殺されれば十分だって」

　風のように〝光剣〟でドラゴンの首を一刀両断したヴィルが、ふわりと着地して苦く笑しようした。その背後で、断ち切られたドラゴンの首が地響きを立てて落下する。

　ヴィルは龍ドラコ・グ剣ラデイウスを納め、すたすたとこちらへ歩いてくる。

「一応聞いておくけど、どうやって助かったの？」

「床を切り裂いて階下に逃にげてやり過ごした。とはいえ瓦が礫れきで埋まりかけたんで、微塵切りにするのにちと手間取ったが」

　ヴィルは心配する方が損するような気軽さで肩を竦すくめた。そして視線をナナミからエリザに移動させ、顎あごに手を添えて「ふむ」と呻いた。

「まさか、ノーパンか？」

「久しぶりの再会の第一声がそれか。ロクデナシめ」

　ヴィルの言葉に、エリザはふんと鼻を鳴らした。

「それとも、確かめてみるか？」

「それはやだ」

「遠えん慮りよしなくてもいいのだぞ？」

　足の付根ぎりぎりの長さの服の裾すそを摘み、エリザは挑ちよう発はつするように笑った。

「ほら、確かめてみろ」

「やだよ。もし確かめて処女とか喪うしなってたらどんな顔をすればいいのやら」

「なっ……キ・サ・マ・は！」

　エリザは刀を振り回した。かなり本気で、ヴィルの頭をかち割りに行く。

「ロクデナシめ！　いったい何を想像していた！」

「そりゃもうひん剥かれてマワ――」

「死ね！」

「邪じや魔まして悪いけど、感動の再会は後にした方がいいみたいよ」

　ナナミはドラゴンの方を指差した。

　ヴィルに斬り飛ばされたはずのドラゴンの胴と首だが、先ほど腕を再生したように肉の触手が伸びて断面同士が結ばれる。胴が首を持ち上げ、ぐじゅりと切断面が結合する。すぐに傷跡がふさがり、光を失ったドラゴンの眼にも光が戻り、巨大な顎もぴくぴくと震ふるえ始めた。

　おまけに、このままではヴィルを倒せないと思ったのか、背中がぼこりと膨ふくらみ、さらに二本の腕が追加される。

「おいおい……首を斬られても生きてるのか？　どんな構造してるんだよ？」

「……あれは、『龍りゆう』よ」

　そう言ったのはレイカだった。

　皆みなの眼が、今度はレイカに集中する。

「……あれはたぶん、『龍』と呼ばれる存在よ。何ど処ことも知れない異世界で、戦いの為に身体を改造し続けた人間の、成れの果て」

「よく知ってるな？　おれの親おや父じに聞いたのか？」

「親父……？」

　ナナミだけしか目に入ってなかったレイカだったが、ヴィルの顔を認めるやいなや目を見開いた。

「……あなた、は……」

「あんたが昔会ったっていう〈移行者ウオーカー〉の息子だよ。たぶん、だけどな」

「……なるほどね。運命を信じたくなってきたわ」

　レイカは美び貌ぼうを皮肉げに歪めた。

「……アルフィデウスは旅した異世界の話をたくさん話してくれたわ。あの『龍』もそのひとつ。あれは生物の頂点。無限の再生力と戦闘力を持った怪物よ。まともに相手をしない方がいい」

「そうは言っても、あっちは逃がしてくれなさそうだしな」

　ドラゴンがこちらを睨む。九つの目はひとつ残らず殺意と殲せん滅めつの意志で赤く燃えている。

「いっそ、お前を囮おとりにしたら話は簡単なのではないか？」

「どうすりゃ殺せるか分からないんじゃ、さすがにおれもどうしようもない。細こま切ぎれにするにも、あんだけでかいと微塵切りが終わる前に〝光〟が途切れそうだし――」

「――いえ、必要ないわ」

　今度は、ナナミだった。

　確信を込めた声に、周囲の視線がナナミに集中する。

「あれがどれだけ理不尽な再生能力やら物質変へん換かん能力やら持っていようが、〝生物〟に違いないなら、必ず急所がある」

「な、ナナミ……」

「大丈夫よ、母さん」

　ナナミは微ほほ笑えむと、するりと母の腕から抜け出した。

「思い出したから。ええ、そうよ……まったく、何をつまらない事を思い煩っていたのかしら！　目の前に謎がある！　謎という名のご馳ち走そうに知性のフォークと理性のナイフを突き立てる。それでこその、月詠ナナミよ！」

　自身満々に屹きつ立りつして巨大なドラゴンを見据えるナナミは、まるで傲慢な女王のようだった。

「あの程てい度どじゃ、足りない！　だから――ヴィル！　さっさとあれを排はい除じよしなさい！　わたしはさっさと《塔》を調べたいのよ！」

「なんでお前の命令を聞かなきゃならないんだよ？」

　訊きき返すものの、ヴィルの顔はニヤついていた。目の前の少女がどんな面白いことを言ってくれるのか、わくわくしているようであった。

「おれがお前の命令を聞かなきゃならない理由があるなら聞かせてくれ、月詠ナナミ」

「決まっているでしょう？」

　ナナミはにやりと笑った。子供が面白い悪戯いたずらを考えついたような、そんな笑い方だった。

「わたしがあんたに〝道〟を示してやるわ」

「道？」

「わたしを連れて行きなさい、ヴィル。わたしが《塔》のシステムを識しったなら、あんたに〝地図〟を作ってやるわ。冒険するにも、地図は必要でしょう？」

「――お前が《塔》を識り尽くせる保証はどこにもないぞ？」

「かも知れない。そうじゃないかも知れない。けどいずれにしても〝地図製作者マツパー〟は必要でしょう？　わたしと一緒に行動すれば得よ？　あんたの千倍は頭の出来がいいからね」

「…………ふ、ふふ……ふあははははははははっ！　なるほどな、連れて行けじゃなくて付いて来いというワケか！　くく、その物言いはいいな。気に入った」

　くつくつと笑い、ヴィルはナナミに向かって指を一本立てた。

「なら、契約だ。ひとつの世界ごとに一度だけ、おれはお前の言う事を聞いてやる。ただし――」

　立てた指が、そのままナナミの鼻先に突き付けられた。

「おれはお前を助けない。だから助けて欲しかったら一回ずつのお願いを使え」

「いいわ」

「いいのか？」

「ええ。あんたを思い通りに動かせばいいだけの話だもの」

　突き付けられた指を払い、ナナミは挑ちよう戦せん的に笑った。

　ヴィルはますます笑みを深くする。

「よし、契約成立だ」

「ええ、それじゃ――エリザさん」

　ポケットに入っていた手榴弾をエリザに渡し、ナナミは説明した。

「これからわたしの言うタイミングで、これを〝移動〟させられる？」

「それは構わないが……」

　手渡された手榴弾とナナミの顔を何度も眺め、エリザは複雑な表情をした。

「たとえ口の中に〝移動〟させても、致命傷には程ほど遠いと思うが？」

「いえ、大丈夫。あいつが生物なら――生物である以上は、長所こそが最大の弱点になる……いい？　わたしの言う事をよく聞いて」




※　※　※




　勿論、『それ』に確たる意思など存在しなかった。

　ひたすらに破は壊かいと殺さつ戮りくとを追求し続けた世界で生まれたその存在は、いつしか『龍』と呼ばれた。『龍』たちは、ひたすらに、ひたすらに、ひたすらに戦い続けた。その闘いの在り方は、細胞の一片、小さな因子にすら深く刻み込まれた。

　生まれたばかりの『龍』も、それは同じだ。

　だから、『それ』は、速やかな破壊を行えない事に強く苛立っていた。

　それが、『龍』に辛うじて残った生物の名残だった。

　破壊する為ために生まれ、殺戮の為に駆動する。もはやそれは全自動の機械の如ごとき有り様であったが、それを為さんとする欲求だけが、『龍』に残った唯一の生物性だった。

「ほんと、つまらない生き物よね」

　ちっぽけな、何ら戦う力の無さそうな少女が、不遜な笑いを浮かべて『それ』を見上げて言った。十分に離れているが、『龍』の聴覚は少女の心臓の音すら捉えている。

「あんたは失敗した生物だわ。破は壊かい衝しよう動どうしかない生物なんて、ね。ああ、破壊衝動そのものが失敗だって言っているんじゃないわよ？　破壊と殺戮に邁進したいなら、破壊への欲求なんて荷物を捨てれば良かったのに」

　無論、『それ』にはすでに少女の言葉を理解など出来ない。一言一句間ま違ちがいなく聞き取ったが、言葉の意味はすでに『それ』にとってどうでもいいことだ。

　破壊と殺戮。『それ』が望むのはそれだけだ。

『ギルォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ――――――――ッッッ!!』

　再生を終えた『龍』が、破壊を希求する咆哮を響かせた。




「……そう。どれだけ凄い力を持っていようが、生物である以上――欲求がある以上は、あんたには脳がある」

　ナナミは赤黒い巨きよ躯くを見上げて笑った。どれほど心胆寒からしめる咆哮も、彼かの女じよはちっとも怖こわくなかった。

　もう、あの『龍』の末路は視えている。

「さぁ――行って！」

「へいへい」

　ナナミの指示に従って、ヴィルが『龍』へと向かって行く。

　散々自分を手こずらせる個体を認め、『龍』が大顎を開く。

「それは悪手ね」

　ナナミが呟いた瞬間、『龍』の大顎に手榴弾が〝移動〟した。吐き出そうとしていた炎で爆ばく発はつし、『龍』の口こう腔くう内に無数の破片が突つき刺ささった。

『ギル……グルォォオオオオオッッ!!』

　一瞬怯ひるんだものの、『龍』に堪こたえた様子はない。確かにある程度のダメージではあったようだが、人間で言えば舌を火傷した程度の痛つう痒ようしかないようであった。

『龍』は近付いてくるヴィルに再度口を向ける。

『ギ……ルオオオオオッッ!?』

　だが、再度〝移動〟してきた手榴弾がまたしても炎の吐と息いきの邪魔をした。

　ダメージはないものの邪魔されることを悟ったのか、『龍』は六本の腕を振ふり被かぶる。総数三十の巨爪が刃やいばの嵐となってヴィルに殺到する。

『ギリュオオオオオオオオオオオオオ――――――ッッッ!!』

「つぉあらあああああああああああああああああああっ!!」

　両手に〝光剣〟を顕現させたヴィルが、襲おそいかかる爪の群れを音もなく切断してゆく。縦横に振るわれる〝光剣〟は、もはや斬撃というよりは強固な結界と化し、間合いにはいったすべてを粉微塵に切り捨てていく。

「あれは……まさか……」

「ええ、おそらくヴィルの〝光〟が斬きっているのは物質ではなく空間そのものね」

　母の呟きに、ナナミは確信を持って言葉を継いだ。

「あんなになんの手応えもなくスパスパ、もう物質の強度なんて端はなから無視してる。あの〝光〟は空間ごと崩ほう壊かいした物質の残りカスが光子になって散らばってるんでしょ」

「空間崩壊……」

「理不尽で、あまりに自分勝手な能力だわ。空間そのものを切り裂けるなら、あいつを押おし留とどめる物質ものは存在しないって事だもの」

　ヴィルは〝光剣〟で『龍』の腕を難なく斬り裂いていく。

　が、

「なろっ……そっちもギアを上げてやがるな！」

　切り裂かれた巨腕が、瞬またたく間に元の姿を取り戻す。再生力が底上げされていた。それが万物を切きり裂さくヴィルの〝光〟に対たい抗こうする答えだったらしい。

　斬撃と再生、破壊と復元が凄すさまじい速度で繰り返される。

　一進一退の攻防は我慢比べの様相を呈してきたが、能力はともかく肉体性能の差か。ヴィルの額に汗あせが滲み始める。

「ぬっ……」

　重さのない〝光剣〟でも、腕を振れば体力は減る。いや、能力を使う事自体がかなりの気力と体力を消耗するのだろう。ヴィルの身体がふらりと揺らいだ。

『グルォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ――――ッッ!!』

　すかさず、『龍』は全力の攻こう撃げきを加えた。巨大な上半身そのもので押し潰さんとするかのように、ちっぽけな人間に全体重を乗せて腕を振り下ろす。

「――がっつくなよ」

　ヴィルは薄うすく笑って〝光剣〟を消し、いままで鞘の中に収まっていた龍ドラコ・グ剣ラデイウスを抜く。そして迫り来る腕に、ふわりと触ふれさせた。

　ヴィルの身体が剣を支点として『龍』の腕を飛び越える。

　浮き上がったヴィルの眼前には、そのまま噛み潰さんと開けられた『龍』の大顎が。

「がっつくなって、言ったろうが！」

〝光〟を龍ドラコ・グ剣ラデイウスに纏わせ、巨大な頭蓋へと振り下ろす。

　人一人を丸呑みして余りある大顎が、喉元に至るまで真っ二つとなった。九つの眼球が、左右に分かたれたそれぞれを戸惑ったように見つめ返す。

「そう……どれだけ無茶苦茶でも生物なら……それが効率的な運動を行う為のシステムなら、必ず神経中枢が必要になる……！」

　だが、確実に脳髄も真っ二つになったであろう『龍』は活動を止めない。首に着地したヴィルに、六本の腕うでが振り払おうと殺到する。

「けど、頭部なんて言う分かりやすい位置に置く必要はまったくない。むしろ思考を捨てた純然たる神経中枢なら――」

　ヴィルは迫り来る腕を掻かい潜くぐって跳ぶ。その着地地点は、『龍』の巨大な背中――

「ロクデナシ！　腰こしよ！　そいつの急所は――背中の腰の運動脳よ！」

「らぁぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっ！」

　空間の断裂――あらゆる物質の抵てい抗こうを無と化す刃が深々とドラゴンの腰に突つき立った。

　赤黒い巨体がビクンッと震える。

　千年杉のような足が震え、六本の腕が不随意に痙けい攣れんする。

『ギ、ギ、ギ…………ギッ、ルオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ――――――ッ！』

　だが、まだドラゴンは倒れない。

　ヴィルを振り落とそうと暴れ回る。

「こじ開けろ、ヴィル――――――――ッッ!!」

「お、らああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　ドラゴンに突き立てた〝光剣〟を押し開く。ほんの僅わずかな隙間――拳大の隙間が赤黒い鱗の中に口を開いた。

「エリザさん！」

　聞こえるわけもないだろうが、エリザはナナミが声を上げたその瞬間には飛び出していた。ヴィルと『龍』の戦闘を俯ふ瞰かんできる、吹ふき抜ぬけとなった三階部分に待機していた彼女は迷わずに飛び降り、見事にヴィルの背中へとしがみついた。

「エリザ！」

「ああ！」

　ヴィルの背中にしがみつくエリザが、手にした手榴弾を〝移動〟させる。移動先はもちろん、ヴィルがこじ開けたドラゴンの肉体の内部の奥底。巨体を駆動させる運動脳。

　ヴィルが〝光剣〟を吹き消し、エリザを抱えて力の限り『龍』の腰の上から跳躍する。

　――グ――ヴンン……

　音は、思いの外鈍く小さかった。

『龍』は、先ほどヴィルに〝光剣〟を突き刺された時とは比べ物にならない小さな震えを一瞬だけ起こし、ぐらりと巨木が斧で切り折られたように倒たおれていった。

　全長十メートルもある巨体にしては控ひかえめな音を立て、『龍』は横倒しになってぴくりとも動かなくなった。

「……やった、の……？」

　レイカが恐おそる恐る声を出だす。映画のように、確かく認にんの声を出したらまた起き上がるのを警けい戒かいしているようであった。擬死は、生物界でもよくある行動だ。

「…………」

　しばらく眺めていると、ドラゴンの赤黒い鱗が、桜の花が散るようにぱらぱらと剥がれていった。鱗の下から現れた肉体は、じわりと不透明な液体を流し始めていた。

　肉体が崩壊し始めている。

　もう間違いないだろう。

　勝利したのだ。

「やった……！」

　ナナミはぐっと拳を握にぎった。仮令たとえどれほど確信があろうと、自分の考えが正しいと証明された時の喜びは筆舌に尽くしがたい。脳の奥が蕩とろけるような全能感に、ナナミは子供のように笑った。
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　近来忘れていた、ナナミがもっとも楽しいと思える瞬しゆん間かんだった。

「……ナナミ……あなた……」

　そんな娘の笑顔を見て、レイカは呆ぼう然ぜんと呟いた。







「…………むぐぐ……」

　いったい自分は何に埋うまっているのかと、ヴィルは首を傾かしげようとした。だががっちりと頭の左右が柔やわらかい何かに挟はさまって、満足に頭を動かすことが出来ない。

　視界は真っ黒だ。自分の上に乗っかった柔らかい何かが、みっちりと顔に密着している。

　なんとか視覚以外から情報を得ようと、ヴィルは他の感覚に意識を集中した。

　くんくんと鼻を動かすと、なにやら嗅かぎ慣れた臭いがした。だがどうにもいまひとつピンとこない。毎日嗅いでいる臭いの気もするのだが。

　次に、ヴィルは口をモゴモゴと動かした。自分の上に乗った柔らかい何かがぴくんと動いた。

　さらに、ヴィルは意を決して舌を出してみた。舌先に何やら甘じょっぱい味を感じた。さっきの臭いの元だろうか。ものすごく身近な液体の発する臭いのような気もするが、やっぱり思い出せない。喉元まで出掛かかっている気がするのだが。

　しっかり思い出そうと舌を動かして味の元を辿たどって行くと、柔らかい感かん触しよくの中でさらにやわらかい一筋の亀裂に辿り着く。亀裂の中に舌を割り込ませる。すると、さっきの甘じょっぱい臭いとは別の、芳しい臭いの液体が滲にじみ出した。昔いかがわしい商人に売り付けられそうになった、妖あやしい媚薬に似ているような……

「ひゃあっ！」

　悲鳴が上がって、もぞもぞと顔の上に乗っかったものが蠢いた。だが離れようとするのではなく、柔らかい亀裂を自分の口に押し付けてくる。

　さすがに息が苦しくなり、ヴィルは気だるさを振り払って腕を上げ、顔の前にあるものをガシッと掴つかんだ。指先がむにゅりと沈み込む。

「ひっ、あ、や、だぁ……」

　柔らかい塊がいやいやと暴れるが、ヴィルはむんずと持ち上げた。

　ようやく視界が戻ってくる。

　多少は予想していた通り、目の前には柔らかそうな肌色の塊があった。だが予想と違い、柔らかなそれは、

「尻しり？　って、それじゃさっきおれが舐なめてたのって……」

「やめろバカァァアアアアアアアアアアッッ！」

　悲鳴とともに、横からげしりと足の裏が飛んできた。

　目の前にお星様が散る。

「いてて……」

　身を起こすと、身体の上に乗っかっていたものが「きゃあっ！」と転げ落ちた。

　自分が横たわっていたのは、慌てて逃げ込んだ崩れかけの通路だった。『龍』の巨体が崩れ落おちる衝しよう撃げきと風圧で、抱え込んだエリザごと転んでしまったようだ。

　案の定、自分の上に乗っかっていたのはエリザであったが、向い合う彼女は顔を赤らめて瞳ひとみに涙なみだをにじませ、短い服の裾で目一杯股こ間かんを隠そうとしていた。

「ヴィ、ヴィ、ヴィルゥウゥゥゥゥゥウウウウウウウウ…………」

　この頃ごろは余よ裕ゆうめいた顔をするエリザだったが、今の彼女は元の世界にいた頃ころよく見せてくれていた可か愛わいらしい怒おこり顔になっていた。

　自分の中の悪戯いたずら小こ僧ぞうがからかいたくなって騒さわぎ出すが、自分が舐めた場所と舐めたものを考えると、さすがのヴィルも申し訳無さを覚える。

「あー……気にするなよ、エリザ」

　ヴィルは神妙な顔で、エリザに正面から向かい合った。

「エリザのおしっこ、そんなに不味くなかったし……」

「死ぃぃぃいいいいいいいいいいいいねぇぇえええええええええええええええええっ！」

　エリザは『龍』などまだまだ生温い強きよう烈れつな殺気を込めた雄お叫たけびとともに、首を刈るような尖するどすぎる蹴りを放ってきた。

　さすがに頚椎損傷は嫌いやだったので、しかたなくヴィルはエリザの蹴りをガードした。腕がびりびりと痺れる。

「なぜ防ぐ！」

「なぜって言われてもなあ……」

「一度死ね！　一度死んで私に詫わびろロクデナシ！」

「なら、おれは二度殺されないとならないのかねぇ？　この体勢、股が丸見えだぞ」

「っ！　きゃあああああっ！」

　エリザは蹴り足を引っ込めると、両手で股間を押さえて蹲うずくまった。しばらくは殺気を込めてヴィルを睨んでいたが、やがてひっくと喉を引き攣らせ始めた。

「ひっ……ひっく……うっ、うっ、ううっ……あ、あんまりだこんなの……こんな風に見せることになるなんて……うっ、うっ、くっ～～～～～～」

「いや、もう丸裸なんて何度も見てるだろ？」

「肌を見られるのと裸を見せるのとでは天と地ほどに違うだろう!?　あまつさえ、私の、私の、私の……うぇぇぇっぇええええええええええんっ！　あんまりだ！　あんまりだ！　あんまりだぁぁぁぁああああああああああああああああああああっ！」

　泣き出すエリザに、ヴィルは心底困って頭を掻いた。普段は裸を見ようが気にしないが、さすがに女性の恥部を舐ねぶって素知らぬ顔が出来るほど図太くもない。

　どうしたもんかと首をひねっていると、ガシッ、と肩かたが掴まれた。

　目の前に、目を赤く血走らせたエリザの顔があった。

「……脱げ」

「は？」

「もう私の『月だけが照らす湖畔で夢のような初体験』という計画は水泡に帰した。こうなったらもう、いま此こ処こで――」

「そんなとこだけ夢見る乙おと女めかよ!?　いや、その前にこんな所で……」

「ナナミ殿に先を越されるわけにも行かない……それならいっそ、いますぐに……！」

　ギラギラと光る眼を見て、ヴィルは「あ、ヤバイ」と蒼そう白はくになった。

　目を見れば分かる。いまのエリザは、完全にパニクってる。

「さぁ、脱げ……もうとっくに準備ができているのは分かっているんだ！」

「や、やめろ！　ベルトを掴むな！」

「ふ、ふふ……いいではないか……」

「正気にもどれ！　ぐっ、やばい……消耗して体力が……」

「ふふ、ふ、ふふふふふふ…………」

　飢えた狼おおかみも道を譲るような切羽詰まった気配を発散し、エリザはヴィルのズボンを引き下げようとする。ヴィルは涙目でそれに抵抗した。

「や、やめ、やめ、やめ……」

「ヴィル!?　エリザさん!?　ここにいる、の……」

　声を聞きつけて駆けつけたナナミだったが、目の前で行われる二人のやりとりを見て、気不味そうに顔を背けた。

「……ごめんなさい。ごゆっくりどうぞ……」

「行かないで！　お願いだから助けてぇぇぇぇえええええええええ……………………」

　処女を散らされる乙女の如き悲痛な声が、長く長く木霊した。
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　不良少年の一団は、大鳥島の船着場近くのオープンカフェでミュートを接待していた。大盛りのパフェを幸せそうに頬ほお張ばる蒼あお髪かみの少女を眺め、少年たちは可愛い妹を愛でるように、あるいは親に孝行できたのを喜ぶように、満ち足りた表情で微笑んでいた。

　いっそあのクソヤロウがずっと戻ってこなきゃいいのにと思っていると、大鳥島の中心部方面から大きな破壊音と、聞いたこともない不吉な獣けものの咆哮が響ひびいた。

　カフェでお茶をしていた観光客たちが、精算を済ませて次々に中心部方面へ向かう野や次じ馬うまと化した。

「……どうする？」

「ここで待てって言われてるしな」

「だいたい、姐さんを危険な場所に近づけるワケにゃいかねーよ」

　少年たちは頷うなずき合い、きょとんとする少女に笑い掛けた。

「さ、姐さん。次はこのミラクルウルティメイトストロベリーパフェを……」

「その注文は、私の用事が終わった後にしてくれるか？」

　次の瞬間、ミュートの座すわるテーブルのすぐ近くに、長身に屈くつ強きような体格の男が立っていた。

　乾ハガネと名乗っていた男であった。

「こいつ、いつの間に……」

　彼かれらの眼には、男が降って湧わいたように現れたように見えたのだった。

「……『龍』は敗れたか。進化すればともかく、成り立てはこんなものか」

　中央部をちらりと振り返かえって頷き、ハガネはじっと自分を見つめる蒼髪の少女を見据えていた。

「……私が姿を見せる前から気付いていたな？　君の時空干渉能力は、強力な探知系か？」

「…………」

「余計な会話はしない、か。まぁ、当然といえば当然だが……」

「何だてめぇは！」

「姐さんから離れろ」

　少年たちが一いつ斉せいに立ち上がり、ハガネに殺到した。

　ハガネはちらりとそれをみて、

「――邪魔だ」

　そうつぶやくと同時に、少年たちは弾はじき飛ばされた。

　一人残らず、一斉に、一いつ瞬しゆんの事だった。

「がっ……」

「う、げぇ……」

「私の〝固有時間〟は肉体の時間を巻き戻もどすだけじゃない。加速も自在だ。時間を空間の抵抗値と定義するなら、私は空間の抵抗を限りなくゼロに近付けることが出来る。光速すら置き去りに出来るのだよ」

「ぐ、う……？」

「理解できないか？　無理にしなくてもいい。これは私の個人的な義理のようなものだからな。……さて」

　邪魔を排除したハガネは、悠ゆう々ゆうとミュートへ近づいて手を伸ばした。

「お嬢じようさん、その『羅針鍵キーコンパス』を渡わたしてもらおう。それは〝我々〟にこそ――〝我らが王〟にこそ、相応ふさわしい物だ」

「……んん！」

　ミュートは首に掛けたネックレスを両手で握りこんで守ろうとする。

　ハガネは無造作にミュートの細い手を握って吊り上げた。

「ん……！」

「姐さん！」

「テメェ！　乱暴な真ま似ねを！」

「貴様たち小さき者には分からんだろうが、この『羅針鍵』は……？」

　ハガネは言葉を途と切ぎれさせた。

　蒼そう髪はつ碧へき眼がんの少女を吊り上げる自分の腕に、赤い亀裂が走った。

「なんだ、これは……あ、あ、あああああっ!?」

　赤い亀裂はそのままぱっくりと開き、掌てのひらから肘ひじまでがぱっくりと裂けた。まるで――いや、先日エリザが付けた傷と、寸分違たがわず同じものだった。

「な、な、なぁぁぁあああああああああああああっ！」

　腕だけではなかった。肩、胸、腹と、血を噴き出す傷が次々と現れ、ハガネの身体を赤く染めていく。

「ば、かな……む、昔の……ま、巻き戻したはずの古傷が……お、おおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　ミュートを放ほうり出し、ハガネは血を噴き出す己おのれの身体を抱だいて苦痛の叫びを上げた。

「あ、がぁぁぁあああ……ま、巻き戻らない……私の……私の時間が……か、掻き乱されて………………まさ、か……貴様は……」

　ハガネの赤く染まった瞳と、ネックレスを握り締めて睨み返すミュートの瞳とがぶつかり合った。物言わぬ華きや奢しやな少女の瞳に何を見たのか、屈強な男は気け圧おされたように一歩、二歩と退いた。

「そ、そうか……貴様が……貴様がそうなのか！　この強力な時空干渉能力……貴様が〝我々〟の求めし……〝斉神〟の……！」

　ハガネは震える声で信じられないように呟つぶやいた。

　そして唇くちびるを噛み締め、自分の腹に自分の指を突き立てた。

「ぐ、ぐぐ……く、くくく……やっと見つけたぞ、〝斉神〟の遺産よ……いまは準備が足りぬが、貴様は必ず……必ず〝我らが王〟に献上する！」

　引き抜かれた指には、指輪が握られていた。飾りといえば何の光こう沢たくもない黒い石だけの、簡素な指輪であった。

「――引き合え！」

　指輪に嵌はめられた黒い石が、真っ白な光輝を放つ。

　一秒と経たずに光が収まると、そこにはもう男の姿はなかった。残されたのは、地面に流れた血だけであった。

「……なんだったんだ？」

「わからん……」

　少年たちが途と方ほうに暮れた声を漏らす中、ミュートだけはハガネの消えた場所でなく、天高く聳そびえる漆しつ黒こくの《塔》に視線を注いでいた。
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第三部　視えざる《塔》







終章　ささやかな餞別
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　視界が真っ白に染まった後、ハガネは《塔》の移行とはまったく違う、激しい酩めい酊てい感に耐たえねばならなかった。いつも気分が悪くなるこの感覚だが、皮肉にも今回は全身の痛みが意識を保っていた。

　白い光が消えると、ハガネの視界に広がるのは『城』の光景だった。林立する柱の向こう側に聳えるのは、白く磨かれた石材で形作られた、優美で巨きよ大だいな城だ。

　無事に帰還できたのだと認にん識しきした瞬間、ハガネは耐え切れずに倒れ伏ふした。白い床ゆかに刻まれた陣に、彼の赤い血がじわりと広がってゆく。

「――これは……」

「まさか……スティール殿どのか!?」

　帰還陣の見張りの声がして、ハガネと名乗っていた男は小さく呻うめいた。

　白い制服の男が二人、慌あわててハガネに駆かけ寄よった。

「一体……〝固有時間制せい御ぎよ〟を持つあなたが……」

「とにかく治療を！」

「……それよりも……それよりも、謁見を……」

　血塗れの手で駆け寄った男を引き寄せ、血を吐はくように告げる。

「至急……〝我らが王〟に……〝覇界レツクス・ム王ンデイアル〟に謁見のご許可を……！」
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　大鳥島の中央施し設せつに詰め掛けた野次馬は、唯一残った現場指揮者であるレイカがかき集めた人員を使って何とか押し留めていた。その彼女は、娘むすめのナナミと話し合いの最中だ。

　ヴィルは不良少年たちに預けていたバックパックを受け取ると、手早く装備の確認をした。

　ちなみに不良少年たちは少し離れた所でミュートに泣き付いている。まるで一生分の涙を流し尽くそうとしているかのようだ。ミュートが優やさしく撫ぜると、そのまま干からびるんじゃないかってくらい涙の量が増した。

　ヴィルは肩を竦すくめ、自分の胸にかかったペンダントを弄いじった。

〈移行者ウオーカー〉と思われる男が、ミュートの持つこのペンダントを『羅針鍵』と呼んで奪おうとしたらしい。あの『龍りゆう』も、その男が放ったものなのだろう。

　どうやら、〈移行者ウオーカー〉にもいろいろなタイプがいるらしい。だが経験豊富らしい〈移行者ウオーカー〉が狙ねらっているというなら好都合だ。ミュートを狙ってくる奴やつを返り討うちにして情報を引き出せる。

　その為にも今後は尚更にミュートから眼を離はなさないようにしなければ。

　装備の点検を終えると、ヴィルは自分の着替えから適当に見繕った。

「ほれ。これを着ておけ、エリザ」

「…………」

　瓦が礫れきに腰こし掛かけていたエリザが、よろよろと顔を上げた。ほつれた前髪が、なんとも痛々しい。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

「……ふぐぅ……」

　涙混じりの呻き声が返事だった。

　ヴィルから服を受け取ると、エリザは悔しげに歯は軋ぎしりした。

「……あんな事で自分を失うとは……まだまだ覚かく悟ごも修行も足らない……」

　自分を見失ってヴィルを襲ったのを後こう悔かいしているのだった。

　ヴィルは空恐ろしげに首を振った。今回は辛うじて純潔は守られたが、エリザがあともうほんの少し正気に戻るのが遅れていたら、本当に危ないところだった。

　いざとなれば、開き直ったエリザはまた同じように迫ってくる可能性がある。そう考えればむしろ誘ゆう惑わくしてきてくれる方が、まだヴィルにとって安全なのかも知れない。

　ますますエリザの扱あつかいを誤れないと、ヴィルは背せ負おった荷物以上の重みを肩に感じた。

「……そう考えると、他人の目を増やすのは一種の安全装置になるかもな……」

　ごそごそ着替えるエリザから目をそらし、ヴィルは叔母と従妹の母娘へと目をやった。




「――じゃあ、母さん。わたしは行くわ」

「…………」

「すまないけど、後のことはよろしく。前に言ってたわたしの友達にも、よろしく伝えておいて」

「…………やはり、行ってしまうのね……」

　悲しげな顔をするレイカを、ナナミは奇き妙みような心地で見つめ返した。

　ナナミは、母が自分のことをあまり愛していないのだと思っていた。だがこうして自分を見つめる母は、なんだか普ふ通つうの母親っぽく見えた。

「……あなたが初めて私の部屋で散らかしていた論文を読んでいた時、私ははっとしたわ。あなたの表情はあまりにもユウカに……私の姉に瓜二つだった……」

「行ゆく方え不明に……いえ、《塔》に消えたっていう、私の伯お母ばさん？」

「ええ……あなたはあまりに姉と似通っていた……自分の好こう奇き心しんに忠実で、何物も気にせず突き進んでゆくあの表情……たった一人でも生きて行けてしまう、強すぎる人間と同じ顔を……」

「だからわたしを大学の研究室に閉じ込めて、四六時中監かん視ししてたの？」

「ええ……あの人には、まるで私があなたを道具にしているように見えたらしいけど……」

　寂しげに呟く母に、ナナミはなんだと思った。

　母は自分をどうでもいいものかと思っていたが、ちゃんと娘として見ていたのだ。

「けっこうちゃんと母親してくれてたのね……だから、母さんは《塔》を使えなかった」

「……辛しん辣らつね。まったくその通りだけど……」

　苦く笑しようして、レイカは空を見上げた。

　すでに遮るもののない《塔》は、ナナミには黒い壁かべのように見える。だがレイカには何も見えないらしく、ナナミとは微び妙みように見当違いの方向に視線を投げていた。

「……姉と一いつ緒しよに《塔》に触ふれた時、私は迷った。迷った挙句に『否』と答えてしまった……それきり、私は《塔》を視る事が出来なくなった……扉とびらを開くチャンスは、たった一度きりだったのよ」

　懐なつかしむように言って、レイカはナナミに視線を戻した。

「……中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちじゃ、あの《塔》は使えないんでしょうね……でも、姉は純じゆん粋すいだった。恐こわいくらいに純粋で、自分に正直だった。そういう強さを持った人間を『天才』と呼ぶのでしょうね。私にはそれがなかった。私は姉の後を付いて回るだけだった……」

「……置いてかれたと思ったの？」

「ええ……ええ、そうね。私はずっと姉の背中を追ってた。だからもう一度追いかけたかったけど……もう、それもお仕舞いにするべきね。……ナナミ」

　レイカが母親らしい顔で、言い聞かせるように娘に語りかけた。

「姉やあなたみたいな人間を縛しばり付けるなんて、そもそも出来るはずがなかった。だから、もう、何も言わないわ。後悔しないように生きなさい。私みたいな後悔だけの人生だけは、絶対に送らないで」

「…………」

　もしかしたら、自分は『普通』の生活が出来るのかもしれない、とナナミは思った。

　こうして本心を吐露しあった母親となら、普通の母娘になれるかも、と。

　朝ごはんを一緒に食べて、夜遅く疲つかれて帰って来た母に夕ごはんを温めてやって、学校で友達と交かわした他愛もない話題を聞かせる。そんな『普通』を、今ならはっきりと思い描くことが出来る。

　けれど、そんな時にふと『彼らは今いま頃ごろどうしているんだろう？』と考えるのだろう。そうして視えない《塔》を探して、空を見上げ続ける……。

　ああ――そんなのは御ご免めんだ。

　だってそんなのは詰まらない。想像だけじゃ詰まらないじゃないか。

「……ええ」

　だから、ナナミは頷き返した。きっと伯お母ばが浮かべていただろう笑えみを浮かべて。

「行ってくるわ。なんなら、母さんの意趣返しもしてあげる」

「意趣返し……？」

「母さんを置いてった伯母さんへの恨みつらみは、そのまま従兄に払ってもらわなくちゃ」

　言って、ナナミは不良少年たちをからかうヴィルを見た。

「親の負債は、子供が多少は背負わなきゃ、ね」




　――親の負債、か。

〈移行者ウオーカー〉の少年のもとへと歩いて行く娘を眺め、レイカはほろ苦く笑った。

　負債というなら、自分が娘に負わせた負債はどうなるのだろう。拒絶され、大好きな姉とお前はまったく違うのだと知らしめた《塔》への恨みに娘を巻き込んだ、自分の負債は。

　自分はなんて中途半端な人生を送ってきたのだろう、とレイカは思った。

　姉と自分が違うのだと……自分が姉に追い付ける事など無いのだと、とっくに分かっていた筈はずではないか。

　それを認められずに駄々をこねてきたのが、自分の人生だった。

　だが、もう認めよう。姉のレイカや……ナナミのような人間が見ている景色を、自分は見ることは出来ない。自分は自分の人生すべてを一瞬の判断に賭けるような、そんな豪胆さなど持ち合わせてはいないのだから。

「……よくもまぁ、そんな女のお腹なかから、あんな娘が生まれてきたものね」

　自分がずっと憧れていた存在と同じような人間が自分の娘であることに、レイカはほんの少しだけ救われたような気持ちになった。

「……なぁ」

　物思いに沈しずんでいると、〈移行者ウオーカー〉の少年が目の前に立っていた。少年の姿を見て、レイカは郷愁の念に駆られた。

　彼は、レイカとユウカが遭そう遇ぐうした〈移行者ウオーカー〉と――アルフィデウスと瓜二つだった。

「ひとつ、あんたに伝言を頼みたいんだが、いいか？」

「え、ええ……」

「ジュウゴのジジイに伝えてくれ。あんたの娘は、おれにとって最高の母親だった、ってな」

「…………」

「照れくさくて、伝え忘れたからな」

「……あなたはユウカの息子なのね」

「まあ、な」

「そしてアルフィデウスの息子……」

「それは知らない」

　間髪を容いれずに言い放ったヴィルに、レイカはぷっと噴き出してしまった。飄々とした雰囲気の若者が、まるで大好きな母親を父親と取り合う幼子のようだった。

　ヴィルは噴き出したレイカをみて頬ほおを掻き、顔を寄せてひそひそと話しかけた。

「……なぁ。あんた、おれがあいつの――ナナミの従兄だって、教えたか？」

「？　……いいえ」

「そうか。それは良かった。親戚なんていなかったから、どう付き合えばいいのか分かんないからな」

「…………」

　どうやらこの若者は、ナナミが気付いてないと思っているらしい。

　なんと呑のん気きなのだろうと呆れつつ、この子はアルフィデウスの息子だと確信した。あの〈移行者ウオーカー〉は女性の気持ちにまったく鈍感で、ユウカとレイカの好意に気付いた様子が微み塵じんもなかった。あれほどではないにせよ、彼にもいくらかそういう性質が受け継がれているらしい。

　懐かしさついでに、あの時のやきもきした気持ちを思い出して、レイカはちょっとだけこの若者に意地悪をしてやることにした。ナナミの言ではないが、親の負債のいくらかを返済してもらわなければ。

「……これをあなたにあげるわ」

　言って、レイカは懐の一番奥おくから古びた手帳を取り出した。表紙の皮こそ真新しいが、中のメモ紙はかなり年季が入った色をしている。

「あなたの父親……かも知れない男から聞いた、異世界の話をまとめた物よ。これまでずっと、肌身離さず持っていたの」

「いいのか？　大事な物なんだろう？」

「ええ。もういいの。この歳としになって縋すがるのもみっともないし」

「それにしたって、旅立つ娘に渡した方がいいんじゃないか？」

「いえ。あなたに受け取って欲ほしい。その代わり、あなたに一つだけお願いがあるの」

「……聞くだけ聞きましょう」

「ナナミに、けして従兄だと名乗らないで。あくまで仲間として、友人として接してあげて欲しいの」

「……ま、そのくらいなら」

「確かね？」

「いちおう『しない約束はしない』主義なんで、約束した以上は守らせてもらうよ」

　笑って、若者は手帳を受け取った。

「ありがとう、叔母さん。お袋ふくろに再会したみたいで、ちょっと嬉しかったよ」

　そう言って、彼は《塔》の方向へ、仲間たちが待つ方へと戻っていった。彼を大人びた美少女が不満そうに睨み、蒼髪の少女が人懐っこく抱きつき、ナナミが腕うでを組んで賢しげに説教を始めた。

　あのナナミの顔、あれも昔見たことがある。鏡に写った少女の頃の自分と同じだ。

　気付いているのかどうかは知らないが、ナナミはあの少年に惹ひかれているらしい。ちょっと話をしただけでも癖くせ者と分かるような男に惹かれるなんて、ナナミもやっぱり自分の娘だったらしい。

　四人は手を繋ぎ、《塔》のある方向へ向ってゆく。右端はしの若者が、レイカには視えない《塔》の壁に手を伸のばす。

「……あ」

　一瞬だけ、あの黒い《塔》が視えた気がした。

　黒い《塔》を背景に、ナナミがこちらを向いた。

　そして一秒にも満たず、四人の姿は消えた。

　視えた気がした黒い《塔》も、幻覚だったようにレイカの視界から消えていた。

「……行ってらっしゃい、ナナミ」

　姉が消える際に自分へ投げ掛けたものと同じ、わくわくするような笑え顔がおだった。

　だが、もうその笑顔を思い出して哀しくなることはないだろうと、レイカは静かに目を閉じた。
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序章







「だわぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああ！」

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「なにこれぇぇぇえええええええええええええええええええええええええ！」

《塔》の光に包まれて失われた五感が戻ってきた直後、ミュートを除く三人が目の前の光景に悲鳴を上げた。

　――空。

　青い空と、足元には白い雲。

　つまりは高高度の大空に、体一つで放り出だされたのだった。

　当然、すぐに自由落下を始める。

　すさまじい風圧に呼吸をするのも苦しくなりながら、彼らは悲鳴をあげずにはいられなかった。

「ぐ、ぐ……ミュート……！」

　ヴィルは泳ぐようにして、一度手放してしまったミュートに近づき、ぎゅっとその腕の中に回収した。

　他の二人はと見回せば、彼かの女じよたちは気流に飲み込まれたのか、ヴィルからどんどん離されていく。

「きゃああああああああああああああああああああああああっ！　初しよっ端ぱなにこんなのひどすぎるぅぅぅううううううううううううう!!」

「ヴィルゥゥゥウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウッッ！　また会うまでに女に手を出したら許さんからなぁぁぁぁああああああああああああああああああああああああああああ――――――」

　悲鳴を上げ続けるナナミとこっちを睨むエリザだが、どんどん離れるうちに雲に飲まれて姿が消えた。声も聞こえなくなる。

「また会えれば、な…………！」

　真っ逆さまに落ちていく自分自身を顧みて、エリザは大したもんだと感心する。ヴィルはここから彼女と再会するイメージが、どうしても湧いてこない。

「…………下が海でも、この高さじゃ……」

　いっそ着地点を〝光〟で切り裂きつつブレーキを掛かけようかとも思うが、こんな高高度から落ちた後のブレーキにどれほどの深度が必要になるのかと考えるだけで目め眩まいがする。

　せめて、ミュートだけは守りきらねばとしがみつく彼女を強く抱きしめた時、

「!?」

　がくん、と落下する速度が弱まった。不思議な浮遊感が全身を包み、プカプカと浮き始める。

　周囲をなぶる強風も、心なしか緩和されている。

「――やれやれ。こんなに無防備に落っこちてくるのは初めて見たなぁ」

　頭の上から声が降ってきた。見上げると、そこには太陽を背に、奇妙な影が浮かんでいた。

「あんたたちは初心者？　ダメだよ、《塔》をあんまり信じちゃあ、さ」

　大まかには人の輪郭をしている。輪郭から見て、女だろう。

　だがその背には、ヴィルにも見覚えのある半透明の翼が震ふるえていた。

　大空に在るのなら不思議でもないのかも知れないが、ヴィルの知るその半透明の翼は、海の中を泳ぐ為ための器官であった。

　半透明の翼を生やした女が、ヴィルたちに高度を合わせて寄り添った。身体にフィットしたアンダーウェアに、様々な意匠と年代の服や装備を身に付けている。ゴチャゴチャしているようだが意外に統一感が見られるのは、身に着ける女が明確な目的をもって配置しているからだろうか。

　彼女はゴーグルとヘルメットに覆われた顔を近付け、しげしげとヴィルとミュートを観察した。

「あ、この翼？　まぁ、なくてもいいんだけど、これがある方が落ち着くんだよね。あたしの時空干渉能力を使う時はとくに」

　少女は右手の甲こうで輝かがやく〈移行者ウオーカー〉の刻印を見せて、にっ、と唇で弧を描いた。とても人好きのする笑みだった。

　頭の上半分は隠かくれているが、きっと美人だろうとヴィルは思った。

「もうちょっと我が慢まんして。このまま浮遊島に誘ゆう導どうするからさ」

　そう言って、女は空中を泳ぐように移動し始めた。ぷかぷか浮かぶヴィルとミュートは、視えないロープで引っ張られるように女の後を付いて行った。

　やがて、ヴィルの視界にぽっかりと浮かぶ島が現れた。文字通り、空中に浮かぶ島である。

　縦横十メートル程てい度どの小島に、女はふわりと着地した。

　ミュートを抱えるヴィルも着地した。足が触れるのと同時に全身を包む浮遊感が消え、身体に重みが戻った。これが女の能力だったのだろう。

「そっちの女の子、大丈夫？」

「ああ。目を回してるだけだから直に目覚めるだろ」

　くらくらと頭を揺ゆらすミュートを地面に寝かせ、ヴィルは女に向かい合った。

「助けてくれてありがとう」

「うん。まぁ、これに懲りたらあんたたちも気を付けてね？」

「まったくだ……ところで、おれと一緒に落っこちてきた奴らなんだが……」

「そっちも心配ないよ。ちょっと遠くへ流されちゃったけど、あたしの仲間が回収に行ったから」

「そうか」

　女の言葉を聞いてほっとする。いかにロクデナシで彼女たちの命が自業自得とはいえ、やはり旅の道連れが死んだら嫌いやな気分になる。

　一息ついたヴィルは、改めて目の前の女の、特に背中に生える半透明の翼を眺めた。

「……なぁ。あんたは『海身人ウミビト』、だよな？」

「え？　あんた、海身人ウミビトを知ってるの？」

「ああ。二つ前の世界で世話になった」

「ほんとに？　うわぁ、すごい偶ぐう然ぜん！」

　女は喜びの声を上げ、ヴィルの手をとってぶんぶんと振ふり回まわした。

「あたしの世界で〈移行者ウオーカー〉になる人って少ないらしくて！　知っていてくれて嬉うれしいよ！　それで？　あんたが世話になったってのはどこの島？　アヴィ？　スルセ？　それともオルス？」

「ん～……いや、ただ単に浮流島とだけしか聞いてないな」

「そっか……まぁ、島の人たちはみんな単に『島』というだけで、あまり島の名前に拘らないからなぁ」

　女はちょっとがっかりしたようだが、すぐに気を取り直すと背中の翼――鰭き翼よくをヴィルに向けた。

「ねぇ、あたしの鰭き翼よく、どう思う？」

「綺き麗れいだ。おれが世話になった海身人ウミビトを思い出すよ」

「へぇ？　あたしも島の中じゃ一番綺麗な鰭き翼よくだって褒ほめられてたけど、そんなに綺麗な人がいるんだ」

　少女は自分の鰭き翼よくを誇りにしているのか、ちょっぴり不服そうに唇を尖とがらせた。

「ま、それだってあたしのお母さんの若い頃ころに比べたら、全然だろうけどね！」

「お袋さんが好きなんだな」

「うん！　あたしのお母さんは最高なの！　そりゃ口煩うるさくて大雑把なところもあったけど、あたしにとって最高のお母さんよ！」

　少女の鰭き翼よくの誇りは、それを与あたえてくれた母親への誇りらしい。

　親近感を覚えたヴィルだったが、少女の唇がへの字にひん曲がったのを見て首を傾かしげた。

「……そんなお母さんを捨てたクソオヤジを探してるの。そいつも〈移行者ウオーカー〉らしいんだけどね」

「へぇ！　それもおれと同じだな！」

「あんたも？」

「ああ。〈移行者ウオーカー〉だって言う親おや父じを探して一発ぶん殴なぐるのが目的のひとつだ」

「そうなんだ！　それじゃあたしたち、仲間だね！」

「ああ。おれの親父はアルフィデウスって名前らしいんだが、知ってるか？」

「アルフィデウス？　うーん……ごめん、知らないわ」

「そうか」

「あたしの方も聞いていい？」

「もちろんだ」

　ヴィルが頷うなずくと、女は唇を笑みの形に戻し、頭部の大半を覆っていたヘルメットとゴーグルを脱ぬぎはなった。

　露わになったのは、黒い髪。ゆるく波打つ黒くろ髪かみだ。

　そして顔は、はっとするほどに美しい少女のものだった。闊かつ達たつそうなはっきりした面立ち。その中でも、ぱっちりと開いた大きな瞳ひとみが印象的である。

　――アマラ？

「あたしのクソオヤジは、〝ヴィル〟って名前らしいの。聞いたことある？」

　かつて世話になった海身人ウミビトの少女と似通った娘は、人懐っこい笑みでヴィルに問い掛けるのだった。
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独白烏のモノローグ







　今回、担当編集に「はっちゃけすぎだろ」と怒られました。どうやらヒロインを後半部分でまるっと素っ裸にして駆け回らせたのがやり過ぎたようです。

　しかし結局「なんか着せろ」とは一言も言われませんでした。ついでに言うと、挿さし絵えの指定は作者が強く言わない限りは編集の裁量です。

　作者と編集の共犯関係は、こうやって作られてゆくのです。

　

　どうも。翅はね田た大だい介すけで御座います。

　本来ならもっとはやくお目にかかる筈はずだったのですが、たいへん延び延びになってしまいました。申し訳ございません。

　長らくお待たせいたしました。『ワールドウォーカーズ・クロニクル―異世界渡り英雄記２―』をお送りいたします。

　しかし、この２巻ではやくも看板に偽りありです。１巻の時はそこはかとなく英雄っぽい感じもしないでもなかった主人公のヴィルですが、今回はどう考えても〝英雄〟なんて言葉から程遠い存在に。まさしく〝ロクデナシ〟の面めん目もく躍やく如じよです。

　ところで、日本語の「碌ろくでなし」の「碌」というのは当て字だそうです。元来「ろく」と書かれていた漢字は「陸」だそうで。ちょっとカッコよく数を数える時に壱、弐、参、肆、伍、陸などと読んだりしますが、この場合は字面通りに大地のことを示しているのだとか。なので「陸でなし」とは、大地のように平たくない、凸凹ばかりで曲がりくねったような様を差すそうです。

　この作品は「主人公が現地妻ならぬ現界妻をつくって回る」のが初期段階からのお約束なワケですが、由来通りに性根が捻くれ曲がったロクデナシな主人公がどうすればモテるのだろうかと頭を捻って逆立ちして一回転した結果、閃きました。ヒロインもロクデナシにすればいいのです！　類友の法則です！

　というわけで、ヴィルに負けず劣らず、エリザのロクデナシな女っぷりもパワーアップです。おまけに、今回のヒロイン枠であるナナミもロクデナシのヒトデナシと相成りました。

　しっかし、なんでしょうね……男キャラがロクデナシだと「しょうがねぇ奴だなぁ」としか思えないのですが、女性キャラがロクデナシだと「キュン！」としちゃうのは何なのでしょうか？　喫煙とか昼ひる行あん灯どんとかも女性キャラだと萌ポイントです。それともそういうのに弱いのは僕だけなのかしらん？

　何いずれにせよ、だんだんと僕はロクデナシな女性キャラに目覚めはじめてしまったので、たぶんこのシリーズが続く限りロクデナシなヒロインが増えてゆくことでしょう。気の合う読者様におかれましては、どうぞ応援よろしくお願いします。

　それでは、またロクデナシなヒロインに振り回されるロクデナシ主人公と一緒にお目にかかれることを祈りつつ。





二〇一五年中春　翅田大介
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